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　　　序章　左さ遷せん騎き士しと交易団







　その日も朝早く、レスカの牧場の手伝いを終えた後、日課の鍛たん錬れんをしていた。

「はぁはぁ……あたし、もう走れない」

「もう少し頑がん張ばれ。限界を超こえたら、その分自分のできることが広がる」

「コータス兄ちゃん……んっ、頑張る」

　唾つばを飲み込み、俺の後に食らいついてくるのは、冒ぼう険けん者志望の少女のジニーである。

　春先に強力な魔ま物ものが襲しゆう撃げきしてきた牧場町では、将来の危機に備えるべく、専属冒険者の育成を始めた。

　その冒険者候補の一人には、戦せん闘とう向きの【加護】を持つジニーがいる。

　だがジニーは、【火魔法】の加護を暴発させることが多く、他ほかの人と一いつ緒しよに鍛錬することが難しい。

　そのため、暴発に対処できる俺が指導を引き受けることになった。

　ジニーには、基き礎そ中の基礎である走り込みをして、それが終わった後で座学として冒険者に必要な知識を少しずつ教えている。

　最初の頃ころは、すぐに息切れしていたジニーも、毎日走り込みを続けた結果、冒険者に必要な持久力が少しずつ備わってきた。

「はぁはぁ……もう無理……」

「ジニー、お疲つかれ様。俺は、もう少し走り込みするから休んでいていいぞ」

　ジニーは、疲れた体を引き摺ずるように軒のき先さきまで移動し、水を飲んで汗あせを拭ぬぐっている。

　俺は、ジニーの走り込みの後、更さらに牧場の外周で走り込みを続ける。

「コータスも早く終えなさいよ～。私とジニーちゃんと一緒に魔法の訓練やるんだから！」

　追加の走り込みをする俺の背中に投げかけられた言葉に、片手を上げて答える。

「わかった！　それなら早く走り込みのノルマを終えるとしよう！」

　俺は、そう言ってジニーに合わせていた走る速度を更に速め、牧場の外周を駆かけ出す。

「全く、体力お化けね。あれは」

　全力で駆け出す俺を見て、ヒビキは、呆あきれたように呟つぶやく。

　彼女は、どこかで行われた【異世界召しよう喚かん】の魔法の余波に巻き込まれ、【魔の森】に放ほうり出されてしまった異世界人だ。

　異世界からの転移の際に【賢けん者じや】と【極大魔力】の【加護】を手に入れたが、あまりに強力な【加護】の存在を隠かくすために、対外的に【魔女】の加護持ちと名乗っている。

　現在は、レスカの牧場に居候いそうろうしつつ、牧場の手伝いや革かわ細工職人が作る道具に魔法を付ふ与よして、生計を立てている。

　朝の走り込みを終えて、軒先で休んでいるジニーとヒビキのところに戻もどろうとした俺は、牛舎の方から戻ってくる人物とちょうど顔を合わせる。

「コータスさん、お疲れ様です！」

「レスカ、おはよう」

　この魔物牧場の牧場主であるレスカは、オルトロスのペロ、リスティーブルのルイン、暗あん竜りゆうの雛ひなのチェルナを引き連れて、挨あい拶さつをしてくる。

「先に朝食の準備をしてますね」

「ありがとう、レスカ」

　レスカは、微び苦く笑しようを浮うかべながらリスティーブルのミルク入りバケツを持って、母おも屋やの方に戻っていく。

　そして俺は、走り込みの後、軒下でヒビキと魔法談義を行い、ジニーは俺たちの指導の下もとで魔法の訓練を行う。

　ヒビキは、ジニーの魔法の訓練を監かん督とくする一方、【賢者】の加護を使いこなせるように日夜、試行錯さく誤ごを繰くり返している。

「ヒビキ。今日は、ナニを読んでいるんだ？　レスカのところから借りた本か？」

　そんなヒビキとの魔法談義の最中、ヒビキが持つ分厚い本が気になり尋たずねる。

　ヒビキは、イタズラっぽい笑えみを浮かべて、その本を俺に差し出してくる。

「はい。気になるならどうぞ」

「お、ありが……っ!?」

　俺が、その本を受け取ろうと手にした瞬しゆん間かんに、本が青白い光の粒りゆう子しとなって崩くずれて消える。

　それを見ていたジニーが、不ふ機き嫌げんそうに口元を歪ゆがませる。

「あたしもヒビキ姉ちゃんに魔法が使えるようになる教本、って言われて手に取ったら、引っかかった」

「いやぁ、ジニーちゃんのちょっと慌あわてふためく姿を見るの、ってレアじゃない！　あの時の泣きそうになった顔はよかったわ」

　俺はヒビキに、趣しゆ味みが悪いと呟き、胡う乱ろんげな視線を向ける。

　ヒビキは、青白い魔力の光を掌てのひらに集め、粒子となって消えた本を再び生み出す。

「それで、結局その本は何なんだ？」

「うん？　【賢者】の加護に【賢者の書庫】って内包加護があるのを覚えてる？　そこに収められた歴代の【賢者】たちの知識を本の形に具現化させる魔法を使ったのよ」

　ヒビキが右手を振ふるうと、ポンポンと何冊もの本が飛び出してくる。

「これがジニーちゃんに教える魔法の基礎の本、こっちが精せい霊れい魔法に関する本、それでこっちが私の仕事で使う付与魔法の本ね」

　ヒビキの取り出した本をジニーが興味本位で触ふれれば、再び光の粒子となって消える。

　どうやら【賢者の本】は、ヒビキ以外には触れられないようだ。

「だが、今まで本なんて出してなかっただろ？」

「えっ？　いや～、頭の中で本とか情報を読むと、ちょっと危ない人に見えるからね。それに、本を読んでると、できる人って感じしない？」

　確かに、虚こ空くうに向かってブツブツと本の内容を呟く姿は、怪あやしい。

　その偽ぎ装そうという意味では必要なのだろう。

「私以外に本は使えないけど、口頭で教えることができるから便利よ」

　そう言って、ヒビキがジニーの魔法の鍛錬に付き合う。

　今日は、これまでの復習としてジニーの魔力操作を確かく認にんしつつ、その次の段階である魔力感知を教えるために、それに関する本をヒビキが取り出している。

　その様子を横目に、俺も魔法の自己鍛錬に励はげむ。

「──《オーラ》」

　まずは、無属性の身体強化魔法である《オーラ》で全身に青白い魔力を行き渡わたらせる。

「──《ブレイブエンハンス》」

　続いて、《オーラ》より上位の身体強化魔法を発動させる。

　真竜族のアラドに、チェルナの保護者として認められた戦いの後、保有魔力量が増えたことにより発動することができるようになった。

　魔力は増えたが、《ブレイブエンハンス》に必要な魔力量がギリギリであるために、長時間の発動はできない。

　俺は、常時《オーラ》を纏まといながら、瞬間的に《ブレイブエンハンス》に切り替かえて効率良く使えるように鍛錬する。

　その際、【グラド重鉱石】と鉄の合金の芯しん入りの圧縮木刀を素す振ぶりして新たな身体強化魔法を体に慣らしていく。

「ふぅっ、次だ。──《デミ・マテリアーム》！　……うぐっ！」

　身体強化の《オーラ》と合わせて、腕うでに半物質化した魔力の籠こ手てを生み出す。

　禁術を基礎にして、独自に派生させた固有魔法──《デミ・マテリアーム》。

　魔力量が増えたために、魔力の籠手とは別に脛すね当あても生み出し、素振りに合わせて拳こぶしや蹴けりの体術を織り交ぜてみる。

　そして、最後に──

「はっ！」

　身体強化に使われた魔力を全すべて解除し、気合いを込こめて、自身の中にある全魔力をそれに注ぎ込むことでなんとか発動することができた。

「固有魔法による魔力武器」

　形状は、短たん剣けん。青白い魔力で作り出された短剣が手に収まっている。

　これも《デミ・マテリアーム》の一種だろう。

「俺の全魔力では、この程度にしかならないのか」

《デミ・マテリアーム》の応用的な技わざで、小さな刃は物もの程度の体積の物しか生み出せない。

　だが、武器などに半物質化した魔力を覆おおうことで威い力りよくを高めることができる。

　そして、先さき程ほどヒビキが見せた【賢者の書庫】の本の具現化もこの魔法と似通っているところがある。

　知識や記き憶おく、想像の範はん囲いのものを魔力で生み出す。

　俺が全魔力を使い短剣一本を生み出したのに対して、ヒビキは気軽に何冊もの本を生み出し、消してみせる。

　ヒビキの【極大魔力】とは、どれほどの魔力量を宿しているのか……

「あとは……イメージ」

　それに、ヒビキとの魔法談義で魔法は、固定観念に縛しばられてはいけないと気付く。

　なので、青白い魔力の短剣を細く、長く、解ほぐれるように糸状に変化させていく。

　その際、小さくなるほど、集中力が必要となり、体からの距きよ離りが離はなれるほど、維い持じが困難になり、構成が甘いところから千切れて崩れてしまう。

「ふぅ、今日もダメか。だが、魔力操作のいい鍛錬になる」

　俺はそう呟き、日課の鍛錬を終える。

　そして、ちょうど頃合いを見計らったように、レスカが俺たちを呼びに来る。

「コータスさん、ジニーちゃん、ヒビキさん。朝食の時間ですよ～」

「わかった、今行く」

　俺が返事をすると、ジニーとヒビキも魔法の鍛錬を切り上げて立ち上がる。

　そして、俺たちは、レスカの用意した朝食をいただきに食堂に向かう。




　　　●




　朝食の席、俺たちは、レスカから今日の予定を聞く。

「今日は、動く野菜の畑に支柱を立てるのと、収しゆう穫かくできる野菜を採っちゃいましょう」

「あー、そういえば、動く野菜ももう勝手に動かなくなったな」

　俺がこの辺境の牧場町に来た頃は、動く野菜たちは、自身の根や茎くき、葉っぱなどで自重を支えて移動できた。

　現在では、大分生長して、植物の自重を支えるために根を張っている。

　以前ほど活発には動かないが、葉っぱや蔓つるを動かすくらいはしてくる。

「あー、あの畑ね。それで私たちは、何を手伝えばいいの？」

　パンをちぎりながら質問するヒビキにレスカが答える。

「私とコータスさんで野菜を収穫するので、ジニーちゃんとヒビキさんには、支柱を立ててもらいましょうか」

「そういえば……」

「ジニーちゃん、どうしました？」

「お祖ば母あちゃんが、そろそろ鳥とかが野菜を狙ねらってくるから獣けもの避よけの匂におい薬を用意しようかな、って言ってた」

「あー、アレですか。あれ臭くさいんですよねぇ。それにペロが嫌いやがりますし」

　苦笑いを浮かべるレスカと共に、今日の仕事の段取りを確認した。

　そして俺たちは、レスカの牧場での仕事を終えた後、牧場町でレスカが借りている畑に来ていた。

「それじゃあ、始めましょうか」

　音おん頭どを取るレスカに俺や手伝いに来たジニー、居候のヒビキも頷うなずく。

　少しずつ気温が上がる中、動く野菜たちの畑で作業を始める。

「私とコータスさんは、収穫できる野菜を採ります。ジニーちゃんとヒビキさんは、支柱の必要な動く野菜に木の棒を突つき立てて下さい」

「わかった。あたしが木の棒を突き刺さす」

「了りよう解かい。なら、私がこの紐ひもで支柱と茎を結べばいいのね」

　そう言って、ジニーが支柱の棒を地面に突き刺し、ヒビキが茎のある野菜に紐を結ぶ。

　また、蔓を伸のばす野菜に支柱を立てれば、自分から蔓を巻き付け、寄り掛かかるように体を支える。

　それを見た他ほかの動く野菜たちは、蔓を伸ばしてジニーとヒビキの服の裾すそを引いて、支柱を立ててもらえるように急せかす。

「なぁ、レスカ？　動く野菜に支柱って必要か？　同じ植物系の魔ま物もののトレントは必要としてないよな」

「トレントほど茎の強度がないんで、やっぱり支柱は必要だと思いますよ」

　そう言って、自身の考えを口にするレスカ。

　ジニーとヒビキが支柱を立てる一方、俺とレスカは、そんな話をしつつ、今がちょうど収穫期で保存性の高いジャガイモ、タマネギなどを引き抜ぬいている。

　葉や茎が少し枯かれ始めたジャガイモの茎を引っこ抜けば、ブチブチと小気味のいい音と共に根に付いたジャガイモが地中から姿を現す。

　他にも、タマネギも同様に引っこ抜き、地面に置いていく。

「よっと……すげぇ、ゴロゴロとジャガイモが出てくる」

「立派な野菜が採れますね。今夜はジャガイモパーティーですよ」

　動く野菜であるために収穫には、激しい抵てい抗こうがあるかと思ったが、意外とそうでもなかった。

　根っこや枯れ始めた茎には、動く力が無いのか、これといった抵抗もなく、またジャガイモに手足となる芽が生えていないので一見、普ふ通つうの野菜だ。

「なぁ、レスカ。これって来年も植えると動く野菜になるのかな？」

「どうでしょうか？　【魔の森】の中で魔物化した植物なので世代を重ねると、普通の野菜に戻もどったり、魔物として固定化した野菜で分かれて出てくるかもしれませんね」

　レスカによる実験的な試みなので、その辺りは気にしないらしい。

「できれば、どの野菜もずっと動く野菜として続いて欲しいですね」

　そう言って願いを口にするレスカは、ジャガイモとタマネギを拾い集める。

　レスカが回収したジャガイモは、木箱に詰つめて、冷暗室で長期保存。

　タマネギは、軒のき先さきに吊つるして乾かん燥そうさせ、こちらも長期保存が可能だ。

「収穫した野菜で何を作りましょうかね。少ないですが、ピーマンやキャベツも採れますし、去年作ったドライトマトも使いましょう」

　レスカは、うきうきしつつ収穫した野菜を拾って箱に詰める。

　そんなレスカの後を追うようにペロが、地中に取り残したジャガイモを掘ほり返して、差し出すように地面に転がし、俺が拾い集める。

『キュゥ～』

　そんな畑仕事や俺たちの会話が楽しいのか、俺の後頭部にしがみついていたチェルナが尻尾しつぽや羽根を動かして機き嫌げん良さそうにしている。
















「レスカ姉ちゃん。後で、美お味いしいものをお願い」

「任せて下さい！　小さな収穫祭ですよ！　本来の収穫祭は、秋ですけど、やっぱり採れ立ての野菜で祝いたいですよね」

「はいはーい。お姉さんは、揚あげ物が食べたい！　フライドポテトとか！」

「いいですね、少ないですけど植物油はありますから、作れますよ」

　収穫して箱に詰めたジャガイモやタマネギ、他にもこの時期が旬しゆんのキャベツや少量採れるピーマンなどを採ってリアカーに載のせる。

　食べ頃ごろな旬の野菜は、動く野菜たちが、自分の葉っぱや蔓で教えてくれるので、鮮せん度どや味がいいのが採れる。

　その代わり、一部は来年以降の種用に残さなければならない。もちろん、先程収穫したタマネギも一部種用に残し、ジャガイモの種たね芋いもも確保した。

「私とペロは一度、牧場に野菜を置きに行きますね。お昼は、こっちに持ってきますね」

「なら俺は、空いた畑を耕して、次の作付けの準備をするか」

　一度牧場に戻るレスカとリアカーを引くペロを見送る。

　危ないので、頭にしがみつくチェルナを引き離して、休きゆう憩けいするジニーとヒビキに預ける。

　チェルナが、畑の隙すき間まを飛び交かう虫を追ったり、ジニーたちと戯たわむれる姿が見られる。

　そんな光景を横目に、俺は鍬くわを握にぎり、空いた畑を耕し始める。

　そして、太陽が真上に差し掛かった頃、サンドイッチを作って戻ってきたレスカと共にお昼を食べる。

　午後からは、農作物を狙う野鳥や害虫に備えてジニーとヒビキが、リア婆ばあさんから獣避けの匂い薬を買ってきて畑に撒まき、雑草などを抜く。

　それも終わりに差し掛かる頃、レスカの畑に先任騎き士しのバルドルがやってきた。

「よっ、精が出るな」

　動く野菜たちの蔓が届かない範はん囲いの雑草を抜く俺たちは、手を止めて立ち上がる。

「どうしたんだ？　なにかあったのか？」

「あー、まぁ、様子見と相談、だな……」

　なんとも歯切れの悪いバルドルの物言いだが、視線の先にチェルナがいるのを見て、真しん竜りゆう関連、もしくは、王宮関連の話を予想できた。

「その相談ってのは、俺だけに話す内容か？」

　騎士としての守秘義務の関係で民間人であるレスカやジニー、ヒビキには話せない内容かと尋たずねるとバルドルは首を横に振ふる。

「いや、むしろ、レスカの嬢じようちゃんたちにも話に加わって欲しい」

　そう言うと、話の重要性を感じ取ったのか、レスカたちも頷く。

「それなら、今日はこれで畑を終えましょうか」

　レスカがそう言い、ジニーとヒビキに指示を出し、畑仕事の片付けに入る。

「それでバルドルの話は、今すぐがいいのか？」

「いや、すぐじゃなくていいぞ」

「それなら、身を綺き麗れいにした後でいいですか？　それにお話が長くなるなら、夕ご飯も一いつ緒しよに食べませんか？　今日の採れ立ての野菜でお夕飯を作ろうと思うんです」

「なら、レスカの嬢ちゃんのご相しよう伴ばんに与あずかるとするか」

「あたしもお祖母ちゃんにレスカ姉ちゃんの家で夕飯いただくこと伝えないと」

「なら、ジニーちゃん、私が一緒に行って、リアさんに説明してあげるわ」

　ジニーは、一度家に戻り、ヒビキがその付き添そいをする。

　その後、全員が湯屋で汚よごれを落とし、着き替がえてからレスカの牧場に集まる。

　レスカは、楽しそうに台所で料理を作り始め、ジニーがそれを手伝う。

　その一方で、俺とバルドル、ヒビキの三人は、食堂のテーブルに座り、バルドルからの話を聞く体勢を取る。

「さて、何から話せばいいか……」

　そう前置きしてバルドルは話し始める。

「なんだ、言い辛づらい話なのか？」

「うーん。そういう訳じゃないが……とりあえず、お前たち、交易団に参加しないか？」

　その言葉を聞いて、元々牧場町の部外者である俺とヒビキは、小首を傾かしげる。

　台所で料理をしていたレスカが、ピクリと反応をしたのが視界の端はしに見えた。

　俺は、バルドルに交易団についての詳くわしい説明を頼たのむ。










　　　一章　左さ遷せん騎き士しと真しん竜りゆう信しん仰こう







　結論から口にしたバルドルは、何から話せばいいか僅わずかな時間を悩なやみ、口を開く。

「前知識として覚えて欲しいのが、【アラド王国】の勢力の動きだ」

　俺とヒビキは、バルドルの言葉の先を促うながすように頷うなずく。

「火竜アラドの忠告を受けた王族派は閥ばつは、現状コータスたちの環かん境きようを維い持じ・静観することにした。それを無視してコータスを竜騎士として迎むかえようとした貴族派閥は覚えているな」

「ああ、覚えている」

　俺を王都に迎えようとして騎士を派は遣けんしてきたが、拒きよ否ひして追い返したのは記き憶おくに新しい。

　そんな事件を思い出したのか、隣となりにいるヒビキは、不ふ愉ゆ快かいそうに眉み間けんに皺しわを寄せている。

「その一件で、コータスの意志を尊重した王族派閥の正当性が確保され、貴族派閥は劣れつ勢せいになった」

　その辺の勢力バランスは、貴族の話なので遠い事のように感じるが、そうもいかないらしい。

「劣勢になった貴族派閥だが、まだ余力を残している。これからなりふり構わず行動する可能性がある」

「……コータスやチェルナを連れていけないのなら、強引な方法を取る、ってわけ？」

　ヒビキは、冷ややかな声で尋ね返す。

　流石さすが、【賢けん者じや】の加護があるだけあって、頭の回転が早いようだ。

「その可能性があるから注意した方が良い」

　バルドルがそう答える。

　だが、王族派閥もそれを予想しないわけがない。

　この優勢な状じよう況きようで、なるべく貴族派閥の権勢を削そぎ、行動を封ふうじ込めるだろう。

　そうなると、貴族派閥が動けるのは、初動の僅かな期間くらいだろう。

　だが、解せないことが一つある。

「バルドル。あんた、どこからその情報を手に入れている？　流石に元近この衛え騎士でも手に入る情報じゃないだろ」

　元々は近衛騎士であり、王族派閥の中の第一王子派閥に所属していたバルドル。

　その派閥争いに負けた結果、バルドルは切り捨てられ、左遷された。

　切り捨てられたバルドルには、今いま更さら第一王子派閥への義理はないはずだ。

　なら、誰だれが……と考えて、バルドルは言いにくそうに頭の後ろを搔かく。

「あー、情報は、第二王女だよ。派閥的には極ごく小しようだけどな」

　バルドルは、困ったように視線を泳がす。

　確か、第一王女が隣りん国ごくに嫁とついでおり、周辺国とは平和である。

　アラド王国内は、王族派閥が主流であり、国内の権力バランスで言えば、王族派閥が６、貴族派閥が３、中立が１といった具合に権力バランスを保ちつつ、互たがいに牽けん制せいしあっている。

　貴族派閥は王族の暴走を止めるだけの権力を持ちつつも貴族としての独立性がある。

　ある意味では、理想的な権力バランスが維持されている。

　そのために、平和な周辺国との間での政略結けつ婚こんの必要性はなく、国内での婚こん姻いんは、現在の権力バランスを崩くずす可能性があるために第二王女は、余り気味の王女だと記憶している。

「そんな第二王女が何でバルドルに連れん絡らくを」

「俺は、元は第一王子派閥だったが、それでも幾いくつかの派閥があった」

　第一王子の側近などが最大派閥なのに対して、バルドルは、わざわざ守ろうとは思われない泡ほう沫まつ派閥の一人の近衛騎士でしかない。

　泡沫派閥の人材などは、時折バルドルのように切り捨てられることがある。

　そうした人材の受け皿として、第二王女の派閥が存在しているらしい。

「まぁ、当時は、第二王女派閥に入るつもりはなかったが、左遷された時、困った時の連絡先を貰った。一生使うことはないと思ったが、お前が真竜の卵を拾った時、その連絡先から王宮に問い合わせた」

　お陰かげで、俺は各地に派遣された第二王女派閥の一員ってことになっちまった、と茶化すように笑うバルドル。

「そのお陰で、ある程度の貴族の動きは把は握あくできている。それに王宮からの連絡も第二王女経由でもたらされる。まぁ、情報のルートは確かだから安心してくれ」

　情報ルートには、納なつ得とくするしかない一方、ヒビキは真しん剣けんな表情で──

「王女様ってどんな方なのかしら。高飛車な金きん髪ぱつロールかしら、それともロリ姫ひめ様とかかしら、もしくは正統派のお姫様、知的な姫様……どれもアリね！」

　俺だけに聞こえるような小さい呟つぶやきとテーブルの下で隠かくすように拳こぶしを握りしめるヒビキの姿に、頭痛を堪こらえるようにこめかみを押さえる。

「まぁ、貴族派閥を警けい戒かいするために、暗竜の雛ひなとその周りにいる人間には、少しの間、安全な場所に移った方がいいと思うんだ」

「安全な場所？　それがさっき言った交易団か？　だが、どこと交易しているんだ？」

　どこと交易するのか。なぜ、交易団に加わることが俺たちの安全に繫つながるのか分からず、首を傾げる。

　その疑問に対して、ジャガイモ料理を石いし釜がまに入れたレスカが、焼き上がるまでの間に説明してくれる。

「この辺境の牧場町は、年に２回エルフの里と交易しているんです」

「っ！　エルフですって!?」

　異世界人であるヒビキがレスカの言葉に椅い子すを倒たおす勢いで立ち上がる。

「あー、ヒビキの嬢ちゃんは、エルフは見たことがないのか？」

「え、ええ……その、エルフとかの異種族たちを見たことがないから。一応知識は持っているけど」

　ヒビキの答えを聞いたバルドルは、その驚おどろき方に納得する。

　だが、幾つか訂てい正せいすべきことがあるようだ。

「まぁ、異種族は、人間に比べたら少ないからな。けど、ヒビキも一応、異種族に会ったことがあるぞ」

「えっ、噓うそ!?」

「えっと……鍛か冶じ屋やのロシューさんはドワーフです。よく、ヒビキさんが金具に付ふ与よ魔ま法ほうを付ける時に打ち合わせする」

「あのおじ様が！　えっ、普ふ通つうの人だと思ってた……」

　ヒビキには、異種族たちとの見分けが付かなかったようだ。

　人間でも人種が違ちがえば、顔立ちが同じに見えたりするらしい。

　ヒビキには、背が低くてヒゲを生やした中年男性くらいにしか思わなかったんだろう。

「……私の初めての異種族との接せつ触しよくがまさかのドワーフ……それもロリドワーフじゃなくておじ様ドワーフ……」

　なにやら、ショックを受けて、ブツブツと呟いているヒビキは、とりあえず無視してレスカに話を促す。

「えっと、話を戻もどしますね。エルフの方々が精せい霊れい魔法でエルフの里までの道を開いて、この辺境の牧場町から交易団を出して、物ぶつ々ぶつ交こう換かんしてるんです」

「だが、エルフとの交易なんて……初めて聞いたぞ」

「まぁ、大っぴらには言わないからな。下手に人間至上主義者が近づいて人種間問題に発展するのはやばい」

　バルドルの言いたいことは分かった、と頷き、話の続きに耳を傾かたむける。

「この辺境の牧場町に派遣される代官は、牧場町からの税収の管理って仕事もあるが、それとは別にエルフとの交易の外交官って側面が強い」

　それに、この町はアラド王国の直ちよつ轄かつ領で、エルフとの交易が莫ばく大だいな収入源となっている。

　そのために、辺境の牧場町に掛かかる税金が安い、と意外な内情を語るバルドル。

「なるほど、そうだったのか」

　エルフとの交易品の数々は、貴族などの上流階級でかなり需じゆ要ようが高い。

　芸術性の高い工芸品や医薬品、森林から産出される宝石の原石などは、希少性と相まって高値で取引されている。

　大規模なエルフの里は、かなりの頻ひん度どで交易すると聞いているが、この辺境の牧場町の交易相手であるエルフの里は、中小規模で年２回が限界らしい。

　だが、規模が小さくとも異種族たちは、同じ種族同士の結束が強い。

「貴族派閥だって、エルフとの交易を妨ぼう害がいする方がリスクが大きいはずだ」

「それに、国家の重要な財源の一つであるエルフとの交易を邪じや魔まして、人種間問題が発生して交易品の流通が止まれば、突つき上げを食らうのは、それを妨害した貴族派閥、と」

　中年ドワーフのショックから立ち直ったヒビキは、エルフとの交易の場に加わる安全な理由の一つを予想して口にする。

　バルドルもそこまで考えが至らなかったのか、目を見開き驚く。

　だが、そうした背景が暗あん竜りゆうの雛であるチェルナにあるなら、エルフとの交易団に参加した方が良さそうだ。

「それに往復は、エルフたちの精霊魔法で作り出す道、って言われる移動手段を使うから俺たちでもエルフの里の場所が分からないから手出しもできない」

「へぇ、そうなんだ。精霊魔法……あたしも使えるようになるのかな」

【火精霊の愛いとし子】の内包加護を持つジニーは、自身の掌てのひらを見つめる。

　エルフの里で精霊魔法を学べば、行き詰づまっている魔法の鍛たん錬れんが進むかも知れないと思っているのだろう。

　バルドルは、ジニーが【火精霊の愛し子】であることを知らないが、以前、偶ぐう然ぜんにも放った魔法によって、ソード・レインディアの姿をした火精霊を呼び出したことがある。

　なので、薄うす々うすは、精霊魔法の適性があることに気付いているのかもしれない。

「まぁ、そういう理由だから、お前ら四人行ってこい」

「自分や周囲の安全のためには仕方がないが、俺たちが加わって平気なのか？」

「その辺は、この町の代官や町長、町の長老衆も納得している。向こう側とも連絡を取り、事情を説明したら、是ぜ非ひにと言われた」

　俺たちの交易団への参加は、町全体の方針とも合がつ致ちしているらしい。

「わかった。それならその話を受けようか」

「私の叔お父じも交易団の一人として参加したことがあるので、前から気になっていたんです」

「あたしは、お祖ば母あちゃんに先に聞いてた。次代の薬くす師しとしての勉強させるためって。けど、【精霊魔法】の使い方も知りたい」

　やる気になるジニーに俺は、その頭に手を伸ばして撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶだろ。きっと教えてもらえる」

　根こん拠きよのない言葉であるが、俺が頭を撫でると恥はずかしそうにジニーが俯うつむく。

「私たちは、エルフの交易団に参加ってことですね。それじゃあ、話が纏まとまったところで、お夕飯にしましょう」

　そう言ってレスカは、石釜からいい焼き加減の料理を取り出し、手伝いのジニーがお皿を出して並べる。

　そして、用意できた料理が次々とテーブルの上に並べられていく。

　ジャガイモ料理には、クリーム系のソースとドライトマトと挽ひき肉にくのソースを絡からめた二種類のニョッキ。

　旬しゆんの茹ゆでた野菜や小さく切ったチーズが混ぜられたポテトサラダ。

　ジャガイモやベーコン、タマネギをオリーブオイルで炒いためて、塩こしょうで味付けし、彩いろどりにパセリを振ふりかけたジャーマンポテト。

　ヒビキのリクエストで油で揚あげたフライドポテト。

　キャベツやジャガイモ、タマネギ、ドライトマトなどの野菜のスープなどが次々と並んでいく。

「どうぞ、召めし上がって下さい。ただ、ジャガイモが主食ですから、パンはないですけど」

「おっ、相変わらずレスカの嬢じようちゃんの料理は旨うまそうだな」

　そう言って、料理に手を伸ばそうとするバルドルだが、レスカが席に着くまでに手を付けない俺たちの雰ふん囲い気きを感じ取り、その手を途と中ちゆうで止める。

「すみません、お待たせしてしまって」

「いや、構わない。それじゃあ──いただきます」

「「「いただきます」」」

　食事の挨あい拶さつと共に、食べ始める俺たちを見て、バルドルも遅おくれて食事の挨拶をして食べ始める。

「ああ、どれも美お味いしいな」

「おいしいですね。次は、どんな料理にしましょうか」

「レスカ姉ちゃん、あたし、ジャガイモのポタージュがいいと思う」

「私は、最近お肉が多いから魚と合わせた料理とかないかしら？」

　俺は、素す直なおに食事の感想を言って、次々と料理を口に運ぶ。

　レスカも今日のジャガイモ料理に満足なのか笑えみを浮うかべつつ、今日並べていない料理について考え、ジニーとヒビキがリクエストする。

「ジニーちゃんのジャガイモのポタージュは作れますね。ヒビキさんのお魚とジャガイモですと、魚とジャガイモのクリーム煮にや魚に衣ころもを付けて揚げたものの付け合わせとかでしょうか」

　そんな穏おだやかな食事風景だが、俺とレスカは意外とたくさん食べる。

　俺は【頑がん健けん】の加護の養分貯蔵により栄養を蓄たくわえることができ、レスカはただ単純に食べることが好きだ。

　更さらに今日の食事では、先任騎き士しのバルドルもおり、いつもより多く感じた料理も綺き麗れいになくなった。

　途中から食事に満足したジニーとヒビキは、お茶を飲みながら、食べ終わった皿などを片付けるなどしてくれた。

「ふぅ、食った食った。それじゃあ、ジニーを家まで送り届けて帰るな」

「はい。あと、ジニーちゃん。これジャガイモのお裾すそ分わけです」

「ん、レスカ姉ちゃん、ありがとう。また来るね」

　俺たちは、家に帰るジニーとそれを送り届けるバルドルを見送る。

　そして、二人が去った後、俺たちと一いつ緒しよにジニーたちを見送っていたヒビキは──

「あっ!?」

「どうした、そんな声出して！」

「エルフってスレンダー系が多いのかしら！　それとも巨きよ乳にゆう系が！　それを聞き忘れた！」

　どうでもいいことを騒さわぎ出したヒビキに対して、俺とレスカは、とりあえず流すという能力が少しずつ高くなってきたのを感じた。
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　エルフとの交易団に参加することになった俺たちは、翌日からその準備に取り掛かる。

　普ふ段だんの牧場仕事の後、交易団の参加経験者のリア婆ばあさんに、必要なものや日程を聞き出し、俺たちも調整を進める。

「とは言っても持ち物は、滞たい在ざい中の食料や燃料、衣類、雑貨。それと交易品か」

　交易の日程は、10日ほどのために滞在期間中の食料とそれを調理する燃料、着き替がえなどの衣類や宿しゆく泊はくに必要なものを用意する。

　そして、俺たちの場合には──

「リスティーブルの餌えさと水を詰つめ終わったぞ」

「分かったわ。それも無限鞄かばんに仕し舞まうわ」

「コータスさん、ヒビキさん、お疲つかれ様です」

　俺とヒビキは、交易団への参加の準備として、ピュアスライムの浄じよう水すい装置を使って大量の水を確保し、それを樽たるに詰めて、ヒビキの持つ無限鞄に収めていく。

　ヒビキの持つ無限鞄には、物体の収納機能と時間停止の機能があるので、食料や水の劣れつ化かや腐ふ敗はいの心配がない。

　そのために、同行する魔ま物ものたちの飼料や水、自分たちの使う生活用水などを余分に持ち運ぶことができる。

　だが、一応は偽ぎ装そうのために多少は荷車に、飼料や水も載のせておく。

「ふぅ、終わったか。まぁ、魔物たちも連れて行くんだから、これくらいは必要か」

「エルフの里の水場を占せん領りようする訳にもいきませんし」

　レスカは、困ったような笑みを浮かべる。

　この交易団の参加は、暗竜の雛ひなのチェルナの安全を確保するためだ。

　そのために、チェルナの参加の他ほかに、レスカの護衛としてオルトロスのペロ、そしてチェルナの姉兼けんミルク補ほ充じゆう要員としてリスティーブルのルインも連れて行くことになった。

「一応聞くが、魔物を連れて行っても大丈夫なのか？」

「大丈夫らしいですよ。エルフの里でも魔物の飼育が行われているらしいです」

「そうなのか」

「それに森の中にあり、広い土地の確保が難しいエルフの里では、牛乳よりも大豆から作る豆乳が主流らしいので、搾しぼり立てミルクも立派な交易品になりますよ」

　地産地消の移動型ミルク販はん売ばいにレスカは、ルインの同行に問題ないと伝えてくる。

　ただ、レスカの牧場に残していく魔物もいる。

「レスカ。コマタンゴの収しゆう穫かくとピュアスライムの浄化水は、どうする？」

「コマタンゴの収穫と納品ができないだけで、数は自然と調整してくれます。ピュアスライムも浄じよう水すい槽そうにお水を満まん杯ぱいまで入れておけば、優に数ヶ月は生きてお水の鮮せん度どを保ちます」

　自じ慢まんげに説明するレスカ。

　コマタンゴの納品やピュアスライムの浄化水の配達も、交易団の参加の事情を説明してあるために、牧場町の取引先からの理解が得られた。

　また、出立前日に多めに配達することで不在中の配達を補っている。

　エルフの里の交易団に初参加の俺たちは、レスカや牧場町の経験者たちから話を聞きながら、準備を進め、出発の日を迎むかえた。




　エルフの里との交易当日、交易団の荷車が牧場町の外の平原にずらりと並んでいる。

　どの荷車の積み荷にも各参加者の牧場や畑、工こう房ぼうで作られたものが載せられている。

　俺たちの荷車もヒビキの無限鞄の使用を悟さとられない程度に野菜や道具を載せ、ルインに荷車を牽ひかせ、俺が手た綱づなを握にぎっている。

　乾かん燥そうさせた葉っぱを吊つるし、液体入りのガラス瓶びんを載せた荷車も交易団に混じっており、その荷車からジニーが出てきて、こちらに駆かけ寄ってくる。

「コータス兄ちゃん、レスカ姉ちゃん、おはよう」

「ああ、おはよう。こっちに来て大丈夫なのか？　リア婆さんと一緒じゃなくて」

「平気。お祖母ちゃんは、珍めずらしい薬草の目め利ききのために、代官様に同行するから基本あたし一人になる」

　だから、俺たちと一緒にいることを許された、と。

　納なつ得とくする間に、荷台から顔を出したレスカとヒビキがジニーを招き入れる。

「ジニーちゃん、軽く摘つまめるクッキーを焼いたので一緒に食べませんか？」

「レスカ姉ちゃん、ありがとう。クッキー食べる」

「ほーら、お姉さんの隣となりに座って。何だったら、膝ひざの上に座ってもいいのよ！」

「うるさい、変質者！　近寄ってくるな！」

　レスカからクッキーを受け取ったジニーは、ヒビキの向かい側に座り、先に荷車に乗っているペロにもクッキーを分ける。

　まだチェルナは、ミルクや柔やわらかい離り乳にゆう食しよくのような食事から抜ぬけ出せていないので、ヒビキの無限鞄からミルク粥がゆを取り出して、食べさせる。

　そして、そんな俺たちの荷車に近づく一人の男がいた。

「ぐぬぬぬっ！　左さ遷せん野や郎ろうがレスカと一緒に交易団に……」

「オリバーか」

　町一番の魔物牧場の息子むすこのオリバーは、自身の牧場の畜ちく産さん物を荷車に載せるのを手伝っている。

　だが、エルフの交易団に加わるのは、彼の父親であり、オリバーは留守番である。

「悔くやしくなんかねぇぞ！　親おや父じには、お前にはまだ早いって言われても平気だ！　この俺様が不在中の牧場町を守ってやらぁ！」

「ああ、バルドルはいるが、頼たよりにして居るぞ。自警団」

　応おう援えんする俺にオリバーは、照れたような顔をするがすぐに複雑そうな表情になり、ふんと鼻を鳴らす。

「お前がエルフの交易に行っている間、俺様は一回りも二回りもでっかい男になってやる！」

　オリバーは、そう言い残して、自身の牧場の荷車の積み降ろしの手伝いに戻もどるのだった。

「いい加減、レスカ姉ちゃんを諦あきらめればいいのに。明らかに脈なし」

「ジニー……」

　子どもながらの辛しん辣らつな発言に、少し苦い表情をする。

　オリバーは、悪い奴やつではないんだがなぁ……と内心呟つぶやく。

　そして──

「時間になった。エルフたちが里との道を繫つなげてくれる！　遅れないように行くんだぞ！」

　先頭の荷車の方から大きな声が上がり、トレント牧場から呼ばれた二体のトレントが互たがいの体を傾かたむけ、アーチを作る。

　そして、そのアーチの内側に輝かがやく白い靄もやが立ち始める。

　この現象に慣れているのか、荷車の先頭がゆっくりと歩き出し、トレントの作るアーチを潜くぐり、エルフの里に順次移動していく。

「ふぅん。あれが精せい霊れい魔法ねぇ」

　荷車の御ぎよ者しや席から身を乗り出し、ルインの手綱を握る俺の隣に顔を出して、エルフの精霊魔法を見つめるヒビキ。

「なにか分かるのか？」

「精霊魔法で繫げるって聞いてたけど、木精霊がそれぞれの司つかさどる場所を繫げているのね。チェンジリングの方法の応用ね」

　チェンジリングとは、精霊や妖よう精せいが子どもの部屋に密ひそかに入り込み、子どもを取り替かえるという民話だ。

　地域によっては、気づかれずに入ってきた精霊が【加護】を与あたえる、などの派生系が存在するが、広くは精霊の移動手段であり、今回はその応用らしい。

　そうした木精霊がトレントの体を触しよく媒ばいに繫げたチェンジリングの門を次々と潜り、エルフの里への道を通る。

　俺たちもルインの牽く荷車に乗ったままその門を潜る。

　白い靄の中を前の荷車の影かげを追って進む中、ふと、視界が開けた。

　背後を振ふり返ると同じようにエルフの里側のトレントたちがアーチを作り、出口を作り出しているようだ。

　エルフの里と牧場町のトレントがそれぞれ門を作り、そこに木精霊と協力して限定的に空間を繫げているようだ。

「わぁ……ここがエルフの里、綺き麗れいですね」

「っ!?　すごい、綺麗」

「うわぁ！　世界遺産なんて目じゃないわよ。樹じゆ齢れい何百年の木々よ」

　そして、荷車から顔を出してエルフの里を見上げるレスカたち。

　俺も、エルフの里の奥にある、一ひと際きわ高く、立派に聳そびえ立つ大木に目を見張る。

　頭上に広がる枝葉から、植物の呼気により上空に細かな霧きりが出ているように見える。

　その大木の呼気による霧が日差しを和やわらげ、清せい涼りような空気がエルフの里全体を包み込んでいる。

　大木に見とれていた俺たちだが、前の荷車について進んでいくと、大木に比べれば小さいがそれでも太い木々が立っている。

　エルフたちは、そうした木々をくり抜き、洞うろのようにした住居に住んでいるようだ。

「出で迎むかえのエルフたちだ」

　そんな俺たちの前で杖つえを掲かかげ、精霊魔法で道を作っていた集団に目を向ける。

　長く尖とがった耳に、男女問わず美しい顔立ちをした異種族──エルフだ。

「アラド王国の交易団の皆みなさん。ようこそ、スヴァル氏族の里へ」

「お招きいただき、ありがとうございます。今回もまたよろしくお願いします」

　氏族の名を告げるエルフの里の交こう渉しよう役が、こちらの交易団の代表である代官と握あく手しゆを交かわす。

　エルフの里の交渉役は、人間で言えば四十くらいに見える。

　それでも端たん正せいな顔立ちと、年を取り落ち着いた立ち振ふる舞まいから滲にじみ出る美しさが目立つ。

　対する交易団の代官は、パリトット子し爵しやくという少しお腹なかの出た中年貴族の男性だ。

　こちらは、ぽっちゃりとした人の良さそうな顔立ちの人で、貴族なのに非常に気さくな人ひと柄がらをしている。

　辺境の田舎いなか町のために書類仕事が少なく、午前で仕事が終わる。

　午後からは、代官の館やかたの裏手にある空き地で小さな畑を自分で作るほど、牧場町に馴な染じんでいる。

「いやはや、前回の交易が昨日のことの様に感じられますよ。次の交易はまだか、と若者たちに急せかされましてな。うちの娘むすめも少ない趣し向こう品ひんを楽しみにしております」

「こちらも持ち帰った交易品を見た貴族たちがもっとないのか、と要望が上がって来ましたよ。特にエルフ絹は、貴族の令れい嬢じようや夫人たちからの熱い要望が上がっておりましてね。なので、今回は少し多く持ち帰りたいところです」

「工芸品の多くは、冬の手て慰なぐさみで作られるものが多いですけど、エルフ絹は、春先から秋にかけて作るものなので、少ないんですよね」

「まぁ、その辺りの交渉は、おいおいに」

　エルフとの交易は、交易団の代表であるパリトット子爵が、牧場町で買い上げた特産品や外部から購こう入にゆうして集めた商品を持ち込み、彼らと交渉してエルフの里の特産品と交こう換かんして持ち帰るのが本命だ。

　また、俺たちが行う交易とは、個人単位の細々としたもので、エルフの里との文化交流の側面もある。

「それでは、今日は、歓かん迎げいの宴えんの準備をしております！」

「いいですな！　こちらも牧場町で作られた良い酒をお持ちしましたよ！」

　交易団の代表である代官とエルフの交渉役のやり取りの後、交易団の荷車が空き地と交易団たちの宿しゆく泊はくする建物の方に案内された。

　そして、俺たちも案内された場所に荷車を停とめて、降りる。

『キュィ～』

　初めての荷車での移動やエルフの里の景色に、荷車の中にいたチェルナが興奮のまま俺の後頭部に飛び付いてくる。

　まだ自由自在に空を飛ぶことはできないが、跳ちよう躍やくと滑かつ空くうで数メートルの距きよ離りなら移動できるチェルナは、そのまま俺の後頭部にしがみつき、共にエルフの里に降り立つ。

　続いて、レスカ、ジニー、ヒビキの順番で荷車から降り立つ。

　そんな俺たちを交易団を見るために集まっていたエルフたちが凝ぎよう視しとも言えるほど見つめてくる。

『キュイ？』

　その視線に、なに？　と言いたそうに俺の頭の上で小首を傾かしげるチェルナ。

　その動きを見たエルフの里の交渉役が、ざっと膝を付いて頭を下げ祈いのりを捧ささげる体勢をとる。

　それに合わせて、他ほかのエルフたちも同じような動作を取り、身動きを止める。

「なんなんだ？　これは……」

「さぁ？　こんな歓迎の仕方は無いはずですけど……」

　そう言って、困こん惑わくする俺とレスカたち。

　そして、他の交易団に参加した牧場町の面々たちも同様に今まで見たことのないエルフたちの行動に驚おどろき、思考を停止して動きを止める。

　騒そう動どうの中心である俺たちは、救いを求めるように代官のパリトット子爵やリア婆ばあさんたちに視線を向けるが、困惑した表情で返されてしまう。

　とりあえず、声を掛かけなければ始まらないと思い、俺がエルフの交渉役に話しかける。

「すまない。状じよう況きようが理解できない。その、頭を上げてくれないか？」

　何な故ぜ、頭を下げるのか困惑する俺たちの前に、一人の杖を突ついた老人エルフがやってくる。

「これ、お主ら。いきなり祈っては、お客人方に失礼であろう」

　祈るエルフたちを穏おだやかだが、ハッキリとした口調で𠮟しかりつける老人エルフ。

　その声にチェルナが、ピャッ……と甲かん高だかく鳴き、尻尾しつぽを俺の首に絡からみつけるようにして驚く。

　怒ど鳴なるような大声ではなく、妙みように響ひびく迫はく力りよくのある声に、俺も自分が𠮟られたわけではないのに、背筋が伸のびる感覚を覚える。

　そして、渋しぶ々しぶと立ち上がるエルフたちが、老人エルフに道を譲ゆずる。

　近づいてくる老人エルフは、髪かみの毛は白く染まり、腰こしは曲がり、髭ひげや眉まゆ毛げも伸びた好こう々こう爺やのように見える。

「突とつ然ぜんのことで申し訳ありません。真しん竜りゆう様とその守護者様方が訪おとずれるのをお待ちしておりました」

　老人エルフが手を差し出し、俺も握手を返すと、両手で力強く握にぎり返される。

　また、チェルナも俺を真ま似ねして老人エルフに小さな手を差し出すと、俺以上に丁てい寧ねいに頭を下げて、頭の上にいるチェルナの小さい手と握手している。

　その扱あつかいは、完全に交易団の代表であるパリトット子爵以上である。

　そして、そのことを理解しているのか、パリトット子爵が、苦笑いを浮うかべているのが見えた。

「相そう互ご理解が必要でしょう。詳くわしい話は、わしの自宅でお話ししますので、皆様は一いつ緒しよについて来てくだされ」

　そう言って、俺たちは、老人エルフに連れられて、一際立派なエルフの住居に案内されたのだった。




　　　●




　俺とレスカ、ジニー、ヒビキが老人エルフの自宅に案内された。

　チェルナは、俺の頭にしがみついたままエルフの里を興味深げに見回し、ペロはレスカの隣となりを堂々と歩いている。

　ただ、ジニーだけが場ば違ちがい感を覚えているのか、珍めずらしくヒビキの服の裾すそを摑つかみ、その様子にヒビキは顔が崩くずれそうなほどデレている。

「何分、狭せまい集落です。外部から客人を招く機会もなく、このような場所にお通ししますが、どうかご理解下さい」

　そう言って老人エルフは、大木をくり抜ぬいた家に上がり、客間に通してくれる。

「さて、自己紹しよう介かいがまだでしたな。わしは、このスヴァル氏族の長老のルンヘンじゃ」

「エルフの長老直々に……」

　俺の呟つぶやきにレスカも驚いた様子だが、ジニーとヒビキはその凄すごさに思い至っていない様子だ。

　エルフの長老とは、人間以上の長い時を生き、多くの童話などでは賢けん者じやとして登場する。

【賢者】の加護を得たヒビキと比べても、年季の違いというものを肌はだで感じる。

「そんな凄いもんじゃないわい。わしは息子むすこに里長の立場を譲った隠いん居きよジジイじゃよ」

　そう言って、白い髭を撫なでるエルフの長老のルンヘン翁おうの余よ裕ゆうに俺たちは、頷うなずく。

「では、俺から自己紹介を。アラド王国の騎き士しで、暗竜の雛ひなのチェルナの保護者をやっているコータスです」

「真竜様の保護者のコータス殿どのに真竜様の名前はチェルナ様か、よき名前じゃな」

　ルンヘン翁は、うんうんと頷く。

「私は、レスカと言います」

「前の交易団に参加しておった魔ま物もの研究家の姪めいっ子じゃったかな。話は聞いておるよ」

　レスカの自己紹介にも穏やかな微笑ほほえみを浮かべるルンヘン翁。

「えっと……あたしは、オーフェリアお祖ば母あちゃんの孫のジニーです」

「リア殿の孫まご娘むすめじゃな。度たび々たび、交易では世話になっておる」

「私は、ヒビキ・ウノハナです。よろしくお願いします」

「うむ。新顔のようじゃのう。よろしくのう」

　そう言って、全員の自己紹介を終える。

「それで、チェルナの事を真竜様と……それに先さき程ほどのエルフたちの反応は？」

「それについては、エルフの歴史を話さねばならぬの」

「はい、お願いします」

　俺が頭を下げると、ルンヘン翁は顎あご髭ひげを撫でつつ、エルフに伝わる伝承を話してくれる。




　エルフの始まりは、神と木の大精せい霊れいが交わり、彼らの眷けん属ぞくとしてエルフの祖が生み出された。

　木の大精霊の眷属のエルフたちは、世界に調和をもたらす巨きよ大だいな樹き──世界樹を中心に里を作った。

　ある時、エルフの里が大規模な災害に見み舞まわれ、多くのエルフが死に、またエルフの里を守る世界樹も失われてしまった。

　害意ある存在を退け、調和を生み出す世界樹が失われたエルフたちは、魔物が犇ひしめく森の中で生き抜くことを迫せまられた。

　多くの同どう胞ほうが魔物と戦い、傷つき、少しずつ疲ひ弊へいする中、一体の真竜族の地竜様が現れた。

　真竜族の地竜様は、寿じゆ命みようが尽つきるのを間近にして意味のある死に場所を求めていた。

　そんな地竜様は、エルフたちの境きよう遇ぐうに同情し、世界樹を失い傷ついたエルフたちに癒いやしの力がある竜血を分け与あたえた。

　エルフの傷を癒やした後、その鋭するどい爪つめで押し寄せる魔物を蹴け散ちらした。

　そして、木の大精霊に掛け合い、その体に世界樹の種を埋うめ込み、新たな世界樹の苗なえ床どことなり、エルフの里を再建した。

　その後もエルフたちは、世界各地の森に広がり、新たな里に世界樹の種を植えると共に、恩人である地竜様の話を今に伝えている。

　地竜様の偉い業ぎようを忘れぬために、世界樹を絶やさぬために──




「これは、全すべて事実であり、今では大氏族と呼ばれるリオン氏族の世界樹の根元には、石化した地竜様が眠ねむっておられる。故ゆえに、我らエルフたちは皆みな、地竜様を含ふくむ真竜族を崇あがめ、今でも感謝しておる」

　そう言ってルンヘン翁は、長い昔話を語り終える。

　同じ真竜族の昔話を聞かされたチェルナだが、まだ幼く完全に理解していないのか、小首を傾げる。

　そんなチェルナの様子にルンヘン翁は、微笑みを浮かべている。

「我らにとって真竜様たちは、神にも等しき方々という事だけ覚えてもらえればいいのです」

　だから、同じ真竜族を信しん仰こうするアラド王国と交易ができている、とルンヘン翁は、笑う。

「なるほど、エルフの里の事情はわかりました」

「アラド王国での面めん倒どう事から一時的な避ひ難なんという事情は、わしらも把は握あくしております。どうぞ、真竜様が穏やかに過ごせるように、こちらもお手伝いしたいと考えております」

「それは、感謝します。滞たい在ざい中、俺たちがするべきことは……」

「なに、里の者たちには、あまり騒さわぎ立てぬように言っております。普ふ通つうの交易団の皆様方と同じように過ごされるがよろしいかと、ただ──」

　ルンヘン翁の言葉を遮さえぎるように、家の扉とびらが力強く開かれ、足音が少しずつ近づいてくる。

「お祖じ父いちゃん！　真竜様が来たってホント!?」

「これ、リエル。真竜様とお客人の前じゃぞ」

　突然、入ってきたエルフの少女を𠮟りつけるルンヘン翁。

　エルフの少女は、鮮あざやかな金色の長ちよう髪はつを頭部の片方のみに纏まとめて結び、背中に弓を背負い、潑はつ剌らつとした緑の瞳ひとみでこちらを見つめる。

「はぁはぁ、リエル。ま、待って……」

　そして、遅おくれて息を切らして入ってきた女性は、髪や瞳の色しき彩さいがリエルと呼ばれる少女と同じだ。

　長い髪を下げ、すらりと背が高く、分ぶん離り式の長くゆったりとした袖そでを持つ衣服と腰布のスカートを身につけている。

　お腹なか回りを晒さらす独特な服装で、体格に見合った大きな胸を持つエルフの女性は、服装だけなら扇せん情じよう的な格好に見られるが、その女性の神秘的な雰ふん囲い気きに息を吞のむ。

　なお、体力がないのか肩かたで息をするのを繰くり返す度に、大きな胸が上下している。

　不ぶ躾しつけにならないように顔を逸そらすが、何故かジニーにテーブルの下で蹴けられる。

「美少女エルフ！　それも巨きよ乳にゆうとスレンダー、どっちもいる!?　これは美お味いしい展開！」

　近くでは、小声で訳の分からないことを呟くヒビキだが、相手側には聞こえていないようだ。

「すまないのう。コータス殿。この子たちは、わしの孫娘たちじゃ。自己紹介をしなさい」

「はい、お祖父さま。私は、世界樹の巫み女こを遣やっていますシルヴィと申します」

「私は、妹のリエル。一応、見習い狩人かりゆうどやってます。あと、精霊魔法をちょこっと……」

　エルフの美人姉妹しまいからの挨あい拶さつを貰もらい、こちらもルンヘン翁の時と同じように挨拶を交かわす。

「あまりお客人に長話に付き合わせるのも悪いことじゃ、交易団の歓かん迎げいの宴えんもある。コータス殿たちもそちらに参加なされよ。それと泊とまる場所だが、真竜様たちを特別扱いしたいのじゃが、望んでおらんじゃろ？」

「はい、そうです」

「私たちだけ特別ってちょっと……」
















　そう言って、俺とレスカは顔を見合わせて、困ったような表情を作る。

「ならば、交易団の者たちと同じ扱あつかいをしよう。じゃが、孫娘のシルヴィとリエルを明日より案内に付けることだけは許して欲しい」

　ゆったりと深く頭を下げる姉のシルヴィとそんな姉の様子を見つつ頭を下げるが、こちらを上うわ目め遣づかいで見てくるリエル。

「こちらも交易団に混じった形で訪おとずれたのですから拒きよ否ひする理由もありません」

　ルンヘン翁からの申し出に対して、こちらの率直な意見を伝える。

　きっと、チェルナへの接せつ触しよくを求めるエルフたちが多いと予想されるのだろう。

　そんな中で、チェルナを守るためにこの里の長老の孫娘が近くにいれば、トラブルも未然に防げるという配はい慮りよだろう。

　俺たちは、そんなルンヘン翁との会話を終え、交易団の面々と合流し、エルフたちとの歓迎の宴で夕食を取り、貸し出された家に宿しゆく泊はくした。

　俺は、一人部屋で眠りに就つき、レスカとヒビキは、ペロとチェルナを連れて特別に近くの三人部屋を借りて眠った。

　ジニーは、リア婆ばあさんと共に二人部屋を借りて眠る一方、牧場町の男やエルフの男たちは、夜よる遅おそくまで吞のめや食えやの騒ぎを続けていたそうだ。
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　コータスたちがエルフの里で眠りについた夜、辺境の牧場町では、いくつもの黒い影かげが動いていた。

　人々が寝ね静しずまった頃ころに、音を立てぬように忍しのび足で陰かげから陰へと移動を始める。

「ここが、竜りゆう騎き士しのいる牧場か……」

　家主であるレスカ不在の牧場の近くまで辿たどり着いた男が、小さく呟つぶやく。

　声を発し、黒一色の旅装に近い服を着た男は、アラド王国の『とある人物』の下に就く、密みつ偵ていの分隊長である。

　四人組で任務に当たる密偵の分隊長は、『とある人物』から命令を受けて動いていた。

「全く、守護竜であるアラド様と契けい約やくを結んだ者と接触とは、それに期限も決められている」

「仕方がない。王族は公おおやけに干かん渉しようはしないと宣言している。それに、不用意な接触や介かい入にゆうへの厳げん罰ばつ化を制定しようとしている。動けるのは、制定までの短い期間だ」

「けど、静かだな。本当にこの牧場なのか？　なんだか不気味だ」

　分隊長と三人の部下の密偵が、物陰からレスカの牧場を窺うかがっている。

　今、レスカの牧場には、人は不在だ。

　第二王女から伝達された情報を元に、コータスたちが交易団の一員としてエルフの里に移動したのが昼間。

『とある人物』からの命令で密偵たちがここに到とう着ちやくしたのが夕方頃である。

　そうした情報の錯さく綜そうによって密偵たちは、空から振ぶりしているのだ。

「私は、この任務を止やめるべきだと思います。下手に手を出しちゃいけないです」

　そう密偵の一人の女性が言う。

　彼女は、真しん竜りゆう信しん仰こう者ではないが、彼女には【警告】という加護がある。

　直感的によくないことが起こりそう、というのを感じる一種の危機察知能力の【加護】だ。そのために彼女は、密偵として育てられたが──

「だが、これも命令だ。引くことはできん。今が不在でも、牧場の母おも屋やの内部構造を把握し、真竜の関連物の保管位置を確かく認にん。後日、その関連物を回収し、コータス・リバティンと接触を図はかる」

　この時点でコータスたちは長期不在しているために、彼らの任務であるコータスとの接触は不可能である。

　残った真竜の関連物の回収に関しては、レスカの牧場には、暗竜の雛ひなが孵ふ化かした時に残った竜卵の殻からやコータスが折った火竜アラドの角があるという情報を持っている。

　そして、彼らは知らないが、それらの素材は、全てヒビキの無限鞄かばんに乱雑に投げ込まれており、牧場には残されていない。

　そのために、絶対に達成不可能な仕事を任されていても彼らは、調べなければならない。

　その先に、不幸が待っていようとも──

「それでは、行くぞ──」

　密偵たちは、駆かけ出し、牧場の柵さくを乗り越こえ、レスカの牧場の敷しき地ちに足を踏ふみ入る。

　だが、牧場の柵の内側に降り立った彼らは、足元の地面が大きく沈しずみ、足を取られる。

「くっ、落とし穴か！　こちらの行動を気取られたか！」

「落ち着け、鳴なる子こなどの罠わなはない。まだ、こちらに気づいていないはずだ！」

【賢けん者じや】のヒビキが防犯のためにいくつもの魔ま法ほうをレスカの牧場に施ほどこしているが、使われているのは、母屋の建物だけである。

　そして、そもそもの話、この牧場には落とし穴は存在しない。

　では、それを作る存在はなにか──

『ドコ、ドコ、ドコ、ドコ、ドコ──』

　頭に直接響ひびく念話と共に、密偵たちの足元にボコボコと何かが湧わき出すように姿を現す。

「な、なんだ、コレは！」

「ひ、ひぃ！」

「くそ、来るな、バケモノ！」

　半はん狂きよう乱らんになる密偵たちは次々に押し寄せるナニカに怯おびえ、体を包まれ、ズブズブと地面に飲み込まれていく。

　多少は柔やわらかく足音を殺してくれるはずの牧草地は今は、底なし沼ぬまのように柔らかく沈んでいく。

　最さい後こう尾びにいた密偵の一人だけは、なんとか、牧場の柵を越えて逃にげ出したが、そのナニカに足を取られ、倒たおれる。

「ひっ、な、なに……」

『──ミンナ、ドコ？』

　そして、密偵の顔に近づくナニカから放たれる甘い香かおりに最後の一人が意識を手放したのだった。










　　　二章　左さ遷せん騎き士しと精せい霊れい魔ま法ほう







「……朝か」

　エルフの里に交易団の一員として訪れ、宿しゆく泊はく施し設せつの一人部屋で目を覚ます。

　体を伸のばし、着き替がえて、建物の外に出れば、エルフの里に入る時に見えた巨きよ大だいな樹き──世界樹が目に入る。

　世界樹の青葉の呼気で朝あさ露つゆが頭上の葉っぱに溜たまり、光を乱反射している。

「涼すずしくて過ごしやすいな。少し散歩でもするか」

　牧場町での生活や騎士団生活で早い時間帯に起きることに慣れている俺は、そのままエルフの里を歩き始める。

　途と中ちゆうで見る畑は、小さいながらも手入れが行き届いており、家か畜ちくには、ホーンラビットと呼ばれる魔物が飼育されているのが見られる。

　エルフの里を散策していると、自然と交易団の荷車を牽ひいていた馬たちがいる馬小屋に足を向けていた。

　特別広めな馬小屋に入れられたリスティーブルのルインの様子を見に行く。

「慣れない場所でストレス溜まってないだろうな」

　意外と繊せん細さいなリスティーブルという魔物を心配しつつ、確認しに行く。

『キュゥゥッ～！』

「おっ、チェルナか。おはよう」

　ルインのいる馬小屋に辿り着くと、暗竜の雛のチェルナが真っ直すぐに飛び込んでくるので俺が正面から受け止める。

　そして、肩かたによじ登ってくるチェルナを見ていると、のんびりと過ごしているルインの陰かげからレスカとオルトロスのペロ、それにルンヘン翁おうの孫まご娘むすめのシルヴィが姿を現す。

「チェルナ？　どうしました？　あっ、コータスさん、おはようございます」

「レスカ、おはよう。どうして、シルヴィと一いつ緒しよにいるんだ？」

　俺は、チェルナを追って近づいてきたペロの二つの頭を両手で撫なでながら聞く。

　その間、ペロは、満足そうに目を細め、少ししてレスカの隣となりに戻もどっていく。

「朝、ルインの乳ちち搾しぼりに向かう時、シルヴィさんとお会いしたんです。乳搾りに興味があるそうなので見学してもらっていたんです」

「すみません。真竜様のところにお邪じや魔ましてしまい」

　ぺこりと頭を下げるシルヴィに、俺もレスカも気にしていないことを伝える。

「それと、レスカさんにさっきお話したんですけど、少しミルクを分けて貰もらえませんか？　代わりに朝食は、我が家がご用意します」

　昨日のお二方も誘さそって、と付け加えるシルヴィ。

「それはありがたい申し出だが、いいのか？」

「はい。昨日は、私とリエルが妨さまたげてしまったお祖じ父いさまの話の続きがありますので」

　俺は、何らかの重要な話があるのだろうとレスカと目を合わせて頷うなずき合う。

「ジニーさんとヒビキさんのお二方は、リエルが呼びに行きます。先に、我が家にお越し下さい」

　俺とレスカは、シルヴィの案内で里長の家に向かう。

　その際、俺は、いつものようにレスカから搾り立てミルクの入ったバケツを受け取り運ぶ。

　手の空いたレスカは、隣を歩くシルヴィからエルフの里のことについて質問している。

「エルフの里にいる畜産魔物を見ましたけど、やっぱりミルクは貴重なんですか？」

「ミルクは貴重ですね。あまり広い土地を有効に利用できないので、家畜はどうしても小型の魔物になりますね。あとは、ホーンラビットが好まれる理由は、角を加工して鏃やじりを作ることができる点ですね」

　畜産魔物としてホーンラビットが選ばれた理由は、限られた土地で育てるのに適した食肉であると同時に、道具の素材という側面もあるらしい。

　また、森の中に入り狩しゆ猟りようすれば、他ほかの食肉も手に入るし、鳥の巣を探せば、卵も手に入る。

　エルフの里の森は、世界樹が調和を保っているので、木の実や山菜、キノコなど食べ物が豊かであるらしい。

　エルフの里ではミルクの代わりに、豆乳やナッツミルクなどが使われる。

　昨晩の歓かん迎げいの宴えんでは、酒飲みたちがナッツをつまんでいたのを思い出し、エルフの食文化を、興味深く感じる。

　そんな俺とレスカは、ふむふむと頷き、感心しながら聞いていると、シルヴィがくすくすと小さく笑い始める。

「えっ、どうしました？」

「いえ、あなたの叔お父じ様がこの里に交易団として参加した時、同じように説明したんですよ。だから、似ているなぁ、と思いまして」

　シルヴィは、楽しそうに上品に笑い、反対にレスカが恥はずかしそうにする。

「その、すみません」

「いえ、こうやってお話するのは楽しいですよ」

　ニコニコ笑うシルヴィと身内の話を聞いて恥ずかしそうに俯うつむくレスカ。

　俺は、空いた手でそんなレスカの頭を撫でる。

「だ、だから、なんでいつも撫でる!?」

「いや、つい……」

　自然と手を伸ばしてしまいレスカに怒おこられたが、そんな俺たちの様子にシルヴィがまた楽しそうに微笑ほほえんでいる。

「お二人は、仲がよろしいんですね」

「まぁ、悪くないんじゃないかな？」

　率直な俺の答えにまたレスカが俯いてしまう。

　そうして少しの間、沈ちん黙もくが流れた後、シルヴィの案内で里長の家に辿たどり着いた。

「それじゃあ、これから朝食を用意しますからお待ち下さい」

「私も手伝いますね」

「レスカさん、助かります」

　俺が運んだミルク入りのバケツを受け取り、レスカはシルヴィと共に台所に向かう。

　そして俺は、食しよく卓たくに案内され、昨日交易団を迎むかえた中年エルフと対面することになる。

「あなたは、真しん竜りゆう様の守護者のコータス殿どのだったか？」

「たしか、交易団の交こう渉しよう役の……」

「私は現在、父から里長の地位を継ついだシャリオンだ。まぁ、座りなさい」

　里長のシャリオン殿は、交易団向けの笑顔ではなく、少し疲つかれたような顔をしている。

「ありがとうございます。それで、どうかされましたか？」

「昨日は、歓迎の宴に夜よる遅おそくまで付き合ってまして……それで少し疲れが出たみたいだ」

　そう言って、眠ねむそうに欠伸あくびをするシャリオン殿。

「おお、おはよう、シャリオン。それに真竜様にコータス殿。ようこそ、我が家に」

　俺が席についた後、ルンヘン翁も姿を現し、その後、バタバタと騒さわがしい足音と共に、妹のリエルが姿を現す。

「おはよう、お姉ちゃん！　──えっ、あたしが呼びに？　分かったわ、迎えに行くわ」

　リエルが台所に行き、姉のシルヴィにジニーとヒビキの迎えを頼たのまれたのか、忙せわしなく外に出て行くのが聞こえた。

「すまんな。リエルの方は、お転てん婆ばに育ってしまった」

「いえ……気にしません。慣れているので」

　そう言って互たがいに気き遣づかった後、特に話題がないために、男だけの無言な空間が続く。

　少ししてリエルが、ジニーと眠たげなヒビキを連れて戻ってきた。

　その頃ころには、レスカとシルヴィが用意した朝食が完成する。

「朝食できましたよ。今日は、シルヴィさんのレシピで、ドングリ粉のパンケーキですよ」

「レスカさんから分けて貰ったミルクを繫つなぎに使いました。どうぞ、召めし上がって下さい」

　小麦粉で作るパンケーキに比べて、色が茶色っぽいが、テーブルに置かれた琥こ珀はく色いろの蜂はち蜜みつが掛かかっている。

　食事の挨あい拶さつと共にパンケーキを食べれば、甘さと焙ばい煎せんされたドングリの香こうばしさが口の中に広がる。

「うん。甘みとほんの少し渋しぶみの組み合わせが美お味いしいな」

「ドングリを使った料理は初めてだったから不安でしたけど、よかったです」

「私もお客さんにそう言って貰えると嬉うれしいですね」

　互いに喜び合うレスカとシルヴィの姿を見て、温かい気持ちになりながら、パンケーキを食べる。

　俺やルンヘン翁、シャリオン殿は、無言でパンケーキを食べ、ホットミルクを飲み、時折チェルナやペロの食事を確かく認にんするが、女性陣じんは、少し賑にぎやかになる。

　レスカとシルヴィ、ジニーとヒビキとリエルの組み合わせで話しながら食べていた。

「ドングリ粉は、初めて使いました。意外と美味しいですね」

「このドングリ粉は、渋みの少ない種類のドングリから作られているんですよ」

「へぇ、そうなんですか。それに蜂蜜があるってことは、エルフの里では養よう蜂ほうもしているんですか？」

「はい。蜂蜜は、薬草の群生地の近くにミッドビーの養蜂箱が作られています。薬草の花から作られる蜂蜜は、貴重な甘かん味みと共に薬の原料にもなるんですよ」

「ミッドビーっていうと、臆おく病びような種類の魔ま物もの蜂はちですね。臆病で扱あつかいやすいけど、巣分けの時に居着きにくいので、拡張性の面から飼育が難しい魔物蜂だと聞いています」

「確かに居着きにくいので蜂蜜の増産は難しいですね。採れた蜂蜜は、蜂蜜酒にしたり、秋の果物を蜂蜜漬づけにして冬場の保存食にしたりするんですよ」

　レスカとシルヴィはエルフの里の畜ちく産さん生物や環かん境きよう関連の話を続けていた。

　もう一方の賑やかなジニーとヒビキ、リエルたちは──

「ねぇねぇ。森の外ってどんな場所なの？　何があるの？」

「うーん。困ったわね。私は、牧場町に来たばかりだから……（と言うか、異世界から来たなんて言えないし……）」

「あたし、お父さんとお母さんに連れられて色んな町に行ったことあるけど、聞く？」

「ほんと！　是ぜ非ひ、お願いするわ！」

　ジニーが牧場町に来る以前の生活や旅した先の町並みなどを話し始めるとリエルが身を乗り出しそうなほど話に食いついている。

　そして、食事が終わり、食器を片付けて、食後の余よ韻いんに浸ひたっていると、家長であるルンヘン翁が一つ咳せき払ばらいをする。

　シルヴィやリエルが背筋を伸のばすのに釣つられて、俺たちも自然と話を聞く体勢を取る。

「さて、昨日の話の続きをしようかのう。そして、一つ、わしはコータス殿たちに謝あやまらねばならない」

「謝ること？　ルンヘン翁は、俺たちに謝ることなんてないと思うが？」

「いや、お主らが気づいていないだけで失礼なことをわしはした。実はワシの【加護】には、【鑑かん定てい】というものがあるのじゃ」

　そう言って、右目を見せるように、生やし放題だった長い眉まゆ毛げを持ち上げて、目を見えるように大きく見開く。

　その目は、青く輝かがやき、注意深く見れば、魔力が集中していることに気がつく。

「目に魔力を込こめると対象の情報を文字で見ることができる。まぁ【鑑定】の魔法と同じじゃよ。使う時は、相手の了りよう承しようを取るのがマナーだが、勝手にお主らの【加護】と【内包加護】を覗のぞいたことを詫わびよう」

　頭を下げるルンヘン翁おうに俺は慌あわてて止める。

「やめてくれ。こうして長老のルンヘン翁や里長のシャリオン殿がいる場所で話す必要があるから朝食に呼んでくれたんだよな」

　余計に周囲に漏もらすことがないように、ということを確認すると、ルンヘン翁が頷く。

「コータス殿は、真竜様の保護者として認められるだけの力を持つ。じゃからわしらの方でもどの位の能力があるかを把は握あくしたい」

　トラブルが発生し、強過ぎる力をうっかりと使ってしまえば、エルフ側が傷つく。

　そんなことがないように俺たちの能力を調べ、対策を取り、また必要なら同族のエルフが間に入って種族間トラブルに発展しないように気を使っているようだ。

「ワシの【鑑定】の加護では、コータス殿の【加護】は、【頑がん健けん】という名前しか読み取れんかった。弾はじかれたと言うことは、一定以上の強さが保証されておる」

　ルンヘン翁が使った【鑑定】の魔法や加護は、大きな町や教会などにその使い手が居たりするが、調べられる内容は、本人の技量に左右される。

　頑がん丈じようなだけの俺がどれほどの強さなのか、あまりピンと来ず、ルンヘン翁の技量がどれほどか分からないが、それでも彼のお眼鏡には適かなったようだ。

　ルンヘン翁は、そのまま、ジニーとヒビキの方に視線を向ける。

　そこで俺だけではなく、ジニーたちの加護を見られたのは、不ま味ずかったかもしれない。

「リア殿の孫まご娘むすめの加護は、【火魔法】と【剣けん術じゆつ】。そして【火魔法】の【内包加護】には、【火精せい霊れいの愛いとし子】があった」

「……精霊魔法の使い手が多いエルフたちにとって、何か問題でもあるんですか？」

　レスカがルンヘン翁に尋たずねれば、困ったように唸うなる。

「うーむ。【精霊の愛し子】と呼ばれる者たちは、本当に精霊に愛されとる。それこそ、その精霊は、愛し子を全力で守り、また他の精霊たちにも協力させる。じゃが、ワシの【鑑定】を退けられないとなると、ほとんど火精霊を扱ったことがなかろう」

「……うん」

　ルンヘン翁の問い掛けに、ジニーが頷うなずく。

「【精霊の愛し子】は他の精霊に影えい響きようを与あたえやすい。それこそ、他の精霊魔法使いが一時的に精霊と交信できなくなるほどに」

「それって、精霊魔法の使い手が多いエルフにとっては、天敵ってことね。確かに、トラブルが起こってジニーちゃんが暴発した時、その余波で精霊魔法が使えないと危ないわね」

　ヒビキの指し摘てきにルンヘン翁が頷く。

「そうじゃの。まさか、【精霊の愛し子】が居るとは思わなかったわい。じゃから、お主らには、シルヴィとリエルを案内役につけて、騒そう動どうに巻き込まれんようにしたいと思う」

　特にジニーには、案内役というか、護衛が必要なのはわかった。

「あ、あの、一つお願いしてもいいかな？」

「なんじゃ？　わしができる範はん囲いなら構わぬぞ」

「その、あたしに精霊魔法の使い方を教えて下さい！」

　ジニーは、そう言って頭を下げる。

　ジニーは、制せい御ぎよできずに暴発する火精霊や火魔法について思うことがあるのか、ルンヘン翁に頼み込む。

　そんなジニーの様子にルンヘン翁は、髭ひげを撫なでながら楽しそうに笑っている。

「それならリエルに教わるといい。お転婆で狩かりで森の中を駆かけ回っているあの子じゃが、意外にも精霊魔法は上う手まい方じゃ。リエル、空いた時間で指導してあげなさい」

「わかったわ。せめて、触さわりの部分は教えてあげる」

　そうしてジニーは、リエルから俺とヒビキが教えることのできない精霊魔法について学ぶ機会を得た。

「そして、ヒビキ殿じゃが──【賢けん者じや】で合っておるかの？　流石さすがにコータス殿同様に【内包加護】までは見通せなかった」

「ええ、合っているわ。まぁ、貰もらい物の力だけどね」

「【賢者】に関しては、真竜様ほどではないが、知られたら面めん倒どうは避さけられんじゃろうな」

「一応、対外的には私の加護は、【魔女】ってことで隠かくしているわ」

　ヒビキが自身の【加護】について大っぴらに言うことはないので、ルンヘン翁が安心する。

　大きな問題になりそうなジニーとヒビキの【加護】についての対応は決まった。

　最後にレスカに対してだが──

「レスカ殿は、【育成】の加護じゃな。コータス殿たちのように自身が戦える【加護】ではないが、【魔物親和】【成長促そく進しん】【契けい約やく魔法】の三つの【内包加護】とは優ゆう秀しゆうじゃの」

　レスカの【育成】の加護には、三つの【内包加護】があると告げられた。

　それを聞いて、レスカの魔物に対する深い造ぞう詣けいや知ち識しき欲よくなどは、加護に由来しないのか、と思った。

　だが、ルンヘン翁の【鑑定】は、完かん璧ぺきではない。

　俺の【頑健】の内包加護を見通せないし、ヒビキのもう一つの加護である【極大魔力】を言い当てられなかった。

【鑑定】と言っても、レスカの【加護】を全すべて見通せておらず、他ほかにも【内包加護】があるかもしれない。

「はい。私の加護は、【育成】ですし、魔法も調教のための【契約魔法】を使います」

　自身について告げるレスカだが、その声には、少し張りがなく、顔も少し俯うつむき気味なように感じ、気落ちしているようで心配になる。

「レスカ殿どのに関しては、真しん竜りゆう様が相当懐なついていらっしゃるが、荒あら事ごとに向かない加護じゃ。できれば、孫娘のシルヴィと共にいて欲しいの。今朝の様子から見て、相あい性しようも良いじゃろう」

「……はい。よろしくお願いします」

　チェルナを預けた真竜のアラドに自分で解決する力を求められた俺や発展途と上じようの精霊魔法使いの素質を持つジニー、完成された魔法と知識を持つ賢者のヒビキと比べて、ただ守られる立場だと言われたレスカは、いつも以上に小さく見えた。

　俺は、そんなレスカの頭に手を伸ばす。

「レスカは、レスカだぞ。気にするな」

「……な、なんのことだ！　というか、なんなんだ！」

　いつものレスカの反応にちょっとだけ安心し、頭を撫でる手を離はなす。

「ふぉふぉふぉ、仲が良いのはいいことじゃ」

「むぅ、恥はずかしいところをお見せしました」

　小さく頭を下げるレスカにルンヘン翁たちからの生温かい視線が注がれる。

「構わんよ。レスカ殿に一つ頼たのみがあるのじゃ」

「頼み、ですか？」

「レスカ殿には、確かに戦いに向いた加護はないが、ワシの見立てでは、方向性は違ちがえど中々に強い加護であるように思える。それを期待しての頼みじゃ」

　ルンヘン翁の頼み事を聞いたレスカは、その頼み事に快く頷いた。




　　　●




　ルンヘン翁からのレスカへの頼み事は、エルフの世界樹に関かかわることだった。

「このエルフの里に滞たい在ざいしている間、少しだけ世界樹の手入れを手伝ってくれんかの？」

「世界樹の手入れ、ですか？」

「あの世界樹は、まだ若木なのじゃよ」

「あれで若木なのか」

　驚おどろく俺に、ルンヘン翁が愉ゆ快かいそうに笑う。

「世界樹という樹きは、成木に生長するまでに２０００年近く掛かかる。それをシルヴィたち世界樹の巫み女こたちが健すこやかに育つように手入れをするんじゃ」

「あの、それにどうして私が？」

「昔、短い期間で世界樹を育て上げたエルフには、【育成】の加護があった。それに倣ならっての願がん掛かけのようなものじゃ」

　不確かな内容に訝いぶかしむ俺や困こん惑わくするレスカ。

「そう深刻に考えんでもよい。ただ、世界樹の巫女のシルヴィと共に行動してもらうついでに、世界樹が見学できると気楽に考えれば良い」

　そう言われたレスカは、目を閉じて少しだけ考える。

「分かりました。何ができるか分かりませんが、お引き受けします」

「うむ、感謝する。それと知識欲が旺おう盛せいなようだからシルヴィから色々とエルフの里について聞くといい」

「ありがとうございます」

　そうして、俺たちの朝の話し合いは終わった。

　そのまま俺たちは、シルヴィとリエルのエルフ姉妹しまいと共にエルフの里の中を歩き始めるとリエルが声を掛けてくる。

「ジニーちゃんは、すぐに精霊魔法について学ぶ？」

「えっと……ごめん。先にやることがある」

　早さつ速そくのリエルの気き遣づかいだがジニーは、頭を下げて断る。

「滞在中の前半は、レスカ姉ちゃんたちの手伝いをするから」

「ああ、交易の露ろ店てんね。なら、私たちも手伝うわ。ねぇ、シルヴィお姉ちゃん！」

「ええ、構いませんよ。何を持ち込んだのですか？」

　そう言って、シルヴィとリエルも俺たちの交易を手伝ってくれることになった。

　そして、俺たちの持ち込んだ交易品が気になるシルヴィに荷車に積み込まれた商品を見せる。

「魔物化した動く野菜から採れたジャガイモと干しコマタンゴ、リスティーブルのミルクで作ったチーズなどです」

「うーん。動く野菜のジャガイモは、難しいですね。病気や害虫に強いらしいですけど、動く野菜の栽さい培ばい経験がないので、反応が分かりませんね。それに普ふ通つうのジャガイモも育てています。コマタンゴの方も私たちの森でも採取できるので、どちらも需じゆ要ようは感じませんね」

「私は、動く野菜に魔ま物もの誘ゆう因いんの効果があるから、狩りの時に獲え物ものを誘おびき寄せる餌えさに使えるなら狩人かりゆうどたちは欲ほしがると思う。あと、チーズって中々食べられないから私も欲しい！」

　どうやらジャガイモとコマタンゴは、あまり人気ではないようだが、チーズは有用な交易品になりそうだ。

　とりあえず、俺が荷車から持ち込んだ交易品を降ろして指定された交易場所に運び、レスカが中心になってエルフたちと交易の露店を始める。

　その結果──

「これとジャガイモと干しコマタンゴの交こう換かんをお願い。あと、チーズも一ひと塊かたまり」

「私も一回分の食材とチーズを少し」

「うちも頼む。これから森に狩りに出るんだ」

　開始数十分の間、引っ切りなしにエルフたちが訪おとずれて、物ぶつ々ぶつ交こう換かんを求められ、俺たちは、その対応に追われる。

「はい。ジャガイモ三つでボタン三つと交換ですね」

「その薬草は、ちょっと処理と鮮せん度どが悪い。三つでジャガイモ一つが妥だ当とうだとあたしは思うけど、どうする？　──ん、交換成立」

「ん～。この石は何かな？　ああ、宝石の原石なんだ。うーん。私、価値が分からないけど、まぁいいか。ジャガイモ五つと干しコマタンゴ三つ、チーズもオマケするから狩りが成功したらお裾すそ分けちょうだいね」

　レスカ、ジニー、ヒビキがエルフたちとの物々交換を成立させていく。

　リエルとシルヴィも対応に入る中、俺はチェルナを頭にくっつけて裏方で商品補ほ充じゆうや交易した物品を運んでいる。

　ただ、交易するエルフたちの視線が俺の、主に後頭部に集まっている気がする。

「なんか、俺が見られているような気がする」

　俺が振ふり向くとエルフたちから視線を逸そらされる。

　やはり、俺の目付きが怖こわいのかと内心落らく胆たんするが、シルヴィが交易の手伝いをしながら答えてくれる。

「みんな、真竜様を一目見ようと集まったんですよ。ただ、見るだけだと注意されるので交易を理由に来たようです」

「それに、みんなその日の食事に使う分だけのジャガイモやコマタンゴ、チーズと交換しているから明日も来るつもりなのかもね」

　次々に訪れるエルフたちを見て、リエルが溜ため息いきを吐はき出す。

　とりあえず、ルンヘン翁おうが二人を俺たちに付けてくれなければ、チェルナ目当てで集まったエルフたちと少しトラブルに発展していたかもしれない。

　そのため、俺たちにシルヴィとリエルを付けてくれたことに感謝を覚えると共に、物々交換で集まった品を確かく認にんする。

「このペースだと今日一日で持ってきた交易品を全て放出しそうだな。それに物々交換で集まったものは、どうするんだ？」

　主に、一食分の食材との物々交換のためにエルフたちの小物などが多く集まり、その中で木製のボタンなどが多い。

　それに対して、レスカが説明してくれる。

「エルフの里のボタンは、冬場の内職の一つらしいんです。色んな種類の木材で作るボタンは、牧場町に持ち帰れば、それなりの値段になるんですよ。種類分けしてみないと分かりませんけど、芸術的な木工細工のボタンは、銅貨50枚から銀貨１枚で取引されることもあるんですよ」

　牧場町では、革かわ製や動物の角や牙きばで作ったボタンなどは手に入るが、様々な種類の木製ボタンを一度に手に入れる機会は、そうそう無いとのこと。

「エルフたちは、森の風通しが良くなるように伐ばつ採さいと森林管理を行い、その際に出た木材で木工品を作る職人もいますね」

　シルヴィは、そう言ってレスカの説明に補足を加える。

　ただ、シルヴィは、エルフの里ではごく当たり前な木製ボタンを褒ほめられて気き恥はずかしそうにはにかんでいる。

　そうした木製ボタンを小さな木箱に集めて片付け、次に交易で受け取ったものが多い薬草の束を確認する。

　こちらは、ジニーが目め利ききして種類と保存状態ごとに細かく分けてある。

　薬草に関しては、後でリア婆ばあさんに買い取ってもらうなり、ジニーが調合の練習に使うとのことだ。

　最後に集まったのは、狩人の男たちが交換していった石だ。

「これは、宝石の原石か？」

「そうよ。エルフの里の周辺だと川辺で翡ひ翠すいなんかが多いけど、実際割ってみないと宝ほう飾しよく品ひんとして使えるか分からないからね」

　狩人をしているリエルが詳くわしく説明してくれる。

　よくよく見れば、石の一部に濃こい緑色が混じっているのが見え、翡翠の原石だと判断できる。

「エルフの里の石工が作る翡翠の彫ちよう刻こくなんかは、貴族向けの商品として高く取引されていますね」

　里長の娘むすめとして、エルフの交易で扱あつかう品物やその価値をきちんと把は握あくしているようだ。

　そして、早々に俺たちの持ち込んだ交易品は、無事に全すべて交換となり、そのまま残りの日数は、エルフの里の観光ということになってしまう。

「どうするか……」

　売る物もなく、だが宿しゆく泊はく場所に引き籠こもるには勿もつ体たいない。

「あの、もし良ければ、エルフの交易品の方も見に行きませんか？」

「ああ、そうだな」

　エルフたちが俺たち牧場町から持ち込んだ特産品などに興味を示すように、俺たち人間もエルフの里の特産品に興味がある。

　エルフたちが牧場町の露店を見に行く際、持ち運びしやすいボタンや薬草などの小物による交換が中心となる。

　逆に嵩かさ張ばるものや壊こわれやすいエルフの特産品は、露店の方に並び、こちらから出向いた方が、良い物と巡めぐり合えるらしい。

「だが、俺たちは、何を出せば良いんだ？　もう、交換に適したものはないと思うぞ」

「ふふふっ、そこはみんなのヒビキお姉さん！　私が全てまるっと解決よ！」

　ヒビキは、そう言って手を掲かかげて謎なぞのポーズを取る。

　俺とジニーは、胡う乱ろんげな表情で見つめ、レスカとシルヴィが苦笑い。リエルは、言葉なく驚いていた。

「こんなこともあろうかと、革細工職人からタダで貰もらった端は材ざいで作った飾かざり紐ひもよ！　これは付ふ与よ魔法でちょっとした効果を付けたお守りだから、これで交易品と交換するといいわ」

「いつの間に、こんなものを」

「うーん？　前にコータスにあげた【防火】のお守りを作った後で、換かん金きんしやすい小物を内職で細々とね」

　ヒビキは、頰ほおを搔かいて、気恥ずかしそうに笑って誤ご魔ま化かす。

　俺とレスカ、ジニー。それにシルヴィとリエルにもそれぞれ３本の飾り紐を渡わたしてくる。

「えっ!?　私たちも貰う理由はありませんよ！」

「そ、そうよ！　賢けんじゃ……じゃなかった。【魔女】謹きん製せいのお守りなんて」

「いいのいいの。それは、ホントに簡単な物よ。色別に【身代わり】【防火】【健康】のお守りだから、使わなかったら適当に貰っちゃっていいから」

　ヒビキは、気軽にお小こ遣づかいでも渡すように飾り紐を渡してくる。

　ここで一つ認識を訂てい正せいするなら、ヒビキの作ったお守りの効果は絶大だ。

【身代わり】のお守りは、身に着けている人の一定以下の怪け我がを肩かた代がわりしてくれるものだ。

　そうした怪我を引き受けてくれたお守りは、怪我を蓄ちく積せきして壊れたら、新しい物に交換する。

　だが、【身代わり】のお守りは、作り手が少ないために高価である。

　また、一定以下の怪我というのは、作り手の技量に左右される。

　この際、日常生活の怪我程度のお守りでも銀貨１枚はする。

　だが、賢者のヒビキの作るお守りの場合、即そく死ししなければ傷を引き受けてくれるような代しろ物ものだろう。

　その他、【防火】のお守りは、火竜アラドのブレスを受けても、身に着けていた腰こし回まわりの衣服だけが無事だったり、【健康】も病気と無む縁えんになるような規格外のお守りだろう。

「止めるべきか……そのままにするべきか……」

　俺がそうぼやくが、ジニーが飾り紐を握にぎり締しめてヒビキにお礼を言うのを見た。

「ヒビキ姉ちゃん。……ありがとう」

　照れたような気恥ずかしげな言葉をヒビキは聞き逃のがさなかった。

「い、今、ジニーちゃんがデレた！　私のことお姉ちゃんって呼んでくれた！」

「うるさい。離はなれろ」

　ヒビキがジニーに抱だき付くが、もはや少しずつ慣れてきたのか抵てい抗こうが弱くなってきたジニー。

「まぁ、いいか」

　ジニーとヒビキの様子を見て、そっと溜息を吐き出す。

　それに、シルヴィとリエルの二人も【賢者】謹製のお守りを持って、嬉うれしいやらどうするべきか若じやつ干かん挙動不ふ審しんになっている。

「はっ！　すみませんでした。それでは、案内しますね」

　そして俺たちは、シルヴィの案内でエルフたちの交易品を見て回る。

　レスカは、エルフの里の趣し向こう品ひんのミッドビーの蜂はち蜜みつと交こう換かんし、ジニーは、木工細工の綺き麗れいな小物入れ、ヒビキは、綺麗に磨みがかれた翡翠の珠たまを魔ま法ほうの触しよく媒ばい用に何個か交換していく。

「コータスさんも何か買ったらどうですか？　折角、来たんですから」

　そう言って、レスカに勧すすめられるが、特にこれと言って欲ほしい物はない。

　先さき程ほどから、チェルナと少しでも近づきたく、そして飾り紐のお守りが欲しいエルフたちから声を掛かけられ、辟へき易えきとしている。

　その中、ふとあるものが目に留まる。

「すまない。これは？」

「ああ、それは、櫛くしですね。世界樹の折れた枝で作られたものです。世界樹で作られたものは、里では一部の優ゆう秀しゆうな職人にしか許されませんし、大たい抵ていが代官との交易に使われます。こうした小物がこちらの方に流れることは滅めつ多たにない掘ほり出し物ですね」

　シルヴィの説明に俺は、吸い込まれるように櫛を手に取る。

　半月状の櫛に歯の並び、良く植物油が塗ぬり込まれているのか、艶つややかに光って見える。

「レスカ……俺の飾り紐を渡す。これを買ってみないか？」

「えっ!?　確かに私、ヒビキさんから貰った飾り紐を全部、蜂蜜と交換しちゃいましたけど、コータスさんから飾り紐を貰う理由はありませんよ」

　俺の提案に困こん惑わくするレスカ。

　単純にレスカに世界樹の櫛をプレゼントしたいが、提案が迂う遠えんだったのは認める。

　だが、これには理由がある。

「櫛は、苦しみや死を連想させるから、直接渡すのは、良くないんだ。だから、俺の飾り紐でレスカが買ってくれ」

「えっ!?……そ、それは！　間接的なプレゼント!?　わ、わたしに、プレゼント！」

　動どう揺ようするレスカが、あわあわ言っているが、俺は、持っている飾り紐を全部レスカの手に握らせ、シルヴィに任せる。

「コータスさんからのプレゼント！　それも、世界樹の櫛!?　わ、私は、どうしたら！」

　口調が荒あらくなっているレスカをシルヴィが微笑ほほえましそうにこちらを見ながら、レスカを購こう入にゆうに誘ゆう導どうする。

　日ひ頃ごろ、お世話になっている感謝の印としては、最良の物だろう。

　やはりレスカには、良い物を贈おくりたいと思う。

「えっ、あっ、コータスさん、大事に使わせてもらう……もらいます」

　まだ動揺しているのか、口調がおかしいレスカを、可愛かわいいなぁと思いながら頷うなずく。

「良かったですね。レスカさん」

「は、はい」

　シルヴィの言葉に、頷くレスカ。

　少しずつ落ち着いてきた様子だが、次のシルヴィの言葉に、再びレスカが動揺する。

「人間の世界では、確かに櫛の贈り物は、苦しみや死を連想させます。ですが、エルフの里では、世界樹で作られた櫛は、一生使い続けられるほど丈じよう夫ぶな縁えん起ぎ物なんです。そこから恋こい人びとに対する贈り物にされることが多いんですよ」

「こ、恋人!?　私とコータスさんが！」

　再び、声を荒らげ、動揺するレスカ。

「レスカ、落ち着け。確かに贈り物をしたが、俺は、エルフの文化に精通していない。これは、日頃の感謝の印だ」

「そ、そうだ！　コータスさんとは、何もない！　うん、日頃の感謝の印だ」

　自分に言い聞かせるレスカは、チラッと綺麗な櫛を見て、嬉しいやら、何やらと表情を変えるのを見て、贈ることができて良かった、と思う。

　その後、俺たちはエルフとの交易品がなくなり、交易二日目には、交換したボタンや薬草、小さな翡ひ翠すいの原石などを仕分け、シルヴィたちの案内でエルフとの交流をして過ごした。
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　エルフとの交易、三日目──

　交易品を完全に吐はき出し、交易団の一員としてやることのない俺たち。

　レスカは、シルヴィと共にルインの手た綱づなを牽ひいてエルフの里を散歩し、他ほかの交易団に参加している牧場主の手伝いもしている。

　レスカの側そばには、シルヴィだけでなくペロもいるので別行動でも安心である。

　そして俺たちは、リエルに連れられてエルフの里近くの開けた場所に来ていた。

『キュイ？』

「どうした、チェルナ？　レスカが居なくて心配か？　大だい丈じよう夫ぶだぞ」

　今は、俺とジニー、ヒビキがリエルに連れられて【精せい霊れい魔法】の練習場に来ていた。

　俺個人は、騎き士しとして体が鈍にぶらないように【グラド重鉱石】の合金を芯しんに使った圧縮木刀に魔力を通し、負荷を掛けて素す振ぶりしている。

　負荷の掛かった圧縮木刀の先せん端たんには、チェルナがぶら下がるようにして摑つかまって遊ぶので、いつも以上にゆっくりと動かして素振りの動作を確かく認にんする。

　練習場であるために、俺が木刀を振り回しても迷めい惑わくにはならない。

　そして、ここなら、ジニーに心置きなく精霊との交信法を教えることができるらしい。

「それじゃあ、いい？　精霊との交信の方法を教えるわ」

「お、お願いします」

　今、ジニーは、リエルから精霊魔法の基き礎そを教わろうとしている。

「いい、ジニー。精霊魔法は、精霊を呼び出して、交こう渉しようして、現象を起こす魔法よ。精霊は普ふ段だんは、精霊界に存在していて、こちらの世界では実体化してもらうの」

　ジニーは、頷き、話を真しん剣けんに聞く。

　精霊魔法は、司つかさどる精霊に頼たのむことで通常の魔法とは比べものにならないくらい大きな魔法を引き起こすことができる。

　精霊は、現象そのものとも考えられるから扱あつかいには注意しないといけないこと。

　また精霊の実体化には、様々なものが必要であること。

「精霊の実体化には、依より代しろや触媒と言われる道具が必要よ。例えば、水の精霊は、泉という司る場所を依代にして実体化することがある」

　リエルがジニーの理解度を確かめるために目を向けると、ジニーは真剣に頷き返す。

「その実体化をさせるために精霊魔法では、触媒を使って呼び出す。そして、契けい約やくして精霊との繫つながりができれば、以降は自分の魔力を使って呼び出すことができるわ」

　その辺りの契約とかの感覚は、教えきれないし、調教魔法ができるレスカに聞くといいと言われる。

「まぁ、実力がある精霊魔法の使い手は、触媒なしでも精霊を呼ぶことができるけど、やっぱり安定性の違ちがいがあるわ。今回は、お手本として、触媒を使うわ」

　一通りの精霊魔法の説明をしたリエルは、小さな塊かたまりを取り出す。

「これは、涙るい血けつ樹じゆの樹じゆ脂しよ。樹液が赤黒い植物で、固まると石のように硬かたくなる樹脂よ。硬いから持ち運びやすく、そして燃えやすい。この里では、火精霊の触媒にはこれを使うわ」

「触媒……それって炎えん熱ねつ石でも？」

「ええ、できるわ。どっちも下級の火精霊ってところね。それでも十分精霊を呼び出すのに使えるわ」

　リエルは、涙血樹の樹脂を翳かざし、呪じゆ文もんを唱える。

「──《精霊召しよう喚かん》！　来なさい！」

　掌てのひらの涙血樹の樹皮が一気に燃え上がり、炎ほのおを吐き出す。

　それは次し第だいに形を作り、一いつ匹ぴきのトカゲの姿を取る。

「元がトカゲ型の精霊ね。精霊の多くは、生前に近い姿を取ったりするわ」

「……リエル、すごい」

　以前ジニーが偶ぐう然ぜん、ソード・レインディアの姿をした火精霊を召喚した事があったが、今ほどはっきりとした形を取らず、朧おぼろげな姿をしていた。

「【精霊魔法】での召喚が未熟だと実体化も安定しないし、精霊も全力を出せないわ。あと、精霊を呼び出す呪文なんて、本来はいらないのよ！　気合いよ、気合い！」

「き、気合い……？」

　なんだろう、かなり理論ではなく直感的な精霊魔法の指導になっているが、大丈夫だろうか、と俺とヒビキとチェルナが静かに見守る。

　だが、精霊を呼び出す、来て貰もらうという意志は、重要なようだ。

「そう言えば、ヒビキは、精霊魔法を学ばないのか？」

　圧縮木刀の素振りを止やめて、ジニーとリエルの様子を横目で見ながら、本を読んでいるヒビキに尋たずねる。

「私は、色んな属性を扱えるから精霊魔法を学ぶ必要性が感じられないのよ」

　ヒビキは、憂うれいを帯びたような表情で溜ため息いきを吐き出す。

「【賢けん者じやの書庫】の知識では、精霊魔ま法ほうは確かに強いわ。けど、私の場合、【極大魔力】があるから極論、魔力量で威い力りよくの底上げをした方が早いのよ」

　同じ現象を引き起こすなら精霊魔法の方が、精霊に支し払はらう対価としての魔力が少なくて済む。

　だが、精霊魔法は、精霊との意い思し疎そ通つうが必要である。

　ヒビキの場合は、その意思疎通の手間を省くために、【極大魔力】によってコスト度外視で魔力を使った方が、結果的に簡単に同じ現象を引き起こすことができるのだろう。

「確かに、ヒビキには不要だな」

「そうなのよ。今の私には、【賢者の書庫】で必要な魔法をピックアップして覚えていく方が優先度は高いかしら」

　ヒビキは、実体化させた【賢者の書庫】の本を読み解き、魔法を学んでいるようだ。

「…………」

「…………」

　そして、互たがいに無言になる中、不意にヒビキが尋ねてくる。

「ねぇ、コータス？」

「なんだ？」

「ジニーちゃんとエルフのリエルちゃんを見て思ったんだけど、年下の妹もありだけど、長命種族の年上妹ってのもアリだと思うのよ！」

「知らん！」

　ぐっ、と拳こぶしを握にぎり、輝かがやくような目を向けて、俺に同意を求めてくるヒビキ。

「もう、つれないわね。けど、始まるみたいね」

「……そうだな」

　俺たちがアホなやり取りをしている一方、リエルが呼び出したトカゲ型の火精霊を目の前に二人は、手を繫ぎ、向かい合っている。

「召喚の次は、精霊と意思疎通の手本を見せるわ。けど、動物型の精霊は、言語的な会話では困難なタイプの精霊もいるわ。だから、念話みたいな確固たる想おもいと魔力を送るのよ」

「わ、わかった」

　それじゃあ、行くわよ、と呟つぶやくリエルに、二人の間にいるトカゲ型の火精霊が、浮うき上がり、小さな炎を空中に灯ともす。

「その火を動かして」

　ジニーにも分かりやすいようにリエルは、火精霊への頼み事を口に出す。

　トカゲの火精霊は、火の玉を引き連れて、手を取り合う二人の間でふよふよと動いている。

「じゃあ次は、ジニーも私と同じように、魔力を込こめて、お願いするのよ。ほんの少しでいいからね」

「わかった──火を動かしてください」

　火精霊にお願いするジニー。

　トカゲの火精霊は、ジニーの声に目を見開き、尻尾しつぽをピンと立てて、やる気を見せる。

　それに嫌いやな予感を感じた俺は、チェルナをヒビキに預けて、圧縮木刀を構える。

　ヒビキもチェルナを受け取って抱だきかかえると、右みぎ腕うでを前に突つき出して準備をする。

『SYRARARA──！』

　トカゲの火精霊は、嬉うれしそうな鳴き声と共に、火の玉の勢いが増し、地面を跳はねるように転々と燃やし始める。

　そして、地面に燃え移る火の玉が一つ一つその場に留とどまり、その炎の中から新たなトカゲの火精霊たちが姿を現す。

　また、新たに現れたトカゲの火精霊も同様に歓かん喜きの鳴き声を上げ、跳ね回り、火を広げる。

　そして、歓喜のままジニーに突とつ撃げきしてくる火精霊たちに対して、リエルが手を翳す。

「──《水と風よ》！　って、噓うそ!?　拒きよ否ひされた！」

　触しよく媒ばいなしで呼び出そうとして精霊に拒否されたリエルは、驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　そして、跳ねるようにして近づくトカゲの火精霊たちは──

「──《プロテクション》！」

　ヒビキが突き出した右手が青白い半はん透とう明めいな結界を生み出し、ジニーとリエルを守る。

　その結界に弾はじかれてなお、歓喜のまま炎をまき散らし、体当たりを続ける火精霊たちに向かって、俺は、踏ふみ込む。

「──《錬れん魔ま》！」

　一息に振られた木刀には、練り上げた魔力を纏まとわせ、そのまま振り抜ぬくことで魔力で実体化していたトカゲの火精霊の体を散らす。

【グラド重鉱石】の合金の芯を使った圧縮木刀は、魔力を通すと重力を発し、重量を増す。更さらに、純度が高くなると魔力を搔かき乱す効果があるので、重犯罪者の拘こう束そく具としても使われる。

　その魔力を搔き乱す特とく殊しゆ金属と戦技未満の小手先技能との相乗効果で、魔力で作られた精霊の体を散らしたのだ。

　二、三、と続け様に振るい、火精霊の体を構成する魔力を散らし、強制的に精霊界に送り返す。

　そして、全すべての火精霊を退場させた後で、燻くすぶり続ける魔力を含ふくむ火は──

『キュイ！』

「チェルナ？」

「わぁ、凄すごいわねぇ。これが暗あん竜りゆうなのかしら」

　鳴き声一つ上げたチェルナが口を開き、大きく息を吸い、火精霊が燃やして回った魔力を含む炎を、ごっくんと飲み込んでしまう。

　ケホッ、と小さくげっぷするように、熱気を含む吐と息いきを漏もらすチェルナ。

　そして、甘えるようにヒビキの腕の中から滑かつ空くうして、俺の方に跳とんできて、足にしがみつくと、そこから器用に手足や尻尾を使い後頭部までよじ登ってくる。

「失敗だったか」

　精霊との交信について、率直な感想を口にして、ジニーがしょんぼりと顔を俯うつむかせる。

「あの、火精霊は、どうなったの？」

　俺が圧縮木刀で散らしたために、死んだと思ったのか、少し悲しそうな表情をするジニーに対して、リエルが質問に答える。

「基本的に精せい霊れいに死はないわ。ただ召喚によって実体化した体を失っただけで、少し時間を置けば、来てくれるわ」

　リエルの説明を聞いたジニーは、ほっと安あん堵どの吐息を漏らす。

　俺が、そんなジニーの頭を撫なでると、チェルナも慰なぐさめるように、俺の体を伝いジニーの肩かたに移り、ジニーに頰ほお擦ずりする。

「まさか、お祖じ父いちゃんが言ってたことって、このことだったのね。私の呼び掛かけを精霊が拒否するなんて」

　小さくぼやくリエルに対して、ジニーが不安そうにしながらもある事を告げる。

「前に、嫉しつ妬と深ぶかい火精霊は、邪じや魔まするからよくよく対話するようにって言われた」

「あー、納なつ得とくね」

「納得しているところ悪いが説明してもらえないか？」

　一人納得するリエルに対して、俺とジニー、ヒビキは説明を求める。

「あー、そうよね。火精霊は、確かに嫉妬深い面もあるし、愛情とかの感情面の起き伏ふくが激しいのよ。たぶん、【精霊の愛いとし子】に呼び掛けられて喜ぶと同時に、呼ばれなかった周囲の精霊が嫉妬して出てきたんだわ」

　ここまで精霊に好かれるのは、逆に扱あつかいづらいだろうな、と思ってしまう。

「普ふ通つうのエルフの子に教える感じじゃダメってわかったわ」

「あたし、素質がない？」

「逆よ。ほんのちょっとの魔力を渡わたしただけなのに、あれだけ喜ばれた。おまけに触媒なしで何体もの火精霊が釣つられて出てくるんだもの。精霊魔法使いにとって精霊に好かれるのは素質よ」

　だが、好かれすぎるのも問題になっている。

　そして、その解決策をリエルが提示する。

「下級の精霊じゃあ、好かれすぎて統率が取れない。それに知性より本能の方が強い。だから、押さえられる中級精霊と契けい約やくして、その子と意思疎通して、他ほかの火精霊を牽けん制せいしてもらう必要があるわ」

「じゃあ、あたしにも望みが」

「あるわ。けど、中級精霊を呼び出す触媒はこの里にはないから、簡単な自己鍛たん錬れんの方法を教えてあげるわ」

　とりあえず、ジニーが精霊魔法を習得することはできなかったが、新たな指針を得ることができた。

　リエルが教えてくれたのは、この世界の隣となりに存在する精霊界にいる非実体化した精霊の感じ方だ。

　非実体化した精霊は、司つかさどる現象や対象、その精霊が好む魔力に集まる性質があるので、魔力感知を鍛きたえれば、精霊魔法との適性があれば、自おのずと精霊を感じることができるらしい。

　ジニーは、学び始めたばかりの魔力感知を使って、火精霊を感じ取ろうとするが上う手まくいかずに、難しい表情をしてリエルが小さく笑う。

　その後、ジニーは、精霊魔法が再び使えるようになったリエルから精霊魔法の自己鍛錬法を教えてもらい、互いの距きよ離りをより縮めることができたようだ。










　　　三章　左さ遷せん騎き士しと世界樹







　エルフの里、滞たい在ざい四日目──ジニーは、引き続きリエルから精霊魔ま法ほうを学び、ヒビキが二人に同行する。

　ジニーの精霊魔法の鍛錬後は、三人でエルフの里の見学などに向かうようだ。

　そして、俺とレスカは、暗竜の雛ひなのチェルナ、オルトロスのペロ、荷物運びとして荷車を牽ひくリスティーブルのルインと共に、シルヴィの案内で世界樹の若木に向かっていた。

「荷物を運ぶのを手伝っていただき、ありがとうございます」

『ヴモ～ッ』

　ルインが鳴き声を上げて返事をすると、シルヴィが微笑ほほえましげにその背中を撫でる。

「牛の魔物は、力持ちで羨うらやましいです。土地の関係上、育てるのは難しいですから」

　エルフの里は、森の中にあるために、森林の中を歩くことが多い。

　そのために、平地に向いた魔物は、木の根を踏んで転てん倒とうする危険性があるために、育てるのが難しい。

　今、エルフの里から世界樹の若木に続く道は、最低限、エルフたちが整備しているので、歩きやすいように木の枝や木の根が払はらわれている。

「里から見上げた時は、近くに感じたが、世界樹は、里から離はなして育てているんだな」

「それは、成木になった世界樹の大きさを想定してですね。大体、成木の直径が１キロになるので、その分、里から離して育てるんです」

　近くで育てた場合、太い枝の落下による危険や生長に合わせた住居の移転が発生してしまうので、将来を見み据すえて離れた場所に世界樹を育てるのが普通らしい。

「へぇ、そうなんですね」

　俺とレスカは、シルヴィの語る世界樹の話に相あい槌づちを打ちながら進んでいけば、世界樹の若木の側そばまで辿たどり着く。

　歩いていた森が切れ、巨きよ大だいな世界樹の周囲の、木の生えていない空白地に出る。

　ルインが止まり、牽いていた荷車からシルヴィの用意した世界樹に与あたえる肥料や虫除よけの匂におい水の入った壺つぼを下ろす。

「それでは、世界樹の管理をしましょうか？」

「その、具体的に世界樹の管理って、私は何をすればいいんでしょうか？」

　レスカは、【育成】の加護持ちとしてルンヘン翁おうに頼たのまれて、俺はレスカとシルヴィの護衛として長ちよう剣けんを佩はき、同行した。

　世界樹の管理の内容を知らずに来たレスカに、シルヴィが微笑みを浮うかべて説明する。

「掃そう除じの後に、世界樹の根元に生ゴミから作った肥料を撒まきます」

「はい、これですよね。でも肥料ってこれだけですか？　もっと必要じゃないですか？」

　確かに世界樹の若木と言っても巨大だ。それに見合う肥料の量ではないと思う。

　そんなレスカの疑問に、シルヴィが微笑みを浮かべる。

「世界樹は、水と空気と日光だけで自身で栄養を生み出すので肥料などはあまりいらないんです。それに水も世界樹は、地下水脈近くまで根を伸のばし、毎日大量の水を吸い上げているので水みず遣やりも不要なんです」

「じゃあ、なんで必要のない肥料を与えるんだ？」

「これは、慣習なんですよ」

　シルヴィは、俺の疑問に困ったように笑う。

　世の中、無む駄だに思えるが慣習として残り、行われていることが多い。

　これもその一つなのだろう。

「その後は、匂い水を撒きます。この水で世界樹に虫が付かないようにするんです」

　肥料を撒いた後の説明を聞きつつ、俺たちは、世界樹の根元に近づく。

「近づくほどに緑の気配が濃こく感じますね。それになんだか、呼吸が楽な気がします」

　大きく深呼吸を繰くり返すレスカに俺も同じように大きく息を吸い、吐はき出せば、全身に爽さわやかな空気が巡めぐるような気がする。

　とても心が落ち着く緑の香かおりと濃のう厚こうな空気にしばし癒いやされる俺たちに、シルヴィが世界樹について説明してくれる。

「世界樹は、森全体の調和を整えてくれます。地下水の水を吸い上げ、世界樹の呼気と共に大量の水分が空気に混じります。その水気を含む空気が風に乗り、森全体に行き渡って昼夜の温度差で朝あさ露つゆとなり、森全体を潤うるおします」

　その恩おん恵けいをもっとも感じられるのが、この場所とのことだ。

「体の弱いエルフの子は、この世界樹の木の側で養生することが多いんです。私も小さい頃ころは、体が弱く、この木の側に頻ひん繁ぱんに通っていたのですよ」

　シルヴィは、実体験と共に世界樹について語ってくれる。

　その言葉から、幼い頃の感謝と恩返しのために世界樹の巫み女こをやっていることが伝わってくる。

「それでは、まずは、この周りを掃除しましょう」

「掃除ですね。わかりました」

　俺とレスカは、ルインの牽いた荷車の中から、箒ほうきや籠かご、そして大きな麻あさ袋ぶくろを取り出す。

「世界樹から自然に落ちた落ち葉や枝は、できるだけ回収して持ち帰ります。葉っぱの形は、他ほかの樹木と違ちがうので分かりやすいと思いますよ」

　シルヴィは、説明しながら辺りに落ちているギザギザした葉っぱを拾い集める。

「これが世界樹の葉です」

「凄すごいな。他の葉っぱと重さが違う。それに瑞みず々みずしい」

　本体である樹木から切り離されているのに、他の葉の三倍の重さがある世界樹の葉。

　また触ふれて分かるが、大量の水分を保持しているのか、萎しおれる気配がない。

「それが世界樹の大きな特とく徴ちようなんです。大量の水分を葉っぱに蓄たくわえ、葉が落ちても長い時間水分と薬効を保ち続ける。森を常に潤す保ほ湿しつ剤ざいの役割を持ち、また薬としては、長期保存できる生薬でもあるんです」

　そう言って、次々と目に付く範はん囲いの世界樹の葉を拾い始めるシルヴィをレスカも手伝う。

　そして俺は、世界樹の落ちた枝──と言っても成人男性の腕うでの倍ほどの太さの枝──を拾い、荷車に運んでいく。

　この太さがあるからレスカに贈おくった櫛くしのような木工品が作れるのか、と納なつ得とくする。

　レスカやシルヴィたちが運ぶには重いので、一人黙もく々もくと拾い集める。

　レスカは、シルヴィとおしゃべりしながらも手を止めず、世界樹に関する知識を収集している。

　ルインとペロ、チェルナたちは、世界樹の葉の間から差し込む木こ漏もれ日びと吐き出す濃い空気に浸ひたって、気持ちよさそうに待っている。

「この世界樹の葉は、やっぱり薬が主な使用先なんですか？」

「それもありますけど、他のエルフの特産品には世界樹由来の物が多いんですよ」

　レスカたちの話し声を聞きながら、落ちている葉っぱや折れた枝を拾い、世界樹の周りを掃除する。

　そして、一通り綺き麗れいにしたところでルインに運んでもらった肥料を世界樹の根元に撒き、レスカとシルヴィが蓋ふたのされた壺を開ける。

「これが虫除けの匂い水か。スッとする匂いだな」

「この匂いは……グリーンメンタムの匂いですか？」

　レスカには、思い当たる節があるようだ。

「この匂い水は、ハーブの一種であるグリーンメンタムから抽ちゆう出しゆつした芳ほう香こうを水とお酒に混ぜたものです。森の中に入る狩人かりゆうどは、匂いで獲え物ものに気づかれるのを嫌きらって付けませんが、村全体では、作物の虫除けにも使うんです」

「へぇ、グリーンメンタムにそんな使い方があったんですね」

　レスカの畑では、虫除けには木もく酢さく液えきを薄うすめた物を掛かけたりしていたが、状じよう況きようや品種、集まる害虫によって使い分けるのも必要だと思っているのかも知れない。

　そして、俺が肥料を撒き終わると、レスカとシルヴィが虫除けの匂い水を使う準備をする。

「ただ撒くだけじゃないんだな」

「精せい霊れい魔ま法ほうで匂い水を霧きりに変えて、世界樹に行き渡わたらせるんです」

　そうしてシルヴィは、匂い水の入った壺の前に立ち、世界樹の枝から削けずり出した杖つえを取り出して掲かかげる。

「──《水よ、風よ、世界樹に虫払いの水を届けておくれ》」

　奉ほう納のうの舞まいのように杖を振ふるい、壺の前で回る。

　その動きに合わせてゆったりとした袖そでが揺ゆれ、匂い水から水と風の精霊が姿を現し、匂い水を細かな霧状に変えて世界樹を下から包み込む。

　世界樹が呼吸し、樹皮の隙すき間まから染しみこむように匂い水が入り込み、少しずつ匂い水の範囲が広がっていく中、それが起こる。
















　──バキバキ、と世界樹内部から不ふ穏おんな音が響ひびき始め、精霊魔法を使い、杖を掲げて踊おどっていたシルヴィの動きが止まる。

「な、なんですか!?」

「レスカ、シルヴィ！　ルインとペロの側まで下がれ！　何かが出てくるぞ！」

　俺は、世界樹の幹を内側から叩たたく音を待ち構え、そして──

『──シャァァァァァッ！』

　世界樹の内部から一いつ匹ぴきの巨大な昆こん虫ちゆうが現れる。

　シルヴィに使し役えきされ、虫除けの霧を生み出していた水精霊の体が昆虫の一本角で貫つらぬかれ、飛ひ翔しようのために広げた羽で、風精霊の体が両断される。

　魔力で一時的に実体化した精霊は、体を散らされ、空気に溶とけるように消える。

　そして、虫除けの匂い水への干かん渉しよう力を失い、霧が空気の流れで散っていく中、巨大な昆虫が匂い水の壺を踏ふみ潰つぶし、地面に降り立つ。

「そんな！　世界樹の中から魔物が現れるなんて……」

　世界樹の巫女のシルヴィは、世界樹の内部に魔物が居着いていたことに、動どう揺ようしている。

　そんな中、レスカとチェルナ、シルヴィを守るようにペロとルインが前に出る。

「レスカ！　あの魔物は分かるか！」

　黄金色の一本角を持つ甲こう虫ちゆうを警けい戒かいしつつ、レスカに甲虫の正体を尋たずねる。

「あの一本角と飛行能力、生木を住すみ処かにする性質は──スタッグ・ビートルです！　討とう伐ばつランクは、Ｃです！」

「そんな！　蟲むしの魔物は、匂におい水のおかげで近寄らないのに！　なんで世界樹の中から！」

「とりあえず、倒たおすのが先決だ！」

　目の前の現実にシルヴィは、悲鳴のような声を上げる。

　絶対に安全だと思っていた世界樹の、それも内部にＣランクの魔物が居着いているとは思わなかったのだろう。

　そして、その声に反応するように羽を広げ、高速で震ふるわせ、ふわりと宙に浮くスタッグ・ビートル。

　俺は、背後のレスカとシルヴィを守るためにスタッグ・ビートルと対たい峙じする。




　　　●




「──《オーラ》《デミ・マテリアーム》！」

　下位の身体強化で体が青白く輝かがやき、半物質化した魔力の籠こ手てが両腕を覆おおって待ち構える。

　そして、空中で静止したように浮うき続けるスタッグ・ビートルは、その巨きよ体たいを前に傾かたむけ、加速を始め突とつ撃げきをしてくる。

　馬車ほどの大きさの甲虫による突撃に一歩も引かずに逆に前に踏み出し、両手を突つき出す。

「ダ、ダメです！」

　シルヴィの悲鳴を背後から聞きながら、高速で突撃してくるスタッグ・ビートルの突き上げるようなＹ字の一本角を両手で捕とらえる。

　突撃の衝しよう撃げきが体全身を突き抜ぬけ、後に僅わずかに押し込まれるが──

「──ルインの突撃に比べれば、まだ温ぬるい！」

　身体強化と半物質化した魔力の籠手を纏まとった俺は、突撃を完全に受け止め、スタッグ・ビートルが空中で静止する。

　それに慌あわてたスタッグ・ビートルがなんとか俺を押し倒そうと、触れる物を容易たやすく切り裂さく羽を更さらに激しく震わせる。

　あまりの激しさに羽の方が千切れるのではないかと思うほど震わせ、加速しようとするが、逆に俺がスタッグ・ビートルに畳たたみかける。

「──っ!?　はぁぁっ！」

　スタッグ・ビートルの角を摑つかみ、体を捻ひねるようにして地面に叩き付ける。

　加速しようと羽を震わすスタッグ・ビートルだが、叩き付けるために捻られた角に合わせて体も傾く。

　そして、スタッグ・ビートルが羽を震わせて生み出した推進力を利用して、加速した巨体を地面に叩き付ける。

『──キシャァァァッ！』

「ちっ、あれだけの勢いで叩き付けてもビクともしないか」

　地面に叩き付けて裏返しになりジタバタと暴れているが、外がい殻かくが硬かたいために堪こたえた様子はない。

「ペロ！　ゴー！」

『『ワフッ！』』

　レスカの指示と共に俺の脇わきから飛び出していくペロは、地面を蹴けり、裏返しになったスタッグ・ビートの腹部を駆かけ抜け、すれ違い様にそれぞれの頭が左右の足を一本ずつ嚙かみ千切り、駆け抜ける。

『『ワオォォォッ！』』

　嚙み千切った足を吐はき捨て、遠とお吠ぼえを上げるペロ。

　流石さすが、ランクＣ[image: マイナス]マイナスのオルトロスの幼体だ。

　そして、吐き捨てた足をよく見れば、関節部を綺麗に嚙み砕くだいて引き千切っている。

「コータスさん！　スタッグ・ビートルのような昆虫の魔物は、関節部を積極的に狙ねらって下さい！」

「わかった！　関節部だな！」

　俺は、腰こしの長ちよう剣けんを引き抜き、裏返り、腹部を晒さらすスタッグ・ビートルに飛び乗る。

　腹部の胸の関節部に長剣を突き立てるように構えた時、スタッグ・ビートルは残った四本の脚あしで体を起こし、再び羽を震わせて浮かび上がる。

「何度やっても同じだ！」

　俺は、再び突撃してくるスタッグ・ビートルを、レスカたちに被ひ害がいの及およばない方向に誘ゆう導どうしつつ長剣を構える。

　突撃を待ち構える俺に対してスタッグ・ビートルは、先さき程ほどと同じように体を傾けて加速してくる。

　真っ正面から見える一本角の根元のすぐ下にスタッグ・ビートルの口があり、そこを狙う。

　スタッグ・ビートルの口こう腔こう内を狙って、間近に迫せまったところで突きを放つが──

「くっ、避よけたか！」

　頭部を傾ければ、それに合わせて体も傾く。

　そうして絶ぜつ妙みようなタイミングで口腔内へと放とうとした長剣の突きを躱かわされ、左に弧こを描えがくように避けられる。

　そして、俺の脇を飛翔するスタッグ・ビートルの羽が間近に迫る。

　実体化した精霊を両断した高速で振るわれる羽から身を守るために腕うでを上げ、半物質化した魔力の籠手で受け止める。

「ぐっ！」

《デミ・マテリアーム》によって生み出された魔力の籠手が青白い魔力の残ざん滓しを散らすが、羽による両断から俺を守る。

　飛翔したスタッグ・ビートルは、そのまま駆け抜け、旋せん回かいするように再び狙いを定める。

「コータスさん！」

「この程度、平気だ！　とは言っても、下手に受けるのは危険か」

　突きによるカウンターを狙うよりも防ぼう御ぎよの構えを取り、堅けん実じつに相手の外殻の隙すき間まを狙うか、と思案する俺の横からルインが割り込んでくる。

「……ルイン？」

『ヴモッ』

『シャァァァァァァッ！』

　ルインは、鼻息荒あらく、俺の前に堂々と立ち、スタッグ・ビートルが威い嚇かくするように甲かん高だかい鳴き声を上げる。

　スタッグ・ビートルは、再突撃のために羽を震わせ、異音を響ひびかせる。

　それに対して、ルインの体から膨ふくれ上がるように青白い輝きが発せられ、後ろ脚で地面を何度も蹴って、体勢を整える。

「えっ？　青白い光？　魔ま物ものが身体強化の魔法を!?」

　身体強化の魔法を使うルインに、混乱するシルヴィをレスカが支えながら、後方で手を振ふり上げ──

「ルイン、ゴー！」

　その合図と共に、リスティーブルのルインとスタッグ・ビートルの両者が駆け出し互たがいに真っ正面からぶつかり合う。

　スタッグ・ビートルの反り返る一本角がルインに狙いを定めるが、ルインは避けることはしない。

　ただ真っ正面から一本角に対してルインは、頭ず突つきしていく。

「なっ!?　平気か！」

『ヴモォォォォッ！』

　驚きよう愕がくの声を上げる俺に対してルインは、咆ほう哮こうを上げ、突撃の力押しでスタッグ・ビートルの体を弾はじき飛ばす。

　身体強化によって青白い光に覆われていたルインだが、突撃を受け止めるために特に額に厚くオーラを纏まとっていた。

『シャッ……』

　そして、弾き飛ばされたスタッグ・ビートルは、空中で錐きり揉もみしながら地面に落ち、弱々しく、蠢うごめいている。

　錐揉みによる無理な動きで、スタッグ・ビートルの残った四本の脚の二本が逆に曲がり、片方の羽が捻ねじれて千切れ落ちている。

　俺は、そんなスタッグ・ビートルの頭部の後ろに飛び乗り、長剣を構える。

「くらえ──はぁっ！」

　そして、長剣をスタッグ・ビートルの甲こう殻かくの間に突き刺さす。

　関節部は脆もろいと言われるが、それでも巨きよ大だい昆こん虫ちゆうの分厚い体を突き刺しても容易に両断できない。

「これで終わりだ！」

　だが、防御に回していた魔力を突き刺した長剣に纏わせ、半物質化した魔力の刃はで強化する。

　そして、切断力の上がった長剣を押し込み、スタッグ・ビートルの一本角を持つ頭部が胴どう体たい部から切り離はなされて、ゴトリと地面に落ちる。

『シャァ……』

　頭部を切り落とされても僅かに口元から弱々しい声を出すのは流石、生命力の強い蟲型の魔物だけある。

　蟲の眼の輝きが弱まり、そして濁にごって消えたのを見て、完全に息絶えたのを確かく認にんする。

　討伐したスタッグ・ビートルの体を検分すれば、断面から緑色の体液が流れ、硬い外殻は、意外と薄うすく軽い。

「コータスさん、終わりましたか？」

「ああ、とりあえず、終わった。後で、人を遣やってスタッグ・ビートルを回収しないとな」

　俺とレスカのやり取りの一方、スタッグ・ビートルの出現から討とう伐ばつまでの展開について行けずに放心状態のシルヴィに目を向ける。

「シルヴィさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え、あ、はい。その、助かりました。ありがとうございます」

　放心状態から回復したシルヴィは、一度大きく頭を下げる。

　そして、そんなシルヴィが頭を上げた直後、背後の世界樹に開いた大穴から何やら強い気配を感じ振り返る。

「……何か来る」

「まさか、まだ魔物が!?」

　悲鳴に似たシルヴィの声に、自然とレスカがシルヴィに寄り添そい、チェルナも二人にしがみつく。

　ルインとペロが二人を守る位置に付く中、穴の中からひょっこりと姿を現したのは、薄ぼんやりと輝く耳が長い人型だ。

　緑に金色のグラデーションの掛かかった髪かみを持ち、中性的な美しさを持つそれの呼び名を呼んでしまう。

「──っ！　木の大精せい霊れい!?」

　俺がその名を呼べば、相手は嬉うれしそうに片手を上げて、ふわりとこちらに近づいてくる。

『やぁ、君たち、久しいね。それと世界樹の巫み女ことは初めてだね。いつもこの子がお世話になっているよ』

　そう言って、微笑ほほえみを浮うかべて声を掛けてくる木の大精霊。

　以前のように苦しくなる威い圧あつ感かんを押さえての登場に俺とレスカは、緊きん張ちようを解く。

　逆にシルヴィは、膝ひざを付いて頭を下げて萎い縮しゆくしている。

「お、お初にお目めに掛かります。大精霊様！　私は、世界樹の巫女を務めさせていただいております。シルヴィと申します！」

　木の大精霊は、エルフにとっての神様のようなものか、とシルヴィの反応に納なつ得とくする。

『うん。いつもお勤めご苦労様。でも、その状態だと話しづらいから立ってね』

　木の大精霊は、柔にゆう和わな笑みを浮かべてシルヴィに立つことを促うながす。

　シルヴィが恐おそる恐る立ち上がったのを見て、その柔和な笑みを消し、俺たちと向かい合う。

『ほんと、数すう奇きな加護を持つ者は、こうした事態に巻き込まれやすいのかもね。でも、君たちが来てくれて良かったよ。ちょっと付いてきてくれる？』

　そう言って木の大精霊は、世界樹の幹に開いた穴の中に戻もどっていき、俺たちもその中に付いていく。

　地上２メートルの高さに開いた大穴には、ルインやペロが入るのは難しいために俺がチェルナを背負い、先に登り、後からレスカたちを引き上げる。

　シルヴィが光の精霊を喚よんで穴の中を照らし、木の大精霊に案内されてスタッグ・ビートルが開けた世界樹の横穴の中を進んでいく。

　しばらくして世界樹内部の壁かべが変色しているのに気付く。

「なん、ですか。この不気味な緑の変色は……」

　震ふるえる声で尋たずねるシルヴィに、木の大精霊が淡たん々たんと答える。

『グリンテッド・モルド。簡単に言ってしまえば、カビの魔物が影えい響きようしているんだよ』

　木の大精霊がそう言い、穴の最奥に辿たどり着くと緑の綿のようなものがモゾモゾと動いており、それを俺とシルヴィが気味が悪そうに見る。

　その中で、レスカだけが真しん剣けんな表情でそれを見つめている。

「私たちをここに案内した理由は、これですか？」

『正解。なんで樹きの洞うろの中に魔物がいたかと言えば、ちょっと長くなるけどいいかな？』

　そう言って、木の大精霊が魔物出現の原因を語り始める。

　最初は、グリンテッド・モルドがスタッグ・ビートルの幼虫に寄生していた。

　グリンテッド・モルドは、寄生した段階で、スタッグ・ビートルの幼虫の嗅きゆう覚かくを破は壊かいしたために、虫除よけの匂におい水に忌き避ひ感を感じることなく、世界樹に辿り着いた。

　そして、世界樹の樹皮の僅わずかな傷に入り込み、長い年月を掛けて生木を食べ、幼虫の糞ふんがグリンテッド・モルドの養分として少しずつ成長した。

　世界樹があるから天敵がおらず、栄養豊富な世界樹は最上の餌えさであり、寝ね床どこであり、盾たてであった。

『正直、世界樹の木の表面程度に住み着いても大きな影響はないんだ。その内、消えるだろうな、って思ってたんだけど』

　流石さすがに長い年月を掛けて、世界樹の若木の中でスタッグ・ビートルが成虫になり、グリンテッド・モルドの核かくも少しずつ世界樹の奥深くまで侵しん食しよくしていった。

『水分を吸い上げる場所までグリンテッド・モルドが侵食した場合、水の流れに乗ってカビの毒素が世界樹全体に巡めぐる。最悪、世界樹が腐くさり落ちる可能性があった』

　木の大精霊の言葉に世界樹を育はぐくむ立場にいるシルヴィは、愕がく然ぜんとした表情をしていた。

『昔から世界樹の表面に虫の魔物が居着くことはあったんだ。けど、今回は、栄養の多い樹液線に当たって侵食が早まった。だから、巫女の落ち度ではないよ』

　木の大精霊は、そう言ってシルヴィを慰なぐさめる。

『それと、今回彼女たちを連れてきてくれた。だから、最悪は免まぬかれたんだよ』

　シルヴィは、まだ白い顔だが、しっかりと顔を上げて木の大精霊を見つめ返す。

「それで、私たちをここに呼び寄せたのは、これの駆く除じよですね」

　木の大精霊の話が終わり、レスカがそう切り出す。

『話が早くて助かるよ。魔物を調教でき、【育成】の加護を持つ君なら、この自我のないグリンテッド・モルドの核を安全に世界樹から切り離せると思うんだ』

「……わかりました。やってみます」

「レスカ。大丈夫か？」

「大丈夫です、この手の魔物は、核さえ確保できれば簡単に切り離せます」

　そう言ってレスカは、グリンテッド・モルドの核らしき緑の塊かたまりに手を掲かかげる。

「いきます。──《従属契けい約やく》！」

　レスカは、自我のない魔物を直接、支配下に置くために《従属契約》の魔法を発動させる。

　レスカの掌てのひらに魔ま法ほう陣じんが展開され、魔法陣の輝かがやきがグリンテッド・モルドの核に宿り、光が収まる。

「レスカ、成功か？」

「はい。大丈夫なはずです。あとは、核を移動させて体を構成している末まつ端たんのカビを自己死し滅めつするように命じれば、終わります」

　そう言って、レスカは、カバンから空あき瓶びんを取り出し、その中にグリンテッド・モルドの核と僅かな緑の綿のようなカビを移して、コルクで蓋ふたをして、末端のカビの死滅を命じる。

　すると、世界樹の大穴に広がっていたカビはどんどんと小さくなり、最終的には、緑色の変色がその後を残すだけになった。

『ありがとう。下手に滅ほろぼそうとするとカビを辺りにまき散らして、多くの核に分ぶん裂れつしたり、毒素をばらまく可能性があったんだ。君に任せて正解だったよ』

「レスカさん、私からもお礼を言わせて下さい！　世界樹を救っていただきありがとうございます！」

　木の大精霊とシルヴィがレスカにお礼を言う。

　レスカは、恥はずかしそうに微笑み、両手でグリンテッド・モルドの入ったガラス瓶を大事に抱かかえている。

　だが、俺は、レスカが心配になり尋ねる。

「確かに上う手まくグリンテッド・モルドを確保できたが、その後はどうするんだ？　瓶に詰つめたまま焼しよう却きやくして討伐するのか？　そもそも所持していて危険じゃないのか？」

　スタッグ・ビートルに寄生して存在し、世界樹を枯からし掛けた魔物だ。

　俺たちが持っていて大丈夫なのか心配になるが──

「大丈夫ですよ。グリンテッド・モルドは、弱い魔物に寄生して移動し、核を定住させる場所を探すカビの魔物ですけど、その討伐ランクは、Ｆ[image: マイナス]マイナス。限りなく無害に近い魔物です」

　そう自信満々に断言するレスカ。

　そのレスカの久しぶりの魔物の話に、少しだけ癒いやされつつ話の続きに耳を傾かたむける。

「それに、寄生相手が強すぎると相手の免めん疫えき力でグリンテッド・モルドが死滅するので必然的に弱い生物にしか移りません」

「それで、レスカ。そのカビの魔物をどうするんだ？」

　俺の疑問にレスカが目を輝かせて断言する。

「牧場町に持ち帰って、チーズを作らせます！　グリンテッド・モルドは、青カビの魔物です。指示すれば、青カビだけじゃなくて、有害なカビを抑よく制せいして、今まで以上に安定してチーズを作り、カビで熟成させることができます！」

　辺境の魔物牧場には、短い期間しか保存に向かないフレッシュチーズか、長期保存に向いたハードタイプのチーズが多かった。

　そこに更さらにカビの魔物によるカビチーズの熟成ができる、と嬉しそうに計画している。

　けれど、レスカの牧場の規模では、カビチーズを作るほどの牛乳の生産量はない。

「とりあえず、一度持ち帰って、他ほかの牧場主と相談します」

「そうか……」

　レスカが生き生きとした様子でカビ魔物について語るので、思わず頭を撫なでると──

「──だから、なんで唐とう突とつに頭を撫でる!?」

　たまに出る荒あらい口調を聞いて、少し安心感を覚える。

「もう、コータスさんは毎回毎回、自然に撫で過ぎです！　びっくりします！　グリンテッド・モルドの瓶を落としたらどうするんですか！」

『キュイ！』

　レスカは、怒おこっているのだろうか、褒ほめているのだろうか。多分、怒っているのだ。

　そして、レスカの抗こう議ぎと同じように、頭にしがみつくチェルナが尻尾しつぽ先でぺちぺちと叩たたいてくる。

「すまない。つい……」

「ついじゃありませんよ！　人が見てるんですよ！　もう……」

　そうしたやり取りをする俺たちだが、木の大精霊やシルヴィからの生暖かい視線にレスカは顔を赤くして唇くちびるを尖とがらせる。

　人が見ているのを気にする、と言うことは身内だけならいいのだろうか……と内心思いつつ、少しずつ気配の薄うすくなる木の大精霊に目を向ける。

『それじゃあ、そろそろ実体化できなくなるけど、後の処理は任せたよ』

「はい、お任せください。二度とこのようなことがないように精しよう進じんします」

『今回は、本当にイレギュラーだから仕方がないよ。それじゃあね。世界樹の巫女殿どの。それに暗あん竜りゆうの保護者殿たち』

　そう言う木の大精霊は、目を細めて慈じ愛あいの籠こもった視線をチェルナに向ける。

『それからよく無事に生まれてきてくれたね。チェルナとは、あの火竜もいい名を付ける。そして、【育成】の加護持ちのところで健すこやかに育つといいよ』

　最後にそう言い残し、ふっと木の大精霊は姿を消し、俺たちもエルフの里に戻って世界樹の若木で起きた出来事を伝えるのだった。




　　　●




　レスカとシルヴィと共にエルフの里に戻り、世界樹の内部から魔ま物ものが出現したことをルンヘン翁おうに伝えた。

　最初は、半信半疑だったルンヘン翁も、俺たちが討とう伐ばつの証明として運んだスタッグ・ビートルの頭部を確かく認にんし、すぐさまエルフの男衆を集めて、世界樹を見に行った。

　そして、スタッグ・ビートルの死体や穴の空いた世界樹の若木、そして、一部変色した穴の内部などを見て、その処置などを決め、夜に当事者の俺たちを集めて、報告してくれる。

「ふぅ、まさか世界樹に魔物が巣くっていたとは思わなかったわい」

　疲つかれたように髭ひげを撫で、俺とレスカ、シルヴィと顔を合わせる。

　木の大精せい霊れいから聞いた話とレスカが確保したグリンテッド・モルドの核を見せられ、そして侵食されていた現場を見て、やっと理解が追いついたようだ。

「それで、世界樹のあの大穴はどうするんだ？」

　スタッグ・ビートルが成長の過程で開け、カビに侵食された穴をそのまま放置するのは不ま味ずいように感じ、ルンヘン翁に尋ねる。

「わしらは、生長した木をくり抜ぬいて住居としておる。そのノウハウを生かして、ゴミを取り除き、カビに侵おかされた部位も削けずり取った後、再度カビないように保護するつもりじゃ」

　ルンヘン翁の家の天てん井じようや壁などに塗ぬられたニスのようなもので綺き麗れいに整えるのだろう。

「それに、あれだけの大きな穴の中に、樹液線があったのはこちらに益をもたらしてくれる」

「そう言えば、木の大精霊が言っていた樹液線ってのはなんなんだ？」

「樹液線とは、世界樹の葉で作られた栄養が樹液となり、枝を通って、幹、根と移動し、世界樹の各所の生育に使われる。その内部を通る樹液を【世界樹の雫しずく】と呼び、稀き少しような甘かん味みである。生長した世界樹では、生長の過程で裂さけた樹液線から【世界樹の雫】が溢あふれ出したり、洞に貯たまって酒に変わることもある」

　とりあえず、稀少なものであるようだ。

　もしかしたら、半年後や来年の交易では、【世界樹の雫】が新たな交易品に追加されるかも知れない。

　そんな話をし、お茶を一口飲んで落ち着いたところでルンヘン翁がレスカに目を向ける。

「レスカ殿には、申し訳ないことをした。知らなかったとは言え、【育成】の加護を理由に魔物のいる世界樹に同行させてしまった」

「い、いえ、謝あやまらないで下さい！」

「それにコータス殿が居なければ、レスカ殿や孫まご娘むすめのシルヴィの命も危なかっただろうし世界樹の危機も救えなかったであろう。だから、感謝させてほしい」

　謝罪と感謝をするルンヘン翁。

　実際に、俺とレスカが同行しなかった場合、シルヴィは危険だった。

　またスタッグ・ビートルの出現が発覚し、討伐した後、グリンテッド・モルドをレスカ以外が下手に対処した場合、核かくが飛散して世界樹にカビが広がった可能性がある。

　シルヴィもルンヘン翁と同様に謝罪と感謝のために頭を下げる。

「お二方には、魔物退治と世界樹の問題の解決、孫娘の護衛といった理由でお礼とお詫わびをしたい。受け取って下さらないか？」

「そ、そんな！　私はただ、コータスさんに守られていただけですし！」

　慌あわてて否定するレスカに、ルンヘン翁はゆったりとした口調で説得する。

「申し訳ないが、受け取りを拒きよ否ひされても困ってしまう。里長や長老として何かを成した者には、相応の物を贈おくり、感謝を示す必要がある。信しん賞しよう必ひつ罰ばつは、エルフの里を維い持じするために必要なのだ」

「それに、レスカさんは遠えん慮りよしましたが、他の見方をすれば、長老が外部の人間に対して、お礼をしない振ふる舞まいを見て、同どう胞ほうのエルフが増長する可能性もあります」

　それは、間接的に今後の異種族間の交易での問題に発展する可能性がある。

「そういうことじゃ。じゃから受け取って下され」

「……わかった」

「……はい。わかりました」

　理解はしたが、納なつ得とくはしてないと言った顔のレスカ。

　俺は、冒ぼう険けん者に依い頼らいした場合は、労働の価値を下げない──という観点から考えて、ここは素す直なおに受けるべきだ、と納得する。

　そして、ルンヘン翁から提案された報ほう酬しゆうは──

「すまないが、この時期に価値のあるものは、先の交易で放出しなかったものか、人間と交易で手に入れたものになる」

　その中でルンヘン翁は、幾いくつかの物品を取り出し並べる。

「コータス殿、ワシがスタッグ・ビートルの体を検分したところ、武器と技量が釣つり合っていないように感じる」

【鑑かん定てい】という加護を持つルンヘン翁は、俺に何種類かの武器を並べ、言葉を続ける。

「コータス殿の持つ剣けんは、鉄の剣。それでよくＣランクの中でも硬かたい甲こう殻かくを持つスタッグ・ビートルを倒たおせたと感心する。じゃが、真竜様を守る者としては、いささか武器が貧弱」

「……あまり、そうしたことに頓とん着ちやくしたことがない。いつも、武器はその場にあるものを使ったりする」

　率直に【頑がん健けん】の加護しかない俺は、【剣術】の加護のように特定の武器に対しての適性がない。

　そのために、どのような状じよう況きようでも、どんなものでも武器として扱あつかえるように、義父やその仲間の元冒険者の騎き士したちに鍛きたえられた。

　だから、質の高い武器というものには、あまり馴な染じみがなかったりする。

「ここに揃そろえられたのは、全部今までの交易で交こう換かんした武具じゃ。素材は、ミスリル。大たい抵ていがエルフの狩人かりゆうどや戦士たちが何らかの成果を上げた時のものじゃ」

　そう言うルンヘン翁に促うながされ、置かれた武器の中から最も使い慣れた長ちよう剣けんを手に取り、鞘さやから刀身を僅わずかに引き抜き確認する。

「……っ！　これを受け取るには、貰もらいすぎだ」

　あまりに美しい鏡面のような銀の刀身に俺の顔が映る。

　実用性重視の無骨なデザインだが、逆に剣としての機能性は高い。圧あつ倒とう的に軽く、取り回しがしやすい、また何より魔力を通しやすい。

　Ｃランクの魔物一いつ匹ぴきを倒した程度でミスリルの長剣を貰うなど、と流石さすがに釣り合わない報酬に辞退するか、より減らすように交こう渉しようしようとするが……

「そう言うと思っておった。じゃから、お主の倒したスタッグ・ビートルの全身は、ワシらが引き取る。その分を上乗せしてミスリルの長剣で納得してもらえないかの？」

「……謹つつしんで、受け取らせて貰おう」

　様々な思いはあり、受け取るべきか迷う中で、一人の騎士としてミスリル製の武器に憧あこがれがあったのは事実だ。その欲よくを理解しつつ、大事に受け取る。

「うむ。次にレスカ殿には、武具は似合わない。そこでエルフの特産品を贈りたい」

　ルンヘン翁が取り出したのは、ロール状に巻かれた一いつ反たんの布地だ。

　薄うす緑みどり色の表面に光こう沢たくがあり、軽く柔やわらかな絹織物だった。

「レスカさん、こちらはエルフの特産のエルフ絹になります」

「えっ!?　あのエルフ絹ですか!?」

　貴族たちの間でも人気の高い超ちよう高級品の絹織物だ。

　翡ひ翠すい色をした布を撫でるレスカは、ほっと感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらしている。

「こんな高級品を貰って良かったんですか」

「はい。もし、レスカさんが世界樹を救って下さらなければ、二度と手に入らなかったことでしょう」

「えっ？」

　シルヴィの言葉にレスカが聞き返すように小さな声を漏らす。

　シルヴィは、微笑ほほえみながらその理由を教えてくれる。

「エルフ絹を出すシルキー・ワームは、一いつ般ぱん的な弱小魔物です。ですけど、餌えさとして与あたえる物の品質によって出す絹糸の質は変わります」

　レスカの知識を確かめるように一度言葉を句切る。

　レスカは、知っていると伝えるように頷うなずき、シルヴィが続きを語る。

「そんなシルキー・ワームの餌に世界樹の葉を混ぜて作られたのが、このエルフ絹なんです」

　シルヴィの語るエルフ絹の秘密に、レスカが目を見開く。

　今日の世界樹の管理を手伝ったために、世界樹の葉っぱは落ち葉のみを集めて使用し、一度に集まる量がそれほど多くないことを知る。

　その葉は、薬などの素材にも使われるために、シルキー・ワームの餌として使われるものは更さらに少ないはずだ。

　また、エルフの里の中を見み渡わたしても常用的に使う布地でないことが分かる。

「そんな、貴重品を。それにシルキー・ワームの餌はエルフ絹の秘密じゃ……」

「いいんです。レスカさんたちはそれだけのことをしたのです。それにエルフ絹は、ただ美しいだけではなく世界樹の葉の成分がシルキー・ワームの体を通して濃のう縮しゆくされているので治ち癒ゆ力増進や抗こう毒どく能力、抗魔法能力を高める布でもあるんですよ」

　なるほど、だから多くの貴族が求めるのか。

　身の安全を高めつつ、だが、ゴテゴテとした身を守る魔道具のアクセサリーを常用しないために。

「ありがとうございます。この布を使ってドレスとかは無理ですけど、小さなスカーフとかハンカチとか、そうした細々としたものにしたいと思います」

　超高級品を受け取ってしまったレスカは、その取り扱いに困りながらも受け取る。

　だが、実際にスカーフにすると言ってもレスカが作るのは、ペロやルイン、チェルナたちの首に巻くスカーフだろうし、ハンカチに刺し繡しゆうをする姿がなんとなく思い浮うかんでしまう。

　とりあえず、ミスリルの長剣とエルフ絹を受け取った俺とレスカは、後のことをルンヘン翁たちに任せ、この場を辞して借りていた宿しゆく泊はく場所に戻もどるのだった。




　それから数日の間、レスカはシルヴィと共にエルフの里を見学し、ジニーとヒビキはリエルと共に精せい霊れい魔ま法ほうの鍛たん錬れんをする。

　俺は、レスカとシルヴィを手伝い、他ほかの交易団の人やエルフたちと交流をしたり、ジニーたちに同行して、精霊魔法の鍛錬を横目に鞘に収めたミスリルの長剣を素す振ぶりして過ごしていた。

　レスカが捕ほ獲かくしたグリンテッド・モルドの扱いについては、牧場町のチーズ工こう房ぼうが引き取り、カビチーズ作りに役立てることになった。

　そして、10日というエルフの里との交易期間を終え、牧場町に帰る前日の夜──

「……レスカ。起きていたのか」

　なんとなく眠ねむれず、外の空気を吸いに出れば、先客としてレスカが立っていた。

「あっ、コータスさん。こんばんは」

　微笑みを浮かべて会え釈しやくするレスカの隣となりに並び、頭を空っぽにして空を見上げる。

　森林の中にあるエルフの里のひんやりとした空気を肺一いつ杯ぱいに吸い込めば、少しだけ気持ちが落ち着く気がする。

　俺が空気を吸って落ち着いたところで、レスカに尋たずねる。

「なにか、考え事か？」

「はい。今回のことや今までのこととか、色々……」

　そう言って、困ったような笑みを浮かべてこちらを見るレスカ。

　俺は、黙だまってレスカの話に耳を傾かたむける。

「実は、ですね。ルンヘンさんに鑑定されて、戦う力がないって断言された時、ちょっとショックだったんです」

　あの日、ルンヘン翁おうからレスカの加護について説明された時、気落ちしているように見えたのは、気のせいではなかったようだ。

「そんなことはない。俺がスタッグ・ビートルと対たい峙じした時、レスカの助言があった。その知識は力になる。それにレスカたちを守るためにペロやルインも戦いに加わってた。間接的だが、レスカにも戦う力はある」

　俺の言葉に、レスカが嬉うれしそうに微笑む。

「コータスさんにそう言っていただけると、少し心が楽になります」

　だけど、と呟つぶやくレスカ。

「確かにコータスさんたちの役には立てました。けど、それは私じゃない誰だれかでも代わりを務めることができると思うんです」

　自じ嘲ちよう気味に笑うレスカは、はっきりとした言葉を口にする。

「私は、コータスさんを助けられる特別になりたいって思って……欲よく張ばりですよね」

　そんなレスカの頭に俺は、手を乗せて撫なでる。

「十分、俺たちの特別だぞ。心を、いつも癒いやしてくれる」

「なっ!?」

　あわわっと顔を赤くして、荒あらい口調が出るレスカ。

「そ、そんな恥はずかしいセリフを平気で言うなぁ！」

　励はげまそうとしたが、励まし方を間ま違ちがえたと思い、内心落ち込み、レスカの頭から手を引く。

「もう、コータスさん、恥ずかしくない方法にしてください！　いつも心臓に悪すぎます」

　そう言って、俺を残して、宿泊している一室に戻ろうとするレスカ。

　ただ、建物に入る直前足を止め──

「でも、嬉しかったので、許します。おやすみなさい」

　今度こそ、寝ねるために宿泊している一室に戻っていくレスカ。

「まぁ、自信を取り戻せて良かった」

　そう呟いて、俺もまた眠りにつけそうだったので、少し時間を置いて部屋に戻る。




























　　　四章　左さ遷せん騎き士しと集団進化







　翌朝、帰り支じ度たくをする牧場町の交易団の人たちは、エルフとの別れの挨あい拶さつをしている。

　俺たちの方も、レスカとシルヴィが別れを惜おしみ、ジニーとリエルはこの10日ほどでかなり親しくなったために別れたくないと泣き、それをヒビキが慰なぐさめている。

（ああ、幼女とスレンダーエルフっ娘こを両手に……幸せ……）

　慰めつつも、煩ぼん悩のうが見え隠かくれするニヤけた顔のヒビキを見て俺は、微び妙みような気分になる。

「ジニー！　今度は私が人間の町に行くわ！　絶対にエルフの里の外に出るんだから！」

「うん！　その時は、あたしが牧場町を案内する！　約束！」

　涙なみだを拭ふいて、目元を赤くしながら約束する二人。

　そんな孫まご娘むすめたちの様子を微笑ましそうに見つめるルンヘン翁と目が合い、会釈する。

「それじゃあ、出発！」

　交易団の代表であるパリトット子し爵しやくが号令を掛かけて交易団が動き出す。

　エルフの精せい霊れい魔ま法ほう使つかいたちが来る時と同じように帰り道を作り出す。

　トレントが作るアーチの中を潜くぐる荷車の後に続き、俺たちも荷車に乗り、その後部から顔を出してエルフの里に別れを告げる。

　白い靄もやに包まれ、トレントたちの作るアーチを抜ぬけて牧場町に戻ってきた。

　牧場町側も交易団の帰りを待っており、持ち帰ったエルフの里の特産品を運び始める。

　その中、先任騎士のバルドルが俺たちを見つけて、近づいてくる。

「コータス、おかえり」

「バルドル、ただいま帰き還かんした。留守中は、問題はなかったか？」

「暗あん竜りゆうの雛ひなに関しては、貴族派は閥ばつの動きは押さえ込んだという連れん絡らくが入った。だから、今後の介かい入にゆうは、処しよ罰ばつ対象になるから問題ないはず……なんだが」

　言い辛づらそうにするバルドルに俺は、何か問題でもあったのかと言葉の続きを待つ。

　そして、バルドルの言葉を聞いた俺は、目を瞑つぶりどうするべきか思案する。

「レスカの牧場の近くで、気絶している身元不明の女性を発見した。十中八九、密みつ偵ていだろうが、記き憶おく喪そう失しつなんだよ」

「厄やつ介かいだな。記憶を失っているって虚きよ言げんの可能性は？」

「分からん。発見したのは、九日前。目立った外傷はなく、今は比ひ較かく的てき落ち着いている」

　俺たちが不在の時、レスカの牧場の近くで所属の違ちがう密偵同士が争ったのだろうか？

「本当に記憶喪失なら、所属も依い頼らい主ぬしも分からないんじゃないか？　どうするんだ？」

「どうするって……ほんと、俺だって頭が痛いんだよ」

　密偵の第一発見者であるバルドルは、頭を乱暴に搔かき、長い溜ため息いきを吐はき出す。

「それと、もう一つ問題が……」

「まだあるのか？」

「こっちは、牧場町全体の問題だ。牧場町の各所で魔物の進化が報告されている。いわゆる──魔物の集団進化ってやつだ」

　俺は、バルドルの報告に天を仰あおぎ、横で聞いていたレスカも尋ねてくる。

「バルドルさん？　進化した魔物の種類と強さは、わかりますか？」

「魔物は、ランドバードやコルジアトカゲ、他ほか数種類の畜ちく産さん魔物が、亜あ種しゆに進化した。強さは、同ランク内の＋プラスになった程度の進化だが……」

　魔物の進化は滅めつ多たに起こらない。もし集団進化したなら、外的要因が存在するはずだ。

「とりあえず、これが進化した魔物の発生地点と種類、町の地図の資料だ」

　バルドルは、レスカに調査資料を手て渡わたす。

　レスカは早さつ速そく、その場で資料を流し読みし、目を閉じて考える。

「これだけじゃ分かりませんね。叔お父じの残した本で何か分かるかも知れないので、一度調べてみます」

「頼たのむ。密偵の方は、俺とコータスが対処するけど、チェルナを近づけないようにしてくれ」

　バルドルの言葉に、俺とレスカが頷うなずく。

　記憶喪失と言っているが、俺たちの警けい戒かい心しんを解く演技の可能性も否定できない。

「それでは、私は牧場に戻もどって片付けをした後、調べ始めます」

「俺は、一度その記憶喪失の密偵に面会してみよう」

　互たがいに、牧場町に戻ってきたばかりなのに、忙せわしなく働く。

　チェルナも場の空気を読んだのか、俺の頭の上からオルトロスのペロの背中に移動する。

　俺は、バルドルに連れられて記憶喪失の密偵と面会するために、町の診しん療りよう所じよにやってきた。

　そして、通された診療所の一室をバルドルがノックする。

「はい。どちら様ですか？」

「俺だ。入るぞ」

　ノックと共に入る清潔感のある病室には、柔にゆう和わな笑えみを浮うかべた女性がいた。

　肌はだは日に焼けていないのか白く、髪かみの毛は落ち着いた深い藍あい色いろをしており、キツく見られる細い目で嬉しそうにしている。

　一見、華きや奢しやに見える体付きだが、その実、瞬しゆん発ぱつ力りよくを鍛きたえられたしなやかさを持っており、外見は、二十代前半である。

　そんな記憶喪失の密偵の女性にバルドルが俺を紹しよう介かいする。

「シャルラ。こいつは、不在だったが今日戻ってきた部下のコータスだ」

「初めまして、辺境警備所属の騎士のコータス・リバティンです」

　自己紹介する俺に対して、シャルラと呼ばれた記憶喪失の密偵が深々と頭を下げる。

「初めまして、コータスさん。よろしくお願いします」

　視線の動きや言動に変わったところはない。

　いきなりの接せつ触しよく対象の登場に動どう揺ようもなく、本当に記憶を失っていると感じた。

「ごめんなさい、バルドルさん。度たび々たび来ていただいて」

「いや、気にしなくていい。この町は平和で暇ひまだからな」

「ありがとうございます。でも、私が何をやっていたのか、大事なことを忘れているのが不安で。それにこうして誰だれかの負担になっていると思うと、申し訳なくて」

「今は無理に思い出す必要はない。ゆっくりと思い出せばいい」
















　バルドルは、そう言って、シャルラを励ます。

　記憶喪失の不安をバルドルの前で口にし、シャルラが落ち着いたのを見計らい、バルドルが話を切り出す。

「それからシャルラ。お前の希望が通ったぞ」

「バルドルさん、それって……」

「医師の見立てでは、体は健康体だ。だから、すぐにでも退院して日常生活に戻れるって話だ。とは言え、記憶喪失だ。しばらくは、俺の方で探した仕事を紹介しよう」

　身元不明者や生せい活かつ基き盤ばんのない人間を保護するのは、騎士の職務内だが、その後の生活支し援えんは、役所の仕事である。

　バルドルの行動も騎士としては、役場の連れん携けいとも取れるが、入れ込み過ぎている様子が否いなめない。

「それじゃあ、シャルラ。また来る。今度は町の案内と仕事を紹介しよう」

「はい、待っています」

　バルドルの言葉にシャルラが嬉うれしそうにはにかみ、頷くのを見て、俺たちは退出する。

　その後、役場に移設された騎士団の一室に移動し、バルドルと話す。

「……バルドル。彼女は、本当に密偵なのか？」

「ああ、彼女の所持品を押おう収しゆうして確かく認にんした。密偵への命令やメモなんかは廃はい棄きされているが、武器や道具なんかは、密偵の基本装備だ。今は、この騎士団の一室に保管してある」

「そうか。その所持品を見せて、記憶が戻る可能性があるのか？」

「あー、それは、今悩なやみ中だ。今見せるべきか、もう少し落ち着いてから見せるべきか」

　何が原因で、ああなったのか分からないと悩んでいるバルドル。

　俺も幼少期の記憶がないために、記憶のない不安は分かるつもりだ。

「それじゃあ、シャルラの記憶は、一生戻らないのか？」

「いや、医師の話だと、断片的にだが思い出し始めているようだ。だが、肝かん心じんの自身が倒たおれる前の記憶が思い出せないらしい。魔ま法ほう薬なんかが影えい響きようした一過性の記憶喪失だと」

「そうか。なら、思い出せる可能性があるんだな」

　それを聞いて、俺は少しだけ安あん堵どする。

「けど、だれがシャルラに魔法薬を使った？」

「わからん。周囲には血けつ痕こんもなかった。だが、一応、足あし跡あとなどが複数あったから仲間も居た可能性はある」

「ますます分からない。仲間割れ？　それとも敵対する勢力の密偵同士の暗あん闘とう。けど、怪け我がや争った痕こん跡せきもないと……」

　頷くバルドルに、俺は、頭を搔く。

「しばらくは、シャルラに日常生活を送ってもらって。記憶を取り戻し始め、精神が安定したら、押収した道具を見せようと思う」

　バルドルの提案には、俺も同意し、シャルラの暫ざん定てい的な処しよ遇ぐうを決める。

　ただ、一言──

「バルドル」

「なんだ？　あと、一応上司なんだから、さん付けしろよ」

「少し入れ込みすぎじゃないか？」

「…………」

　俺の指し摘てきに、自覚があるのか黙だまり込むバルドル。

　そんなバルドルを置いて俺は、レスカの牧場に帰る。

「コータスさん、お疲つかれ様です。どうでした？」

「レスカ、ただいま。こっちは一段落付いた。そっちは？」

「今、荷車の中身を片付けているところです」

「なら、手伝おう」

　先に帰ってきたレスカとヒビキは、交易で交こう換かんした積み荷などを下ろしていた。
















　俺も荷下ろしを手伝い、俺が重い物を担当し、レスカとヒビキが小物を担当する。

　その後、夕暮れ前まで牧場の管理を手伝う中、牧場の各所で俺たちの帰りを出で迎むかえてくれたコマタンゴたちを見つける。

「……ただいま、って言っても分からんか」

　足元に寄ってきたコマタンゴにそう呟つぶやくと、満足したようにキノコの笠かさを縦に振ふり、レスカの牧場内を自由気ままに動き始める。

　他にもペロを丸っこい手先で触ふれて確かめているコマタンゴ。

　リスティーブルのルインに齧かじられ、そのまま食べられるコマタンゴ。

　チェルナと見つめ合っているコマタンゴなどの姿が見られた。

「まぁ、俺たちが帰ってきて喜んでいるのか」

　約10日間の不在で連れ出せなかった魔物たちだ。

　自我があれば、帰ってきたことを喜んでもおかしくない。

　ただ、10日ばかり留守にしたために、コマタンゴの数が若じやつ干かん増えているようだ。

　明日には、手足を切って、干しキノコや牧場町の商店に出荷できるように数を調整しなければ、と思ってしまう。

　そんな風に思う俺は、大分この牧場町に慣れてきたような気がする。
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　それから３日間、レスカとヒビキは、空いた時間にバルドルから受け取った魔物の集団進化の資料を読み解き、レスカの叔お父じの残した魔物研究の資料やヒビキの【賢けん者じやの書庫】を使って、今回の異変の原因を探さぐる。

　夕食後に、食堂のテーブルに調べた資料を広げて俺とレスカ、ヒビキが調査内容を確認していた。

　この時間にはチェルナは眠ねむってしまうので、先にペロがレスカの寝しん室しつに連れて行っている。

「えっと、ここの牧場の異変の日付と内容がここで、ここがここ……と」

「不思議ですね。異変発生の日付を整理すると、【魔の森】北東側の牧場から少しずつ魔物の集団進化が起こっています」

「何でかしらね？　【魔の森】から魔物を進化させる物質でも流れ込んでいるのかしら？」

　レスカとヒビキは、地図上に魔物の集団進化の事例を整理し過去の事例を調べたが、どうやらあまり調査は進んでいないようで難しい顔になっている。

　俺は、調査などは門外漢であるために、二人にお茶を淹いれて見守ることしかできない。

「なにか分かりそうか？」

「そうですね。過去の事例で【魔の森】や鉱山から有害物質が流れ込んでくることがあって、それによる魔物の集団変死やその毒物に適応するための進化はあるんですけど……」

　毒物による進化は、自らが毒化することでその環かん境きように適応する。

　そうした進化は、だいたいが毒系の魔物になるが、バルドルから受け取った資料には、進化した魔物の有毒化は、報告されていない。

「こっちもダメね。魔物の進化を促そく進しんさせる物質については、多くの賢者が考えたみたいだけど、発見はできていないらしいわ」

　古くから、なぜ魔物が進化するかということは、冒ぼう険けん者や騎き士しの間でも議論されているが、答えは出ていない。

　それほどまでに魔物の進化というのは、複雑怪かい奇きなのだ。

　既き存そんの種族が誕生するかと思えば、未知の新種が誕生したりする。

「……ただ、魔物の集団進化には、共通点があるんです」

「共通点？」

　レスカは、本から目を上げて俺に一本ずつ指を立てて説明してくれる。

「まず、飼育されている牧場の中でも群れの長や次代の長のような個体に変化が見られるんです」

「分かりやすく言うと、長く生きて経験値を溜ため込んだ個体が条件を満たして進化した感じかしら？」

　レスカの説明に、ヒビキが補足するが、ヒビキの説明の方が少し分かりづらい。

　つまり、それなりに経験を蓄たくわえた魔物が進化を遂とげたとも言える。

「次に、特に強い脅きよう威いに遭そう遇ぐうした魔物の中から進化した個体が出現したらしいです」

「こっちは、戦いによる経験値を獲かく得とくした個体ね」

　例えば、クレバーモンキーの突とつ然ぜん変へん異いのハグレ個体と率先して戦った魔物。

　ジニーとヒビキを攫さらった後、森に落ちた暗あん竜りゆうの卵を狙ねらう魔物と戦ったトレントたち。

　真竜・アラドが上空を通過した範はん囲いの魔物牧場の魔物や平原に降り立った時にその姿を見た魔物。

　それらの範囲の魔物の中で進化した個体が多いように感じる。

「強すぎる相手と遭遇しただけでも経験値を得たのね、きっと」

　うんうん、とヒビキは一人納なつ得とくするが、その経験値というのは新しい概がい念ねんな気がする。

　経験を蓄えた魔物たちが進化するのは、今までの経験則的に分かるが──

「進化した理由は、分かった。だが、戦う力のない畜ちく産さん魔物に進化したようだが」

　資料の一部には、例外として進化して魔物としての討とう伐ばつランクが下がった個体もいる。

　それについてのレスカの見解は──

「ボア種の新種魔物は、オリバーの牧場にいるブラック・バイソンと同じように一定数食べられても、強者の庇ひ護ごを貰もらえるように味や栄養の面で進化したと予想できます。カーバンクル牧場の魔物も宝石を好む脅威ならば、美しい宝石を生み出せる付加価値が庇護に繫つながります」

　レスカのいう魔物の生き残り戦略だと考えれば、理に叶かなう。

　そう納得する一方で、魔物の進化の発生地点には、偏かたよりがある。

　それが、普ふ段だんのレスカの行動範囲と比例しているのは、ただの偶ぐう然ぜんだろうか。

「調査した結果、進化した魔物の中には討伐すべき魔物はいないので、各牧場の産業の可能性が広がっただけですね」

　レスカは、安心したように微笑ほほえむ。

　この資料の中の畜産魔物には、レスカが手伝いで飼育に関かかわった魔物も含ふくまれている。

　進化した結果、魔物を討伐しなくてはいけない可能性があったが、今回は即そく座ざに討伐するほどの脅威ではないと分かり、安堵したようだ。

「私たちが調べた結果、原因不明とバルドルさんや町の重役のリアお婆ばあさんにも伝えましょう。引き続き、牧場に赴おもむいて調査しますが、警けい戒かいから経過観察に移行していいと思います」

「まぁ、分からないことをこれ以上悩んでも仕方がないし、私はもう寝ねるわ。お休み～」

　調査した内容や本を片付け始めるレスカと自室に戻もどるために立ち上がるヒビキ。

　俺もレスカの片付けを手伝うために、辺境の牧場町の地図を手に取り気づく。

「そう言えば、この空白は……」

【魔まの森】側から順番に発生する魔物の進化や変化だが、一番【魔の森】に近いレスカの牧場は、なんの異変もないことになっていた。

　だが、ふと思い出す。異変がないわけではない。

「……ルインが身体強化の魔法を使ったのは、確か」

　真竜アラドが襲しゆう来らいした直後に、身体強化の魔法を習得して俺を撥はね飛ばしたリスティーブルのルイン。

　レスカ自身、問題と認にん識しきしていないが、もしそれが最初の変化だとしたら、真竜アラドの襲来直後から始まっていたことになる。

「……少しアラドに話を聞いてみるか」

　俺は、そう呟き、レスカの片付けを手伝った後に自室に戻り、ベッドに腰こしを下ろす。

　自分の中の青白い魔力を感じ、それとは別に、外部に繫がる赤い魔力に意識を向け、心の中で語りかける。

『アラド、聞こえるか？』

『コータス、貴様か。チェルナの様子はどうだ？』

『少しエルフの里に避ひ難なんしたが変わりはない。リスティーブルのミルク以外に少しずつ離り乳にゆう食しよくのようなものを食べ始めた』

　俺が魔力を通した先で真竜アラドと念話が繫がる。

　アラドの用意した試練に打ち勝った俺は、チェルナの保護者と認められ、真竜族間での俺の身元を保証する親と子の契けい約やくが結ばれている。

『そうか、エルフの里か。それに離乳食を食べるようになったか』

『ああ、だが、少しずつの訓練でまだリスティーブルのミルクが主食だ』

　絶対強者の真竜アラドだが、チェルナの報告を聞いている時は、極ごく々ごく普ふ通つうの子どもを可愛かわいがる人物のように思える。

『すまないが、まだ離乳食は早かっただろうか？』

『いや、それは個体差だろう。チェルナは些いささか他ほかの竜の雛ひなに比べて早熟なのやもしれぬ。あと、本来なら真竜の雛には、親竜が咀そ嚼しやくした肉を唾だ液えきと混ぜたものを与あたえるが、とても味気ないものだ。それに比べてチェルナは、多くの味覚に触れ合っているのだろう』

『そうか。レスカには伝えておこう』

　将来チェルナは、グルメな暗竜になりそうだ。

　その他、毎日どのように過ごしているかや、精せい霊れいの生み出した炎ほのおを食べたなどの話をアラドは念話越ごしに聞く。

『チェルナは、炎を食べたが、真竜族では普通なのか？』

『それは、暗竜の特性だ。暗竜は、月面に里を作り、宇宙の暗黒空間内に存在する数少ない魔物を餌えさとしているが、それ以外にもエネルギーを吸収することで養分を摂せつ取しゆすることができる。その吸収特性ではないか？』

『そうか。体への異常とかは？』

『あれは、食事であり、暗竜の防ぼう御ぎよだ。妨さまたげる必要もない』

　そういうアラドの言葉に、そういうものかと納得する。

『報告は以上だ』

『そうか、ご苦労』

『アラド、少し時間はあるか？　聞きたいことがある』

『なんだ？』

『お前がこの牧場町を訪おとずれて以降、魔物たちの集団進化や変化が発生している。何か心当たりはないか？』

『…………』

　俺の言葉に念話越しのアラドが黙だまり込むが、しばらく待つと、アラドからの返事がくる。

『……心当たりはない』

『そうか。すまなかった』

『その魔物の集団進化は、チェルナに被ひ害がいが及およぶ可能性があるのか？　あるならばその牧場を灰かい燼じんに帰きし、チェルナを連れて帰らねばならん』

『その必要はない。現状、危険はないとの判断が下された。だが、原因が分からないだけだ』

『ふむ。我はまだ真竜の中では若じやく輩はいの部類。真竜の里にいる長老たちに聞けば何か分かるかも知れぬな』

　真竜族の長老って何歳の個体だろうか。

　もはや伝説の古代竜などと呼ばれる存在なんだろう、などと思ってしまう。

『話がないなら、我は寝る』

　素っ気ない念話と共に、アラドとの念話が途と切ぎれた。

　真竜のアラドでも分からないとなると調べる手立てはないために、俺も大人しく寝ることにした。

　翌朝、牧場町で起きた集団進化などの異変の最初の場所が、このレスカの牧場ではないか、と感じた俺だが、それをレスカに伝えることはできなかった。

「まだ確証もないしな」

　リスティーブルが身体強化の魔法を使うようになったのも偶然かも知れない。

　他の魔物にも変化があれば、レスカに伝えることを決め、俺は裏手の井い戸どに来ていた。

「ピュアスライム。進化していてくれるなよ」

　日常的に使っている浄じよう化か水を供給してくれるピュアスライムの浄じよう水すい槽そうの前に立ち、組まれた足場を上っていく。

　そして、水の注ぎ口の蓋ふたを大きく開け、中が見えるように陽光を入れる。

　巨きよ大だいな特注樽たるの浄水槽の底に蠢うごめく透とう明めいなスライムとその核かくが存在していた。

　細かなゴミや埃ほこりを取り込み消化し、浄化された水を溜め込むピュアスライム。

　とりあえず、見た感じ、ピュアスライムに変化はなさそうだ。

　ここ数日、使用した浄化水も味や品質が変化したなどという話は、レスカから聞いていない。

「やっぱり杞き憂ゆうだったか」

　俺は、そう呟つぶやき、特注樽の中に減っていた水を補うために井戸から水を運び始める。

「ん？」

　ふと、視線のようなものを感じて振ふり返る。

　また放牧されたリスティーブルのルインが様子見に来たか？　と振り返る先には、コマタンゴが数匹ひき集まって俺を見上げていた。

「どうしてここに……いや、ここは湿しつ気けが多いから過ごしやすいか」

　井戸の側そばでもあるし、井戸やピュアスライムの浄水槽から漏もれる湿しつ気けを求めてきたのか、と思い、気にせずに水みず汲くみを続けていると、いつの間にかコマタンゴたちはいなくなっていた。

「コータスさん。ご飯ですよ～」

「わかった！　今行く！」

　俺が、レスカに呼ばれて朝食の席に着くと、のろのろと眠ねむたげに起きてくるヒビキ。

　ペロとチェルナも集まって朝食を取る。

「そう言えば、魔物の集団進化についてリア婆さんに伝えるのは、いつにする？」

「今日は、リスティーブルのミルクとピュアスライムの浄化水、コマタンゴや畑で採れた動く野菜を売りに行くので、配達のついでに報告しましょうか」

　俺やレスカ、ヒビキ。時折ジニーも加わり、食材が消費される。

　だが、それでも畑で採れる野菜は多量で、消費しきれないほどである。

　そのため一部の野菜は、売って現金化する。

「私の予定は配達ですけど、ヒビキさんは、なにかお仕事の予定ありますか？」

「私は、午前に革かわ細工職人との打ち合わせがあるわ。その後は、午後からお休みよ」

「休きゆう暇かかぁ。休みは何をするんだ？」

「そうね。気分転てん換かんにジニーちゃんを誘さそって、牧場町のお店とか案内してもらおうかしら！　ほら、ジニーちゃんは、冒ぼう険けん者になるために剣けんの素す振ぶりとか魔法の練習とかしてるでしょ？　でも休みも必要だと思ってね！」

　ヒビキの言葉に一理あると思う俺だが、次のヒビキの一言にガクッと肩かたを落とす。

「うへへっ、ジニーちゃんとデートよ。牧場町にも服ふく飾しよく系のお店があるって聞いたし、色々と着き飾かざって可愛かわいい姿とか見るわよ」

　うへへっ、って、年とし頃ごろの少女が口にしてはいけない言葉だろと俺は内心思う。

「レスカちゃんも働き詰づめなんだから、たまには休まなきゃだめよ。体壊こわしちゃうんだから」

「えっ、その、私、無理してませんよ？　ちゃんと休んでいますよ」

　ヒビキに指し摘てきされて、困ったような微笑みを浮うかべて答えるレスカ。

　確かに午前中は、自身の牧場や畑の管理をするが、午後に他の牧場主の手伝いがない日は、自由に過ごしている。

　午後は休みのついでに、食材の買い出しで好きなお店を見て回るそうだ。

「それに無茶すると、どうしてもペロに止められちゃいますから」

　困ったように微び苦く笑しようを浮かべるレスカと朝食の肉を食べている途と中ちゆうで話題に上がり、当然とばかりに胸を張るペロ。

　そんなペロの二つの頭に自然と手を伸のばし、撫なでる。

　ちゃんと主あるじであるレスカを見ていて偉えらいな、と内心褒ほめる。

「でも、そうですね。そろそろ雨季も近いですし、雨季が過ぎれば、夏ですから今のうちに洋服を仕立てて貰もらわないと」

「俺も少ない衣服でこの牧場に左さ遷せんされたからな。衣服の替かえは欲ほしいな」

　日常的にルインのストレス発散と魔物同士が戦う決けつ闘とう魔物の訓練のために突とつ撃げきを受け止め、撥ね飛ばされたりと、魔物を相手にして衣服の消しよう耗もうが激しい。

　激しい戦せん闘とうでは、クレバーモンキーの突とつ然ぜん変へん異いのハグレ個体や真しん竜りゆうアラドのブレスで衣服が駄だ目めになったこともあり、当初持っていた衣服は大分捨ててしまった。

　今は、レスカの叔お父じが残した服を借りているが、やはり自分の衣服を新しく買い揃そろえるべきだろう。

「それなら明後日、買い物に行きましょうか。その時、魔物の進化が起きた牧場も見て回りましょうか」

「そうだな。その日は俺も非番だし、買い物に行こうか」

　俺とレスカが予定を決める一方、ヒビキが若じやつ干かん悔くやしそうにしている。

「ぐぬぬっ、私の休みは、今日と明日だけ！　その後は、革細工への魔法の付ふ与よのお仕事があって、レスカちゃんと買い物に行けない！　これは、お義ね姉えちゃんに対する罰ばつなの!?」

　両手で顔を覆おおい、泣き真ま似ねをするヒビキだが、俺は冷たくあしらう。

「お前は、姉じゃないだろ。あと罰じゃなくて仕事だろ」

「そうとも言うわね」

　相変わらずなテンションに溜ため息いきが漏れる俺と苦笑いを浮かべるレスカ。

「それじゃあ、今日もお仕事頑がん張ばりましょうか」

　食事を終えた俺たちは、それぞれの仕事に向かう。

　ルインを牧場内に放牧した俺とレスカは、リアカーを用意してそこに牧場や畑で採れた畜ちく産さん物を載のせて、ペロに牽ひいてもらう。

　いつもの巡じゆん回かいルートをリアカーで配達し、リア婆ばあさんの薬屋にも訪おとずれる。

「浄化水の配達にきました」

「今日も配達ご苦労だね。早さつ速そく、エルフの里の薬草で薬を作るところだよ」

「レスカ姉ちゃん、コータス兄ちゃん。こんにちは」

　リア婆さんの後ろから軽く会え釈しやくしてくるジニーに俺とレスカは、微笑ほほえみ返す。

「少しお邪じや魔まして良いですか？　魔物の集団進化現象について話したいことがあるので」

「わかったよ。それならリアカーは裏に回して中に入りな。浄化水の運び入れもそっちから頼たのむよ」

　俺とレスカは、リア婆さんの指示でリアカーを裏手に回し、ピュアスライムの浄化水のタンクを運び込む。

　そして、リアカーの見張りにペロがお座りの状態で待ち、チェルナは滑かつ空くうして俺の背中によじ登ってくる。

　薬屋の中に入ると、俺とレスカは、リア婆さんに勧すすめられて椅い子すに座る。

　レスカがリア婆さんと対面し、俺はジニーの近くで話に耳を傾かたむける。

「レスカたちに調べてもらってるのは聞いてるよ。それで何か分かったかい？」

「いえ、叔父の残した本の中にも有用な情報はありませんでした」

　レスカが首を横に振りより詳くわしく説明すると、リア婆さんは、困ったように溜息を吐はき出す。

「各牧場の判断で対処は、可能と。それに、魔物の進化で生産物の幅はばが増えただけ……」

　リア婆さんの言葉に、レスカが頷うなずく。

「わかった。当分は、魔物たちは様子見の方向で町の重役を説得しよう。もし、他ほかに危険な魔物に進化したらバルドルや町の自警団がいつでも討とう伐ばつに動けるように伝えておく。もちろんその時は、コータスにも働いてもらうよ」

　俺にもリア婆さんが声を掛かけてくるので、レスカ同様に頷く。

「お願いします。そういう事態にならなければいいですけど」

　レスカが眉まゆ根ねを下げて心配そうに呟けば、リア婆さんがレスカの頭を撫でる。

「あんたは相変わらず、優やさしい子だね。でも、ちゃんと線引きしなきゃいけない。それが魔物牧場主の務めだよ」

「はい、わかっています」

　こうしてレスカの報告が終わり、俺たちは、外に置いてあったリアカーに戻もどる。

「ペロ、お待たせ」

『『ワフ』』

『キュイ！』

　リアカーの側そばで待っていたペロと合流し、チェルナもペロに頰ほおずりする。

　そして、俺たちの見送りに出てきたジニーを見て、ふと思い出す。

「そう言えば、ジニー」

「ん？　なに？　コータス兄ちゃん」

「ヒビキが次の仕事までの間、休みを貰えるらしい。ジニーを買い物に誘うようだぞ」

「げっ……ヒビキ姉ちゃんと二人っきり」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をするジニーだが、リア婆さんは、軽く驚おどろきつつも嬉うれしそうだ。

「おや、あの子が来るのかい。ジニー、良かったじゃないか、遊びに誘ってくれて」

　ベタベタと触さわってくるヒビキを警けい戒かいしているジニーだが、リア婆さんは、ヒビキのことをかなり信しん頼らいしているので、二人で出かけることを勧めてくる。

　それに、ジニーは、薬屋のリア婆さんの手伝い、冒険者としての鍛たん錬れんや魔ま法ほうの制せい御ぎよ、レスカの牧場仕事の手伝いなど、子どもとしてはかなり働き者だ。

　そのために、少しでも遊ぶようにリア婆さんが勧めた結果、ジニーが渋しぶ々しぶ納なつ得とくした。

「わかった。行ってくる」

「ああ、楽しんでお行き。ついでに、お小こ遣づかいも上げるから好きなお菓か子しでも買って食べなさい」

「それでは、私たちは、配達に戻ります」

『キュイ！』

　レスカが会釈しチェルナも小さな手を振って、ジニーとリア婆さんに挨あい拶さつする。

　そして、ペロがリアカーを牽いて配達を再開する。




　　　●




　俺とレスカは、幾いくつかの配達先に食材を届ける。

　その配達先の中には、とある魔物牧場があった。

「はい。リスティーブルのミルクをどうぞ」

「いつもありがとうね。うちの子どもが背を伸ばすからって欲しがるのよね。はい、それじゃあ、お代の代わりの水寒石よ」

　レスカは、配達先の牧場の畜産魔物から採れる水寒石をお代の代わりに受け取る。

「それは、ウンディーネ・クリスタル。また魔法の触しよく媒ばいに使える貴重品か」

「そんなんじゃありませんよ。魔法の触媒に使えない小こ粒つぶのものですよ。それにウンディーネ・クリスタルは、誤解で付けられた呼び名です」

　レスカが訂てい正せいを入れつつ、この水寒石と呼ばれる結けつ晶しようについて、詳しい説明をしてくれる。

「この水寒石が何な故ぜ、別名でウンディーネ・クリスタルと呼ばれているかと言えば、この幻げん影えい蟲ちゆうが成育する場所は綺き麗れいな泉などの水場が多いんです。

　そうした場所では、度たび々たび実体化した水精せい霊れいを見ることができ、そうした場所の水底に堆たい積せきしている水寒石を見つけた人々がウンディーネと関連付けたと言われています」

「そうだったのか。それで幻影蟲ってのはどんな魔物なんだ？」

「コータスさん、よく聞いてくれました！　幻影蟲とは、幼虫では小石程度ですけど、水寒石の採れる成虫だと、掌てのひらの半分ほどの大きさから十年で両手で支えるほどの大きさまで成長するんです！

　普ふ段だんは、水底の石に擬ぎ態たいして、水草やコケなどを食べて生きていますが、自身の住すみ処かが荒あらされると感じると、周囲の幻影蟲と同調して、幻まぼろしを生み出すんです。

　それは、周辺にいる生物の思念を受け取り、相手の思ったものを見せるらしいんです」

「相手が考えた幻影？」

「そうです。空腹な獣けものなら、旨うまそうな餌えさを、恐きよう怖ふを抱いだいているのなら、恐おそろしい怪かい物ぶつといった感じで、泉の神秘性や環かん境きようを守る守護者でもあるんです！」

　そう言って締しめくくるレスカの説明に、目の前に居る当の幻影蟲牧場の奥さんは、微苦笑を浮かべながらも間ま違ちがっていないと頷く。

　それにしても、ウンディーネと誤解された魔物が住処を守るために幻影を見せるのか。

　もしかしたら、水辺に下心を持って近づいた人に、美女の幻を見せたからウンディーネと関連付けられたのかもしれない、などと思ってしまう。

「けど、育てる牧場主が幻影に掛かったりしないのか？」

「単体では臆おく病びような魔物ですので幻影は滅めつ多たに見せませんし、周囲の幻影蟲と同調するので、各水すい槽そうには、20匹ぴきまでしか入れないようにしているらしいですよ」

　そうなのか、と納得しつつ、幻影蟲の牧場の奥さんが平べったい川辺の石のような蟲むしの魔物を一匹見せてくれる。

　幻影蟲の眼は、綺麗な水すい晶しよう体たいをしているので、そこが水寒石になるようだ。

　そして水寒石は、魔力を込こめれば冷気を発するので、痛みやすい野菜や肉、リスティーブルのミルクなどの生せい鮮せん食品の保冷に使われている。

　水寒石を複数揃えられれば、冷やすだけでなく氷も生み出すことができるらしい。

　だが、使用すると徐じよ々じよに劣れつ化かするので、定期的に交こう換かんする必要がある。

「それじゃあ、またミルクを頼むよ！」

　そうして、水寒石を受け取り、リアカーに載せて、最後の配達場所に向かう。

「次は、食材の配達ですね」

「配達先は確か、宿屋だったか？」

「正確には、町の南側の宿屋兼酒場ですね。行商人さんたちが商品を仕入れるために泊とまったり、町の牧場主さんたちが集まって料理やお酒を楽しむんですよ」

　レスカは、ペロに指示してリアカーを牽かせて宿屋に向かう。

「着きましたね。それじゃあ、ペロは待ってて下さい」

　行商人が荷馬車を停とめる場所が空いており、そこにリアカーを止めて俺は、チェルナを頭にしがみつかせたまま、レスカと共に採れ立て野菜とコマタンゴを持って店内に運ぶ。

「あら、レスカちゃん。いらっしゃい。それにチェルナちゃんはいつも可愛かわいいわね」

　宿屋の受付では、宿屋の女将おかみさんである中年女性が俺たちを迎むかえ入れた。

「牧場で採れた食材を届けに来ました。受け取りをお願いします」

「それなら、いつもみたいに食堂の方に運んでちょうだい。うちの旦だん那なが夜の仕込みをしているところさ」

　宿屋の女将さんの指示で宿屋と併へい設せつされた酒場兼けん食堂に食材を運ぶ。

「いらっしゃいませ！」

「すみません。食材の配達に来た者です」

「はい、少し確かく認にんしますね」

　レスカが声を掛けるとレスカより少し年上の給仕の女性が振ふり返る。

　俺は、その女性を最近見たばかりであり、内心驚き、チェルナを迂う闊かつに外に連れ出したことを後こう悔かいする。

「あっ、食材配達の人と、バルドルさんと一いつ緒しよにいた騎き士しさん？」

　給仕していた女性は、記き憶おく喪そう失しつの密みつ偵ていのシャルラである。

　落ち着いた色合いのワンピースにエプロンという大衆食堂の給仕らしい格好だ。

（コータスさん、お知り合いですか？）

（記憶喪失の密偵のシャルラだ。前に伝えたと思うが……）

　こっそりと尋たずねてくるレスカに、俺がそう説明する。

　レスカには、記憶喪失の密偵については、そこまで詳しく教えなかった。

　退院して日常生活を送れるようにするとは聞いていたが、まさか配達先の宿屋で働いているとは思わなかった。

　それにチェルナがいる時に遭そう遇ぐうするのは、不ま味ずいとレスカも気がついたようだ。

「どうして、ここに？」

「バルドルさんの計らいで退院して、昨日からここで住み込みのお仕事をもらったんです。今は、給仕として少しずつお仕事を覚えているところです」

　そういうシャルラの視線が俺と俺の後頭部にしがみつくチェルナに向く。

　シャルラのキツそうな目がチェルナを見て、驚きに見開かれると共に、俺とレスカに緊きん張ちようが走る。

「黒い、小さな、ドラゴン？」

「……まぁ、そうだな」

『キュイ！』

　よろしく、とでも言うように俺の頭にしがみつき、片手を上げるチェルナ。

　真しん竜りゆうの名前が出ないのは、わざとなのか、それとも本当に記憶喪失なのか。

　もし危害を加える気なら勘かんの鋭するどいペロが、表からでも吠ほえて警告するはずだ。

　それに、目の前に対象である俺とチェルナが現れて、動どう揺ようした様子はないために、記憶を取り戻す切っ掛けにはならなかったようだ。

　そんなシャルラとの遭遇に新たな人物が加わってくる。

「すまない。遅おそめのランチか賄まかないでも貰もらえないか？　腹減った……って、お前たち」

「あっ、バルドルさん、いらっしゃいませ」

　食堂で食材を持って突つっ立っている俺とレスカ、それにチェルナ、シャルラと順番に目を向けるバルドル。

　その時のシャルラの表情は、柔やわらかな微笑ほほえみを浮うかべていた。

　当のバルドルは、愛あい想そ笑いを浮かべながら、俺に近づき耳打ちしてくる。

（まさか、シャルラの仕事の斡あつ旋せん先を伝える前にコータスたちが来るなんて、なんで来た？）

（レスカの食材の配達だ。退院するのは知っていたが、居場所くらい先に教えろ）

　互たがいに小声で不満をぶつけて睨にらみ合いをする一方で、嬉しそうな表情を浮かべるシャルラと満まん更ざらでもなさそうなバルドル。

　レスカは、記憶喪失の密偵ということを知っているが、普ふ通つうにシャルラに話しかける。

「この食材を運びたいので、運ぶ場所への案内をお願いしてもいいですか？」

「はい、わかりました」

　レスカは、シャルラに案内を頼たのみ、食材を所定の位置に置きに向かう。

　そこには、宿屋の親おや父じさんが食材を確認するために待っていた。

「今日、採れ立てってことで見させてもらうよ」

「はい、お願いします」

　宿屋の親父さんは、食材の入った箱を開けて、中を確認する。

　シャルラも仕事を覚えるために横から食材を覗のぞき込み、感かん嘆たんの声を上げる。

「すごい、立派な野菜ですね」

「魔物産の野菜は、やっぱりいいな。どんな料理を作るか楽しみになってくる。それで、そっちは、いつものか」

　親父さんは、新しん鮮せん野菜を奥に運び、次に手足を切られて動かなくなったコマタンゴがぎっしりと詰つめられている箱を開ける。

「ひっ!?」

　キノコの傘かさが綺麗に並べられたコマタンゴを見て、小さな悲鳴を上げるシャルラに目を向ける。

　顔は真っ青になり、引き気味な様子でコマタンゴを見つめる。

　すると箱の中の一匹が、もぞりと箱の中で動き出す。

「きゃっ!?　来ないで！」

　後ずさり、足を縺もつれさせて転び、顔を庇かばうように手を交差させるシャルラ。

「どうした！　シャルラ！」

　そんなシャルラの悲鳴を聞いて、食堂で待っていたバルドルが飛び込んでくる。

　だが、怖こわがる対象が人じん畜ちく無む害がいな菌きん糸し魔ま物ものであるコマタンゴ一匹である。

　それを見たバルドルは、怪け訝げんそうな表情をする。

「ど、どういうことだ？」

「すみません。出荷したコマタンゴに手足のついた子が紛まぎれていたみたいです。ダメですよ、勝手に入り込んじゃ」

　レスカは、箱から出ようと足あ搔がくコマタンゴをガシッと鷲わし摑づかみにして捕つかまえる。

　本能のみで動き、契けい約やくした上位者であるレスカの命令しか受けないコマタンゴを𠮟しかっても意味を理解していない気がする。

　だが、レスカに捕まってもシャルラの方をじっと見ているような気がする。

　まぁ、顔があるかどうかは分からないが……

「シャルラ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「え、ええ……」

　バルドルが手を差し伸のべて立ち上がらせるが、その怖がりようは普通ではない。

「シャルラは、キノコがダメなのか？」

「そんなことは、ないと思う……けど、なんだか、とても怖くなったわ」

　シャルラ自身が震ふるえる手を押さえようとするが中々収まらない。

　確かに、コマタンゴのような小さなものが群体として存在する様に嫌けん悪お感かんなどを抱くことはあるが、それとは少し違ちがうように感じる。

「あー、今日の仕込みは、コマタンゴを使った料理の予定だけど、シャルラちゃんは、苦手そうだな。空いている時間に仕込みを手伝ってもらう予定だが……できそうにないな」

　首を横に振って泣きそうな顔のシャルラに溜ため息いきを吐はく宿屋の親父さん。

「とりあえず、今日は休んだ方が良い」

「だけど、お仕事を貰って……」

「構わん。それよりも調子を戻もどすのが先だ。体は資本ってな」

「シャルラ。今は休むべきだ」

　親父さんに説得され、震える体をバルドルに支えられて休むように誘ゆう導どうされる。

　そのバルドルの後ろ姿を見ると、どこか騎士としての役割というより一人の人間に対する対応のように思えた。

　やっぱり、バルドルは……

「バルドルさん、あのシャルラさんのこと好きみたいですね」

　小さく呟つぶやくレスカに、俺はやっぱりそうかと思い、宿屋の親父さんも頷うなずく。

「今まであんまりこの食堂を使ってこなかった奴やつが、シャルラちゃんが給仕をするようになって通い出したんだ。見ていてバレバレだってうちのお袋ふくろと話したりしたさ」

　店主である親父さんと女将さんは、よく見ているようだ。

　あまり男女の機き微びには敏びん感かんな方ではないが、俺が漠ばく然ぜんと感じることはレスカたちにも分かるのだろう。

「とりあえず、俺たちは帰るか」

「そうですね。食材を配達したので、お代を受け取って帰りましょうか」

　俺たちは、受付にいる女将さんから食材のお代を受け取り、ペロの待つリアカーに戻ってくる。

　その頃ころになって、バルドルも宿屋から出てくる。

「とりあえず、シャルラを部屋に送り届けて落ち着かせた。俺は、帰って、診しん療りよう所じよの先生にシャルラのことを相談するわ」

　そう言って、昼飯を食べに来たはずの食堂で何も食べずに歩き出すバルドル。

「コータスさん、私たちも帰りましょうか」

「ああ、そうだな」

『キュイ！』

　シャルラに関しては、俺が何か手伝えることはない。そのために、レスカの言葉に俺が頷き、チェルナが鳴き声を上げる。

　それに小さく微び笑しようを浮かべ、二人で出かけた時とは違い、大分軽くなったリアカーには、空のタンクと保冷のための水寒石、紛れ込んだコマタンゴを一いつ匹ぴき載のせてレスカの牧場に帰る。

「ん？」

「コータスさん、どうしました？」

「いや、宿屋の方から視線を感じた気がしたが……」

　去り際ぎわの俺たちに向けて宿屋の二階辺りから視線を受けた気がして振り返るが、窓辺には誰だれも居ない。

　気のせいだった、と思い、レスカの牧場に帰るのだった。










　　　五章　左さ遷せん騎き士しと休日デート







　レスカとの配達から二日後、俺とレスカは、休みを取る。

　とは言っても生き物を扱あつかう牧場では、餌えさ遣やりや牛舎の掃そう除じ、畑の管理などは欠かせない。

　そのために休みとは、午後からの半日休みのことである。

　前々から話されていた半日休みは、レスカと共に買い物に出かける予定だ。

「金は……よくよく考えたら、あまり使わないから貯たまる一方だな」

　新米騎士の月給が銀貨20枚。

　チェルナを迎むかえに来た貴族派は閥ばつの騎士を殴なぐって送り返し、騎士の職をクビになることになるかと思ったが、ちゃんと今月分の給きゆう与よが支し払はらわれた。

　給与の使い道は、レスカの牧場に居候いそうろうさせてもらっているので生活費として銀貨７枚ほど渡わたそうとした。

　だが、レスカに拒きよ否ひされ、押し問答の末月に銀貨３枚をなんとか受け取ってもらえた。

　それでも衣食住完備という好条件に俺は、申し訳なく感じる。

　その他、細々としたものを購こう入にゆうしても生産者と直接取引し、輸送費も掛かからないために王都より安く買うことができる。

　なによりお金を使う場所が少ないために、左遷前の貯ちよ蓄ちくと合わせれば、それなりにお金が貯まってきた。

「自由に使えるお金が、銀貨10枚」

　レスカと買い物に出かけるために財さい布ふには、一ヶ月慎つつましく暮らせるだけのお金を入れ、普ふ段だん通りの格好を選ぶ。

　腰こしのベルトには、エルフの里で貰ったミスリルの長ちよう剣けんを佩はき、レスカとの買い物の準備を整える。

　そしてレスカの牧場の表に出れば、レスカが細長い筒つつのような物を抱かかえ、見送りのヒビキと話をしていた。

　それに、チェルナとペロ、ルインも俺が来るのを待っていた。

「レスカ。すまん、遅おくれたか？」

「そんな。時間とか決めてませんし、休みなんでのんびり行きましょう」

　レスカは、後から来た俺に対して、パタパタと空いている片手を振ふって答える。

「ぐぬぬぬっ、羨うらやましい！　レスカちゃんとお出かけなんて！」

「ヒビキは、この前、ジニーと出かけただろ」

「それはそれ、これはこれよ。でもジニーちゃんとのお出かけは楽しかったわ」

　満面の笑えみを浮うかべるヒビキは、その時の事を思い出しているようだ。

　ヒビキに遊びに誘さそわれて出かけたジニーは、ヒビキに引っ張り回され、構われすぎて疲つかれたのか、休きゆう憩けいにレスカの牧場に戻ってきた時には、半分燃え尽つきたような状態だった。

「コータスさん、行きましょうか。ペロとルインは、お留守番をお願いしますね。チェルナは……一いつ緒しよに行きましょう」

『『クゥーン』』

『モォー』

『キュイ！』

　返事をするように吠ほえるペロと間延びした鳴き声を上げるルイン。

　そして、同行を許されたチェルナは、乗っていたルインの背中から俺の体に向かって滑かつ空くうし、そのまま後頭部の定位置までよじ登ってくる。

「それじゃあ、行ってくる」

　俺は、留守番させるペロとルインの頭をそれぞれ一ひと撫なですると、気にしないで楽しんでこいというような視線を受けた気がする。

「二人とも、気をつけていってらっしゃい」

　ひらひらと手を振って、俺とレスカを見送り、ヒビキとオルトロスのペロ、リスティーブルのルインに留守を任せて、牧場町に繰くり出す。

「そういえば、こうして町を歩くのは、初めてかもしれないな」

「コータスさん、いつも休みの時は、体を鍛きたえていましたからね」

　微び苦く笑しようを浮かべるレスカに俺は、少しだけ自分の行動を反省していた。

　休みに木刀を振り、走り込みで体を鍛え、魔力を限界まで消費して鍛たん錬れんに打ち込んでいた。

　そんな自分の無む趣しゆ味みさに呆あきれてしまう。

「少し、趣味でも見つけた方がいいだろうか」

「コータスさんの好きなことをしたらいいと思いますよ。ちなみに、この町に来る前には、何かやってたんですか？」

　基本的に趣味とは、金のある富ふ裕ゆう層がもつ物だ。

　俺に、唯ゆい一いつの趣味があるとすれば──

「食べることが趣味、になるだろうか」

「食べること……確かにコータスさん、よく食べますもんね」

「体を動かして鍛錬すると腹が減る。その後に食べる食事は、旨うまく感じる」

　空腹は最高のスパイスと言うが、【頑がん健けん】の加護の【養分貯蔵】によって、体の見た目以上に栄養を蓄たくわえられる。

　だから、美お味いしい物は、腹いっぱい以上食べられる幸せを俺は得ている。

「もちろん、レスカの料理は、いつも美味しいから働いた後だと更さらに美味しく感じる」

「なっ!?」

　俺の言葉にレスカは、顔を真っ赤にして驚おどろく。

「だ、だから、そういう恥はずかしいこと言うな！」

『キュイ、キュイ！』

　怒おこるレスカに同意するように頭の上で、ぺちぺちと前足で叩たたいてくるチェルナ。

　本当のことなのだが、褒ほめられ慣れていないレスカを、驚かせてしまったようだ。

「すまなかった」

「謝あやまりながら、頭を撫でるなぁ！」

　つい、空いていた方の手でレスカの頭を撫でてしまい、俺の手から逃にげるようにレスカが数歩先に進む。

「レスカ、怒らないでくれ。お詫わびに、ランドバード牧場の卵プリンを買って帰ろう」

「えっ、卵プリンですか!?　……はっ、食べ物には釣つられませんよ！」

　日頃の感謝を込こめて買おうと思ったのだが、レスカに再度怒られてしまった。

　だが、チラチラと俺に視線を向けるレスカ。

　ランドバード牧場の卵プリンは、ランドバードの巨きよ大だいな卵の殻からをそのまま容器に使った特大プリンだ。

　味は濃のう厚こうで甘く舌した触ざわりが良い、カラメルソースのほろ苦い甘さは、非常に美味しいので、また食べたいのだろう。

「話を戻もどしますけど、コータスさんに趣味がないなら、趣味を作ればいいんです！　騎き乗じよう魔ま物ものレースとかどうですか？　練習だけでも」

「騎乗魔物レース……やっても良いのだろうか？」

「とりあえず、行ってから考えましょう。それにランドバード牧場にも用がありますし！」

　俺とレスカは、最初にランドバード牧場を訪おとずれた。

　今日もランドバードが産んだ巨大な卵と卵を使ったお菓か子しなどが売られている直売所を横目に見ながら、ランドバード牧場の牧場主に話しかける。

「すみません！」

「おや、レスカ嬢じようちゃんと騎士の兄さんか。どうしたんだ？」

　レスカだけではなく、俺にまで軽い挨あい拶さつをしてくる牧場主に会え釈しやくする。

「進化した亜あ種しゆの魔物を見せて欲しいんです」

「ああ、レスカの用事って、それか」

　どうやら、俺に新たな趣味として騎乗魔物レースを勧すすめる他ほかにも、集団進化した魔物の様子を見て回るようだ。

「わかった。アイツは、今は、進化したことで能力の違ちがいを理解するまで隔かく離りしてるよ」

　俺は、黙だまってレスカに付き従い、牧場内で隔離している一体のランドバードに会いに行く。

　亜種に進化したランドバードは、確かに他のランドバードと少し毛色が変わっていた。

　普ふ通つうのランドバードは、白を基調とし、毛先が徐じよ々じよに赤っぽくなるのに対して、この亜種に進化した個体は、毛先が緑色に変わっていた。

「こいつが、うちの牧場で進化したランドバードの亜種。ソニック・ランドバードだ」

　体格も一回り大きく、足の爪つめもガッシリとした緑色の羽先を持つランドバード。

　走ることが好きなランドバードが一体だけ狭せまい場所に押し込まれて、不ふ機き嫌げんそうにしているが、その個体の顔つきに見覚えがある。

「お前……俺を乗せた個体か？」

　俺が初めて乗ったランドバードであり、ジニーとヒビキがトレントにより【魔の森】に攫さらわれた時、迎えに行く時に背中に乗せてくれた個体の面おも影かげがある。

『クルルルッ──』

　その緑のランドバードは、不機嫌そうにしていたが、俺を見つけると嬉うれしそうに喉のどを鳴らしながらすり寄ってくる。

「やっぱり、お前さん。そのランドバードに好かれているな」

「そう思われているなら、嬉しいな」

　俺は、首筋を搔かくように撫でると、気持ちよさそうに目元を細め、喉を鳴らす。

「可哀かわい相そうなことをしてるよな。ランドバードが進化して、その強さを自覚しないままだと俺や他のランドバードまで傷つけちまう。安全のために隔離して、ストレスを与あたえちまって」

「その件で少し、提案があるんです」

　そして、レスカが切り出すのは、俺の騎乗魔物レースの練習についてだ。

「騎士の兄さんが、コイツに乗るのか？　確かに、一度満足するまで走らせれば、自分の力量を理解して群れと合流させられる。今までは、速度特化のソニック・ランドバードに乗れる騎き手しゆがいないし、騎手なしで走らせるには不安があった」

「とりあえず、満足するまで人を乗せて走らせれば良いのか？」

「私は、その間に、魔物の集団進化前後の話などを聞いておきますね」

　資料では原因が分からず、実地調査をするレスカ。

　俺は、隔離されていたソニック・ランドバードを誘ゆう導どうし、背中に鞍くらを付けて乗る。

「お前とは、三度目か。よろしくな。俺は、少し走らせてくる」

「コータスさん、いってらっしゃい」

『キュイ、キュイ！』

「好きに走らせて良いぞ。騎士の兄ちゃんが居れば、暴れた時とかに取り押さえることが出来るだろうしな」

　レスカとチェルナ、そしてランドバード牧場の牧場主に見送られて、ストレスを溜ためたソニック・ランドバードを自由に走らせる。

　最初から全力のソニック・ランドバードの走りに、俺も手た綱づなをしっかりと握にぎり、全力で耐たえながらも手綱を操あやつる。

　以前、乗った時よりも数段速さの増したランドバード。

　広めに作られたランドバード牧場のトラックなどが狭く感じる。

「おい、そっちは柵さくだ！」

『クェェェッ！』

　久しぶりの走りに興奮したソニック・ランドバードは、そのままランドバード牧場の柵へと直進する。

　そして、柵の手前で大きく踏ふみ込み、ふわりと体に浮ふ遊ゆう感かんを感じる。

「なんだ──っ!?」

『クェェェッ！』

　空を飛べない鳥の魔物が空高く跳とび、ランドバード牧場の柵を跳び越こえる。

「ランドバードが飛んだ!?」

「コータスさーん！　ソニック・ランドバードは、強い脚きやく力りよくと翼つばさの強度の上じよう昇しようにより滑空が可能となった亜種です！　是ぜ非ひとも満足行くまで走らせて下さい！」

「ちょっと待て、それは聞いて！　──っ!?」

　ソニック・ランドバードが滑空して地面に軽かろやかに着地すると、そのまま牧場町の外に向かって駆かけ出す。

　その途と中ちゆうを遮さえぎるものは全すべて跳ちよう躍やくと滑空を繰り返して飛び越え、牧場町の外周の草原まで出て行き、そこで思いっ切り走り始める。

　全力で走ったと思ったら、踏み込みによる上昇。

　そして、滑かつ空くうかと思いきや、翼を閉じての急降下。そして、急上昇からの滑空と左右の旋せん回かい、そして急降下による強きよう襲しゆう。

　ただ乗って走るだけだと思っていたが、ストレス発散と亜種に進化した体の能力を確かめるかのような様々な動きに俺は、吐はきそうになるのをグッと堪こらえる。

　そして──

「ぜぇ、はぁ、ぜぇ、はぁ……終わったか」

『クェッ！』

「そうか。帰りはゆっくり帰ってくれ」

　暴れ馬に乗ってもやらないだろう激しい動きに限界になり、鞍の上からソニック・ランドバードの首筋に寄り掛かかる。

　亜種に進化してより荒あら々あらしく鉄のように、羽が硬かたくなるのかと思ったが、並の羽毛以上に柔やわらかく、肌はだ触ざわりが良い。

　上位の魔物や珍めずらしい亜種の魔物の素材に希少価値があるのは、こうした素材の良さがあるんだろうな、と思ってしまう。

　そして、帰き巣そう本能があるのか迷わずにランドバード牧場に戻るソニック・ランドバードとその背中に寄り掛かる俺をレスカとチェルナ、ランドバード牧場の牧場主が出で迎むかえる。

　レスカのその右手には、マドレーヌが握られているが……

「コータスさん、お帰りなさい。大だい丈じよう夫ぶですか？　お茶いりますか？」

「……ああ、疲つかれた。お茶を一いつ杯ぱい貰もらおう」

　ランドバード牧場の牧場主が用意してくれたお茶をレスカがカップに注ぐ。

　レスカが俺に渡わたしてくれたお茶をゆっくりと飲みながら、気持ちを落ち着ける。

　走り回ったソニック・ランドバードを出迎えた牧場主が、その首筋を撫なでて話しかける。

「そうか。久しぶりに十分に走れたのか。よかったな」

『クエェェッ！』

「悪かったな、騎士の兄ちゃん。だが、自分の限界を知ったこいつは、もう無茶しないさ！」

「そうか……次も同じなら、騎乗魔物レースの練習を休日の趣しゆ味みの一つにするのは止やめるつもりだった。まぁ、あれはあれで、体幹を鍛きたえることができそうだが……」

　そう呟つぶやけば、苦く笑しようしながら、悪いとランドバード牧場の牧場主が謝ってくる。

「それより、レスカの方の話は済んだのか？」

「はい。ソニック・ランドバードに進化した前後の様子や今後の扱あつかいを聞きました」

「進化したのは、お前さんたちがエルフの里に向かった二日後だ。今後の扱いっていってもこれまで通りだな。ランドバードは、亜種も群れで生活させることができる」

　そう言って、一度自身の限界を知ったソニック・ランドバードを群れに戻すことができたようだ。

　進化して色合いが変わったが匂においや雰ふん囲い気きが分かるのか、容易に群れはソニック・ランドバードを迎え入れた。

　その光景を微笑ほほえましく見つめる俺に、ランドバード牧場の牧場主が尋たずねてくる。

「なぁ、騎士の兄ちゃん。騎乗魔物レースの練習をするって言ったが、大会に出ないか？」

「大会？」

　俺が尋ね返すと、ランドバード牧場の牧場主は、興奮気味に説明する。

「騎乗魔物レースの大会ってものが世の中にはあるんだ。調教師たちが決けつ闘とう魔物同士を戦わせる闘とう技ぎ場とは違い、魔物同士がただ純じゆん粋すいに速さを競きそう大会があるんだ。速度特化のソニック・ランドバードを出場させられなくて勿もつ体たいないのさ」

　騎乗魔物レース。それは、各地の調教師が育てた魔物を制定されたコースで走らせる大衆娯ご楽らくである。

　無論、調教師自らが騎手として走る場合もあれば、専属の騎手が走る場合もある。

　特にアラド王国で有名なワイバーンに乗った空中レースは、見物である。

「俺も昔は、ランドバードで魔物レースに出て、優勝したいと思ったことがある。だけど、うちの通常種のランドバードじゃ勝つだけのポテンシャルはない。それに、俺も年を取り、魔物レースの騎手として耐えられない年ねん齢れいになった」

　このソニック・ランドバードは、進化のタイミングが違えば華はな々ばなしく活かつ躍やくしたのかも知れない。

　そう思いソニック・ランドバードを見れば、俺たちの視線に気付き、愛あい嬌きようのある姿で首を傾かしげて見返してくる。

「俺には、騎手の夢は叶かなえられねぇが、騎士の兄ちゃんならまだ若い。こいつと組んで魔物レースで天てつ辺ぺんを目指してみるのも面おも白しろいんじゃないか？　きっといい成績を残せるはずだ」

「確かに進化したソニック・ランドバードなら、それも可能かもしれませんけど、コータスさんは、騎士ですよ。それにチェルナも居ますから牧場を離はなれられませんよ」

　俺が以前レスカからの勧かん誘ゆうを断ったように、今度は、レスカが先にランドバード牧場の牧場主に断りを入れる。

　そして、俺自身からもきちんと断りの理由を口にする。

「そうした提案は、とても嬉しいし、魅み力りよく的だ。だが、レスカの言う通り、俺は騎士の身分だから、騎手として専属にはなれない。それにチェルナもいる」

『キュイ！』

『クックルー』

　ランドバードたちの柵越ごしにチェルナとソニック・ランドバードが口先同士を擦こすり合わせているのを見て、自然と表情が綻ほころぶ。

「はぁ、やっぱりダメか」

「けど、休みの時に趣味の一いつ環かんとして、ランドバードに乗せてくれたら、と思っている。流石さすがに無趣味を指し摘てきされてしまった」

「それなら逆に願ったりだ！　けど、もし魔ま物ものレースに出る機会があるなら、その時は是非、こいつを使ってくれ。俺は、貸し出したオーナーってことで名前載のせるだけでいいから」

「もう、ちゃっかりしてますよ！」

　頰ほおを膨ふくらませて怒おこるレスカと豪ごう快かいに笑うランドバード牧場の牧場主。

　俺がレスカの牧場以外に奪うばわれそうになるのに怒っているが、ランドバード牧場の牧場主は、冗じよう談だん半分でレスカをからかっているようだ。




　　　●




　その後、ランドバード牧場の直売所で約束通り、卵プリンを買った俺たちは、次の牧場に向かう。

　果物を買いにトレント牧場に向かえば、ジニーとヒビキを攫さらい、再び牧場に戻もどったリトル＝トレントがフェイシズ＝リトル＝トレントという亜あ種しゆに進化していた。

　幹の部分に顔があったが、様々な果樹の挿さし木の枝にもトレントの相そう貌ぼうが浮うかび、異様な様相を見せている。

　そして、進化の影えい響きようで知性の向上、片言ながら言語の獲かく得とく、果物の味や品質が向上し魔力が宿るなど、高級果物として売りに出せると、トレント牧場の牧場主から話を聞き、朝食用に果物を購こう入にゆうした。

　次の牧場は、フォレストボアと通常家か畜ちくの豚ぶたを掛け合わせたボア種の牧場だ。

　元々、純粋な畜ちく産さん魔物の牧場ではなく、魔物の血が混ざった家畜の豚を育てていた中から新種の魔物が誕生したのだ。

「魔物と家畜の掛け合わせから９代目の家畜の子どもが魔物になりました」

「それは……先祖返りのような現象じゃなくて？」

「完全に新種です」

　そう言って、飼育スペースで寝ねっ転がる母親である薄うす桃もも色いろの豚の周りには、茶色い縞しま々しま模様の魔物の幼体が集まっている。

　その姿は、フォレストボアの幼体のようにも見えるが、確かに母親豚の子どもである。

　また、この新種の魔物の幼体は、フォレストボアとしての剛ごう毛もうや牙きば、強きよう靭じんな筋肉の片へん鱗りんは見られず、ほぼ家畜としての理想がそこにあった。

「味は確かめていませんし、まだ幼体です。現状、従順で弱い魔物ですが、家畜である親の資質を受け継ついでるなら間違いなく、美お味いしいです」

「新たな畜産魔物の誕生ですね」

　オリバーの家の牧場にいるブラック・バイソンのような庇ひ護ご者に群れの一部を捧ささげる性質がある魔物のように畜産に向いた従順な魔物になるかもしれない。

　暫ざん定てい的に、その新種のボア種の畜産魔物はグルメ・ボアと名付けられ、レスカは将来が楽しみだと評価し、帰りに豚肉を購入する。

　徐じよ々じよに荷物が増えていくが、まだまだ俺の片かた腕うででも余よ裕ゆうがある。

　流石に、非番とはいえ騎き士しの腕が両方塞ふさがるような事態にはならないように利きき腕だけは空けているが、これ以上荷物が増えれば、申し訳ないがレスカにも荷物を持って貰う必要がある。

　その辺については、レスカも理解を示してくれる。

　それに──

「コータスさん、ありがとうございます。コータスさんがいるお陰かげで、いつもより多く買い物ができます」

「そうか、それはよかった」

「次は、あそこの牧場です」

　そうして、レスカの指差した牧場でまた何か購入するのだろうか、と思ってたが違ちがうようだ。

　魔物が進化した牧場には、カーバンクル牧場というものがあり、次はそこを訪おとずれる。

「レスカちゃん、いらっしゃい！　さぁ、うちの子を見て！」

　カーバンクル牧場では、ゴージャスな感じの女性の牧場主が出迎えた。

　広い飼育スペースや牧草地などない、やや大きめの家と言った感じのカーバンクル牧場の奥に案内されると、小さなネズミのような魔物がケージの中で飼育されていた。

　そのネズミの魔物の額には、色とりどりの濁にごったような結けつ晶しよう石が嵌はめられているが、その中で他のより一回りも大きく、結晶の純度が高いネズミの魔物がいた。

「インペリアル・カーバンクルよ。この子が居れば、天然物に近いカーバンクル・ジュエルが手に入るわ」

「すまん。俺は、カーバンクルに疎うといが、天然物と飼育された物はどう違うんだ？」

　一いつ般ぱんにカーバンクルの討とう伐ばつランクは、ＥからＤ[image: マイナス]マイナスとされているが、逃にげ足だけ速い。

　そのために逃げ足基準で考えるならＣ＋プラスとも言われる魔物であり、カーバンクルの存在価値を高めるのが額の宝石であるカーバンクル・ジュエルだ。

　宝ほう飾しよく品ひんから高価な魔道具の触しよく媒ばいなどに使われる。

　サラマンダーの炎えん熱ねつ石が火の魔道具に向いた触媒であるが、赤いルビーの様なカーバンクル・ジュエルは炎熱石よりも上位の触媒とされている。

「カーバンクルは、天然物の方が純度が高くて価値が高いのよ。食生活か、運動量か、ストレスか、その辺はまだまだ未知な部分で今なお研究がされているわ。それで養よう殖しよく物のカーバンクル・ジュエルは、濁っているから宝飾品には使えないし、天然物に劣おとる触媒として使われるわ。他ほかの使い道としては、砕くだいて魔力の通しやすいインクにするか、絵具にされるわ」

「それじゃあ、このインペリアル・カーバンクルってのは？」

「カーバンクルの上位種ね。養殖物でも天然物と遜そん色しよくないカーバンクル・ジュエルが採れるわ。それにカーバンクルたちは、宝石を食べることが出来るのよ」

「宝石？」

「そう、宝石を食べることで自身の宝石を大きくして力を蓄たくわえるの。だから、牧場で加工した端は材ざいの屑くず宝石のカーバンクル・ジュエルを食べてくれるからとても助かるわ」

　特に、インペリアル・カーバンクルに濁ったカーバンクル・ジュエルを食べさせれば、純度の高い宝石に生まれ変わる。

「その件でも伺うかがったんです。この前のエルフの里の交易で翡ひ翠すいの原石を交こう換かんして貰ったんですけど、カーバンクルの餌えさとして買い取って貰えますか？」

「あら、そうなの。翡翠の原石が沢たく山さんあるなら、私が買い取るわ。値段はどうする？」

「格安でお譲ゆずりします。その代わりに、魔法の触媒に使える上質なカーバンクル・ジュエルを貰えないでしょうか？」

「そんなのでいいの？　なら、準備しておくわ」

　レスカのやり取りを聞いて、これは、ジニーが火精せい霊れいを呼び出すための触媒に使われるのだろう、と思った。

　下級精霊では、【火精霊の愛いとし子】の力で歓かん喜きにより勝手に暴走する可能性がある。

　最低でも中級精霊から契けい約やくしないと相そう互ご理解は深めにくいと言うリエルの助言を伝え聞いたのか、レスカの伝つ手てで中級精霊を呼び出す触媒を用意しようとしている。

　また、他の細かな魔物の集団進化の聞き取りを行うが、聞けば聞くほど、どれも魔物牧場にとっていい方向に進化しているために、改めて特とく殊しゆな集団進化のように感じた。

　その後、幾いくつかの魔物牧場を巡めぐり、ついにこの休みの本命に辿たどり着いた。

「コータスさん、仕立屋さんに着きましたよ」

　俺は、レスカの案内で洋服の仕立屋の前に辿り着く。

　そしてレスカは、俺の服の裾すそをちょこっと摑つかんで誘ゆう導どうするように引っ張ってくる。

「いらっしゃい！　あら、レスカじゃない。今日はどうしたの？」

「コータスさんの服が擦すり切れて数が減ってきたので買いに来ました。新しい作業着や普ふ段だん着ぎ。あと、私の服と夏用の服をお願いします」

「あー、噂うわさの彼の服ね。それと夏用。それに、雨季も近いわね」

　仕立屋の店では、針子の少女が接客してきた。

　レスカと同年代の少女は、レスカの注文を聞いて、確かく認にんするように何度も頷うなずく。

「それじゃあ、そっちの騎士さんの方の採寸は、先せん輩ぱいの方に担当してもらうから私は、レスカを見るわ」

「えっ？　私は大だい丈じよう夫ぶですよ」

「大丈夫じゃないわよ。前に採寸した時からまた大きくなってるんじゃないの？」

「えっ？　きゃっ!?」

　そう言って人差し指でレスカの胸をつつく針子の少女に、レスカが小さな悲鳴を上げる。

「ほんと、なに食べたらそんなに大きくなるのよ。新しく採寸して作らないとすぐに着れなくなるわよ」

「ううっ……わかりました」

「ついでに下着の方も新しく作りなさいよ。胸の形が崩くずれるわよ」

　恥はずかしそうにするレスカと淡たん々たんと決めていく針子の少女。

　俺は、見てはいけないものを見てしまった気がし、熱くなる顔を背そむける。

（レスカの胸、また大きくなったのか）

　そんなことを思っていると、レスカから胡う乱ろんげな視線を受け、背中に冷ひや汗あせを搔かく。

　そんな俺に救いの声が掛かけられる。

「男性のお客さんは、僕が相手するよ」

「それじゃあ、お願い。レスカは私が受け持つから」

　先輩と呼ばれた男性店員がその場で担当し、レスカは奥の試着室の方に連れていって採寸をするようだ。

「それじゃあ、軽く測りますね。男性は、大まかにサイズが分かれば、作り置きしたものを出せば良いから楽ですよね」

　荷物と頭にしがみつくチェルナをカウンターに下ろし、採寸される。

　サイズを測る紐ひもを体に当てられながら、二は十た歳ちくらいの男性店員と世間話をする。

　これからの季節は、雨季が迫せまってくるために、着き替がえが多く必要である。

　また、夏にかけて少しずつ寒暖の差が激しくなるので、長なが袖そでと半袖の両方を見み繕つくろってもらった。

　俺は、店員に勧すすめられるまま、あれよあれよという間に無難な色とサイズの合った服を用意された。

「農作業はなにより汚よごれやすいし、夏は何もしなくても汗を搔いて着替えが多くなる。あとは、雨季を過ごすための雨具は持っている？」

「いや、ない。牧場だとやはり傘かさよりレインコートか？」

　騎士が雨の日の巡じゆん回かいとなると、傘で片手を塞ふさがれる状態は不ま味ずいので、レインコートを使用することが多い。

「そうだね。嵐あらしの日に、畑や牧場を確認するために傘よりもレインコートの方が需じゆ要ようはあるね。これなんてどうだい？　グリーンスライムの核かくを薬やく剤ざいで伸のばして作ったレインコート。撥はつ水すい性は高いよ」

「ああ、王都にもあったやつだから見たことがある」

「あとは、その革かわ靴ぐつだとすぐに水が染しみちゃう。長靴なんかも用意した方がいい。普ふ通つうは、銀貨２枚前後で買えるよ」

　そんな感じのアドバイスを受けて、ざっと銀貨４枚分の衣服とレインコート、靴を購こう入にゆうし、会計を待つ。

　その際、奥の試着室では──

『うっわー。レスカ、結構食べるのにほんとなんでこんなに胸が大きくて体細いのよ！　ズルいわよ！　少しは私に分けなさい！』

『いい加減にして下さい！　あとで話もあるから早く採寸してください！』

『はいは～い。それじゃあ測るわよ』

　女性二人の声が店内に響ひびき、俺と男性店員は、微び妙みような雰ふん囲い気きで無言になる。
















　そんな中、仕立屋のカウンターに降りたチェルナの暇ひまそうな欠伸あくびが店内に響く。

「……お待たせしました。採寸終わりました」

　少しお疲つかれ気味のレスカと満面の笑えみの針子の少女。

「レスカの方は、オーダーメイドで夏服を何着か作るわ。デザイン画はさっきのものでいいよね」

「はい。大丈夫です」

「それでそっちの騎き士しさんはどう？」

「もう決まりましたよ」

　後は俺の衣類の会計待ちとレスカのオーダーメイドの洋服の先さき払ばらいである。

　だが、その前にレスカには話があったようだ。

「会計の前に、これを見てください」

　レスカは、牧場から持ってきた筒つつ状じようの物に巻かれた布を剝はぎ取り、店員の男性と針子の少女に見せる。

　その中から現れたのは、美しい光こう沢たくの薄うす緑みどり色の絹織物──エルフ絹である。

「この前のエルフの里との交易の際に、個人的に貰もらいました」

「噓うそ。えっ!?　本物!?　あのエルフ絹!?」

「……本物だね。うちの父さんが目め利ききのためにパリトット子し爵しやくに同行した時に見たのを聞いたけど、特とく徴ちようが一いつ致ちする」

　針子の少女は動どう揺ようし、仕立屋の店主の息子むすこらしい男性は、表面上は取り繕つくろっているが顔が引き攣つっている。

　まさか、レスカがそれを持ち出したとは……

「実は、これでハンカチを作りたいんです。大きさは、この位の正方形。あと、お風ふ呂ろ用の手て拭ぬぐいやペロの首に巻くスカーフをお願いします」

「ええっ!?　勿もつ体たいないわよ！　一いつ反たん丸々あるんだからドレスとか、洋服にできるでしょう！　それにそのまま売れば、とんでもないお金になるわよ！」

「こら！　客人からの注文にケチ付けるな！」

　動揺した針子の少女の意見を窘たしなめる店員の男性だが、俺も窘めた店員男性も内心では、同じ意見である。

　それに対するレスカの答えは──

「それだけ大きいと価値が大きすぎて怖こわいので小さいものに変えて実用的なものにしたいんです。それに小さければ、少しずつ売ってもいいですし、端は切ぎれもそんなに出ませんよね」

　そういうレスカに、ぐっと詰つまる針子の少女。

　通常、端切れなどは捨てられてしまうが、これは、エルフ絹だ。たとえ端切れでも価値はあるのだ。

　その端切れを買い取りたい、という算段があったのだろうが、レスカはその上を行く。

「ですからお願いしたいんです。それでコータスさんや私の洋服やハンカチとかのお代は、端切れということで」

　ニッコリと笑みを浮うかべるレスカに、はぁ、と長い溜ため息いきを吐はき出す仕立屋の男女。

「ほんと敵かなわないなぁ。買い物上手だよ、君は。たとえ、僅わずかな端切れでも十分に僕らに利益が出る。わかったよ、この依い頼らいは受けるよ」

「なら、交こう渉しよう成立ですね」

　レスカは、笑みを浮かべてお金を払うことなく買い物を終えてしまう。

　俺の衣服は、量が多くなってしまったので、後日、レスカの衣服が完成すると共に届けてくれることになった。

　俺が今日の休みで買い物に使ったお金は、ランドバードの卵プリン代だけである。

　他ほかの牧場を巡った時、大たい抵ていレスカが上手に交渉して値引きして買い物をした。

　こうして、財さい布ふに入れたお金をあまり使うことなく、休みを終えたのだった。
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　牧場を出る時には、財布と腰こしのミスリルの長ちよう剣けんだけ持って出た俺だが、帰りには、巡めぐった牧場の食材、パン屋ではパン、日用雑貨などを片かた腕うでで抱かかえるようにして持つ。

　レスカも出る時に抱えていたエルフ絹の巻物を仕立屋に預け、代わりに俺が買ったランドバードの卵プリンを大事そうに持っている。

『キュイ！』

「チェルナは、ランドバードの卵プリンを食べるのは初めてですよね」

　そして、そんな卵プリンが気になるチェルナは、レスカの肩かたに乗っかるようにして、抱えられている卵プリンの袋ふくろの匂においを嗅かいでいる。

「もうじき、牧場ですね」

　レスカの牧場に向かって帰る中で、レスカが小さく呟つぶやく。

　牧場に辿たどり着けば、半日の休みが終わってしまう、そんな寂さびしさが含ふくまれている気がした。

　俺も刺し激げきがありつつも穏おだやかに過ごせた休みが終わるのは、少し寂しいが、次の休みへの期待もある。

　あと少しで、レスカの牧場に辿り着く。

　そんな牧場の目と鼻の先で、俺とレスカの周囲の空間に影かげが落ちる。

「っ!?　レスカ。俺の後に！」

「は、はい！」

『キュイ！』

　昼間だというのに、周囲の明度が一段階下がり、空気の流れが止まる。

　これは、水や風などを操あやつり生み出す幻げん影えい魔ま法ほうに近い異変だと感じ取った。

　俺は、片腕に抱えた荷物を地面に下ろし、レスカとチェルナを守るように前に出て、ミスリルの長剣の柄つかに手を掛かける。

「周囲の空間から少し切り離はなさせてもらった。あなたたちに用があったわ」

「お前は……シャルラ」

　ふっと空気が揺ゆらめき、姿を隠かくしていたシャルラが俺たちの前に現れる。

　シャルラの姿は、宿屋の給仕姿のままだが、雰囲気は、一いつ般ぱん人のものとは違ちがっていた。

　勝ち気そうに見える目付きだが、柔やわらかな笑みを浮かべていた先日までとは違い、無表情で淡たん々たんとした声こわ色いろで、果物ナイフを逆手に持っている。

「お前……記き憶おくが戻もどったのか？」

「……ええ、まだ少し思い出せないことがあるけど、私が何者か思い出したわ」

　それは、自身が密みつ偵ていであること。また、俺と暗あん竜りゆうの雛ひなのチェルナに接せつ触しよくを図はかろうとしたことだろうか。

「私の任務は、真竜の契けい約やく者であるコータス・リバティンとの接触と交渉。また、真竜に関連する物品の回収よ」

　俺は、シャルラの言葉を聞いて、レスカとレスカが抱えるチェルナ、そして、ヒビキの無限鞄かばんに預けてある真竜アラドの角やチェルナの卵の殻からが狙ねらいであると判断する。

　それと同時に、一つの疑問が出てくる。

　エルフの里に避ひ難なんして時間稼かせぎをする間、王族派は閥ばつが貴族派閥を押さえ込むことに成功したはずだ。

　なぜ今いま更さら、密偵が俺たちの前に姿を現すのか。

「疑問がありそうな顔ね。確かに仕事の達成期限を超こえてしまった。そんな状じよう況きようで私がコータス・リバティンに接触したことは、私の依頼主の要望に添そわない」

「なら、なぜ接触してきた？」

「仲間を返してもらいに来たわ。せめて、遺留品くらいは持って帰りたい」

「はぁ？　仲間の遺留品？」

「そうよ。あの牧場に潜ひそむ魔物に襲おそわれたわ」

　シャルラの言葉と俺たちの認にん識しきに齟そ齬ごがあるように感じる。

　レスカの牧場に潜む魔物……俺たちが不在中にいるのは、ピュアスライムかコマタンゴのどちらかだけのはずだ。

　それとも何か、俺たちの知らないところで起こっているのだろうか。

「ちょ、ちょっと待って下さい！　私の牧場の魔物って!?」

　レスカ自身も困こん惑わくしているが、魔物の集団進化の推移を見た時から感じていた俺の嫌いやな予感が現実となっていたようだ。

「キノコの魔物を見て、思い出したの。あのキノコが私たちを襲った魔物の一部よ」

「えっ、コマタンゴが……」

「私は、あなたの牧場に侵しん入にゆうしようとしたわ。その直後、魔物に襲われ、私の仲間は皆みな飲み込まれた。二週間近くも経たっているから死んでいるとしても、せめて仕事をしたことを証明するものを持って帰りたいの」

　淡々としたシャルラだったが、瞳ひとみに涙なみだが滲にじむ。

　密偵としては、感情を表すのは失格だろうが、それほどまでに仲間を失ったことは大きいようだ。

「密偵として未知の魔物の情報は持ち帰らなきゃいけない。そして、仲間を弔とむらいたい」

　静かに涙を流し、貧相な果物ナイフを握にぎりしめるシャルラ。

　俺やレスカよりも年上の女性のはずなのに、年下の幼子のようにも見えてしまう。

　そして、俺たちの答えは──

「できる協力は、こちらもするつもりだ」

「それに、私の牧場のコマタンゴに異変があったなら、私もそれを確認する義務があります」

　コマタンゴの異変の可能性。

　レスカの牧場に侵入しようとした時点で正当防衛として処理することもできるが、やはり、確認しなければならない。

「ふふっ、ありがとう。それじゃあ、お言葉に甘えるわ」

　俺たちの言葉にシャルラは、微笑ほほえみを浮かべ──レスカは、頭を押さえながら膝ひざを付き、そのまま地面にゆっくりと倒たおれ込む。

「レスカっ!?　ぐっ、これは……」

　俺は、慌あわててレスカに近づこうと一歩踏ふみ出すと、急激な眠ねむ気けと痺しびれを感じ、膝を付く。

「私が密偵だと気づいて記憶喪そう失しつの状態でも保護してくれたことには、感謝しているわ」

　倒れているレスカとその腕に抱えられたチェルナは、規則正しい寝ね息いきを立てて居るので命に別状はないようだ。

　俺は、眠気に抗あらがうために、唇くちびるを強く嚙かみ締しめる。

　痛みと口の中に広がる血の味になんとか耐たえるが、次し第だいに手足の痺れも強くなってくる。

「意外ね。まだ起きているなんて」

「なに、を、した……」

「この周囲には、遅ち効こう性の眠り薬と痺れ薬を撒まいておいたのよ。私は、今までの訓練で薬物に耐たい性せいがあるけど、あなたにも多少の耐性があったのね」

　義父の仲間である騎き士したちから毒や薬物に対する耐性を上げる訓練を受けたことがある。

　それに【頑がん健けん】の加護は、危機的状況を繰くり返すことで耐性を獲かく得とくしていく。

　そのために全く抵てい抗こう力のないレスカに比べて、効きが悪いのかも知れない。

　どこでそんなものを手に入れた、と眠気で朦もう朧ろうとし始める意識の中で、そんな疑問が思い浮かぶ。

「ごめんなさい。協力を申し出てくれたけど、最初からこうする予定だったわ」

「なん、だと……」

「あなたたちを牧場の近くで薬を使って眠らせて、それを囮おとりにあの魔物を呼び出す。ほら、来たみたいね」

　シャルラの言葉に地面からポコポコとコマタンゴたちが姿を現す。

『マモル、マモル、マモル……』

　辺りに、たどたどしいコマタンゴたちの念話が木こ霊だまし、両手を上げてシャルラのほうに群がっていく。

「さぁ、私の仲間の仇かたきよ！」

　そのまま、現れたコマタンゴたちを果物ナイフと風ふう刃じんの魔法で斬きり捨てていく。

　体を斬り裂さかれ、バラバラになったコマタンゴの破は片へんが周囲に散らばる。

　次々に地中から湧わき出すように現れるコマタンゴを延々と倒すシャルラ。

　そんな中、眠気と痺れで動けない俺は、シャルラの奮ふん闘とうを眺ながめ、周囲からコマタンゴの出現が止まる。

「はぁ、はぁ……」

　コマタンゴたちから聞こえる念話が途と切ぎれ、静けさが訪おとずれる。

　だが、コマタンゴの本体は、地中に存在する菌きん糸し核かくだ。

　本当にコマタンゴを討とう伐ばつしたいのなら、地中の菌糸核を焼しよう却きやくでもしなければならない。

　そして──

「っ!?　来るっ！」

　無数のコマタンゴを斬り捨てた余よ韻いんに浸ひたっていたシャルラだが、すぐに表情を引き締める。

　散らばるコマタンゴの破片が地面に沈しずんでいき、周囲から消える。

　そして直後、二本の白い手が地面を突つき上げるように現れる。

「なっ!?　これが、私たちを襲った正体！」

　巨きよ人じんの手を思わせる白い手は、気絶するように眠るレスカとチェルナ、そして敵対するシャルラを捕つかまえ持ち上げる。

「離しなさい、いや、いやよ！　仇も取れないなんて！　助けて……助けて！」

　捕まれて果物ナイフを取り落としたシャルラと、レスカとチェルナを摑つかんだまま、ずるずると地面に戻っていく巨きよ大だいな白い手。

　シャルラは、悲鳴を上げ、涙を流すが、彼女が張った幻げん影えい空間のために助けが来ることはない。

　この場にいる俺もシャルラの撒いた眠り薬のせいで体が動かず、助けられない。

　そんな中──

『はぁ──《闘とう破は斬ざん》！』

　隔かく絶ぜつされた幻影空間に赤い輝かがやきが走り、結界が斬り裂かれた。

「どうなってんだ？　突とつ然ぜん、町中で風魔法を使われる、って──シャルラ！」

　幻影空間の向こう側から現れたのは、愛用のミスリルのスコップに赤い闘気を纏まとって振ふり下ろした先任騎士のバルドルだ。

「助けて！　バルドルさん！」

　そんなバルドルは、膝を付く俺と巨大な手に捕まったシャルラを見て、声を上げ、シャルラもバルドルに縋すがるように腕を伸のばす。

　既すでに、腕の三分の二は、沈み込み、地面に消えようとしていた。

「シャルラを、離せぇぇぇぇっ！」

　全身に身体強化の魔法を纏い、闘気で強化されたミスリルのスコップを構えて、一気に白い手との距きよ離りを詰つめる。

　だが、足元を邪じや魔まするように新たに現れるコマタンゴたちがバルドルの動きを阻そ害がいする。

「──っ!?　シャルラ！」

「──バルドルさん！」

　互たがいに腕を伸ばすが、レスカとチェルナ、シャルラは巨大な腕を構成する白いものに体を覆おおわれ、地面の中に引きずり込まれていった。

「……レス、カ」

　俺は、レスカたちを連れ攫さらわれた悔くやしさに唇を嚙み、眠気に耐えるが、波のように押し寄せる眠気に負けて意識を落とすのだった。




　そして、次に目を覚ましたのは、レスカの牧場の俺の部屋だ。

「……んっ。ここは、俺の部屋か」

　ぼうっとする頭で天てん井じようを眺め、直前にあったことを思い出そうとし──

「っ!?　レスカ！」

　そうだ！　白い巨大な手にレスカとチェルナ、シャルラが連れ去られたんだ。

　俺の体から眠り薬や痺れ薬が抜ぬけているのか、問題なく立ち上がる。

　衣服と装備を整えて、部屋から外に出る。

「俺は、どれだけ寝ねていたんだ？」

　外に出た俺が見上げた太陽は、東から昇のぼっており、レスカを攫われて最低一夜は過ごしたことになる。

　そして、レスカたちが攫われた牧場の郊こう外がいに歩いて行けば──

「あの巨大な手の痕こん跡せきもない」

　巨大な腕が地面から突き出すように生え、レスカたちを連れ去ったのに、地面には穴ぼこ一つ空いていない。

　まるで、土魔法で地面を退けて、再び元に戻もどしたような自然な様子に俺は、レスカを追う手がかりを失っていた。

「せめて無事だけでも……アラド、チェルナの様子は分かるか」

　自身の内部にある真しん竜りゆうのアラドとの繫つながりを意識して、問い掛かける。

　そして、やや眠たげな様子の念話が返ってくる。

『貴様か。なんだ、藪やぶから棒に。我は、調べ物をして眠いのだ。貴様の方の様子は、分かっている。チェルナの身に真に危険が迫せまっていたなら、我が既に出て居るわ』

「じゃあ、レスカとチェルナは、今は無事なんだな！」

『人間の女が使し役えきしている魔物が原因なのであろう。ならば、契けい約やく主を徒いたずらに傷つけるような真ま似ねはせぬだろう。特にあの女の【加護】なら、安全だろう』

「そうか……無事か」

　無事でいてくれ、という焦あせりと緊きん張ちようが、アラドの言葉で安あん堵どに変わる。

『これは、貴様らの内輪の問題だ。我は関かん与よせぬ。だが、悠ゆう長ちようにしている時間もないかもしれんな。女やチェルナは安全でもそれ以外に関しては知らん。我は、寝る』

「お、おい……寝たのか」

　念話の繫がりが切れ、アラドが二度寝に入ったことを感じ、小さく呟つぶやく。

　レスカの無事も確かく認にんできたところで俺は、迎むかえに行かなければいけない。

　だが、その手掛かりがなく、その場で立ち尽つくしてしまう。

　そうして、しばしの時間を過ごすと、レスカの牧場から１人の人ひと影かげが小走りでやってくる。

「コータス。あんた、目を覚ましたんなら勝手に居なくなるんじゃないわよ！」

　やや不ふ機き嫌げんそうにしているヒビキが俺の側そばまでやってくると、そう言ってこちらを見上げてくる。

「ヒビキか……悪い。俺は、レスカを迎えに行かないと……」

「ちょっと来なさい。あんたに関係のある話よ」

「俺は、レスカを……」

「それ関連の話よ！　いいから来なさい！」

　そう言って、若じやつ干かん苛いら立だったように、胸むな倉ぐらの服を摑んで引っ張ってくる。

　苦しくはないが、身長差からやや前まえ屈かがみになる体勢に辛つらく感じつつ、誘ゆう導どうされた食堂には、バルドルとジニー、オルトロスのペロ、窓まど際ぎわにはリスティーブルのルインが集まっていた。

「コータスが起きたわよ」

「コータス兄ちゃん、体は大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配そうに見上げてくるジニーの頭を撫なでる。

　俺は、レスカたちが攫われる直前に現場に駆かけつけたバルドルに視線を向ける。

「あの後、どうなったんだ？」

「コータスが気絶した後、俺がレスカの牧場に運んだんだ」

　バルドルが駆けつけた理由は、町役場で間借りしている騎士団の一室に保管されていたシャルラの道具の一部が紛ふん失しつしていたからだ。

　装備品などは厳重に保管していたが、眠り薬や痺しびれ薬などを持ち出されたことに気づき、町中を探たん索さくしていた。

　その直後、風魔法の幻影結界が張られ、現場に急行した結果、レスカたちが攫われた場面に出くわした。

「感謝しろよ。コマタンゴたちがどこからか集めてきた素材がなきゃ、ジニーが解毒薬を作ることができなかったぞ」

　流石さすが、薬屋の孫まご娘むすめのジニーだ。薬草の造ぞう詣けいが深いことは知っていたが、解毒薬を作ることができたのか。

　俺がいくら【頑がん健けん】の加護で回復力が優すぐれていたとしてもジニーの解毒薬なしでは、眠ねむり薬や痺れ薬の影えい響きようを一晩で抜くことはできなかったかもしれない。

「ジニー、ありがとう。助かった」

「……ん。無事で良かった。けど、残りの分は、コマタンゴがどこかに運んじゃった」

　頭を撫でると擽くすぐったそうに目を細めて、身を捩よじるジニーは、ぽつりと重要なことを告げてくる。

「それは……たぶん、レスカたちの分だな。レスカも薬の影響を受けていたはずだ」

「それで、あの場で何があったんだ？　どうしてシャルラたちが攫われた。あの巨大な手はなんなんだ？」

　途と中ちゆうから風魔法の幻影結界を破は壊かいして乱入してきたバルドルにとっては、巨大な手が攫ったようにしか見えない。

　だから、はっきりと告げる。

「あれは……コマタンゴだ」

「はぁ？　コマタンゴってその、コマタンゴか？」

　バルドルが牧場の外を指差せば、動くキノコの魔ま物ものがこちらの様子を確かめるように覗のぞき込んでいる。

「バルドル。覚えているか？　魔物の集団進化を」

「あ、ああ。俺が資料を渡わたしたし、その前に確認した。進化した魔物は、特に危険性はない、って判断されたが……まさか！」

「そのまさかだ。レスカの牧場でも発生していた」

　リスティーブルのルインが身体強化の魔法を使う例といい、今回のコマタンゴの念話と異常行動、謎なぞの巨大な手の出現。

　未いまだに魔物たちの集団進化の原因は何か分からないが、コマタンゴの異変は、シャルラたち密みつ偵ていがレスカの牧場に侵しん入にゆうしようとした時には、起こっていたはずだ。

「そうなると、進化したコマタンゴがレスカたちを守るために攫った、ってことか？」

「その可能性は高いな。アラドと念話をしてレスカとチェルナの様子を確認したが、危険はないらしい」

　それを聞いて、バルドルは、ほっと安心したように息を吐はき出す。

「俺は、レスカたちを迎えに行こうと思う」

「コータスだけじゃなくて、俺も一いつ緒しよに行く。シャルラを絶対に助け出す」

　俺とバルドルが迎えに行くことを決め、立ち上がるのだが──

「あたし思うんだけど、レスカ姉ちゃんたちをどうやって探すの？」

　ジニーの一言に俺もバルドルも身動きを止め、ヒビキには呆あきれた視線を向けられる。

「レスカちゃんの居場所も分からずに探しに行こうとしないの」

「だが……どうする？」

　俺が【賢けん者じや】のヒビキに、なにかいい知ち恵えはないかと視線を向ければ、長めの溜ため息いきを吐かれた。

「ペロ～。レスカちゃんの匂におい、分かる？」

『『ワン！』』

　今まで静かに俺たちの話を聞いていたペロにヒビキが尋たずねると、二つの頭がそれぞれいい鳴き声を上げる。

「それじゃあ、レスカちゃんを迎えに行くための案内をしてくれるかしら？」

　ヒビキの問い掛けに、尻尾しつぽを振って、そのままレスカの牧場を飛び出すペロ。

　途中で俺たちに付いてくるようにと振ふり返り、その場で急せかすように吠ほえてくる。

「さぁ、付いて行きましょう。犬の嗅きゆう覚かくは、人間の嗅覚の１００万倍から１億倍とか言われるくらい凄すごいんだから」

　そう言って、ペロの後をゆっくりと追い始めるヒビキの後に俺とバルドル、ジニーが付いて行く。

　まずは、レスカたちが巨きよ大だいな手に摑つかまれて攫われた場所でレスカたちの匂いを確かめながら、【魔の森】の方に足を進める。

　そして、平原を越こえ、【魔の森】から少し入り込んだ場所に大穴が空いていた。

「なんだ、これは……崩ほう落らく？　いや、洞どう窟くつか？」

　俺とバルドルが中を覗き込むと洞窟の周りには、白っぽい菌きん糸しの塊かたまりが表面を覆っており、それが洞窟全体を支えていることに気がつく。

「これは、なんだ？」

「ねぇ、あそこ……」

　ジニーが俺の服の裾すそを引いて指差す先には、【魔の森】を探索していたらしいコマタンゴたちが姿を現す。

　何体か、体を齧かじられた跡あとがあるが、その両手には、【魔の森】の恵めぐみである果物や野草などを運び、菌糸の洞窟の中に入っていくのが見える。

「【魔の森】に洞窟を開けて、食べ物を集めやすくしてたんだな。運び込んだ食べ物は、捕まえた密偵の生命維い持じに使われていたのか？」

　推測でしかないがコマタンゴは、レスカの調教する魔物だ。

　殺さつ伐ばつとしたことをレスカが望まないのなら、侵入した密偵は、生かしたままになっていると信じたい。

「洞窟の広さは……あんまり広くないな。入れるとしても、俺とコータスだけだな」

　冷静に洞窟を分ぶん析せきするバルドル。

「とりあえず、一度引いて、準備を整えるぞ！」

　焦る気持ちはある。だが、未知の場所に準備もなしに飛び込むほど無む謀ぼうではない俺は、上司である先任騎き士しのバルドルの言葉に頷うなずき、一度レスカの牧場に戻るのだった。



















　　　六章　左さ遷せん騎き士しと菌きん糸し妖よう精せい







　レスカの牧場に戻もどった俺たちは、装備を整えた。

　腰こしのベルトには、武器となるミスリルの長ちよう剣けんと圧縮木刀を差し、背中の背負い鞄かばんには、救助対象に必要と思おぼしき保存食とジニーの用意した医薬品を詰つめる。

　またコマタンゴたちの出入りする洞窟は、暗いことを予想し、ライコウクラゲのランタンを用意する。

「バルドルの方は、準備はいいか？」

「ああ、騎士団の駐ちゆう在ざい所しよに置いてあるものを持ってきた！」

　そう言って、俺と同じように鞄を背負っており、手にはランタンを持っていた。

　そして、武器は、バルドルのミスリル製のスコップだ。

　突つけば槍やり、振るえば斧おの、防げば盾たて、調理にフライパンと、ある意味では、万能装備のスコップだ。

　元近この衛え騎士の装備としてはどうだろうか、と思ってしまうが、これ以上にバルドルの身に合った武器がないために、何も言わない。

「よし、行くぞ！」

「ああ、レスカたちを迎むかえに行こう」

『『ワォォォン！』』

【魔の森】で見つけた菌糸の洞窟に向かうのは、俺とバルドル、オルトロスのペロの少人数となる。

　ジニーやリスティーブルのルインも付いて来たそうにしていたが、子どもを危険に晒さらすわけにもいかず、またリスティーブルの体格では狭せまい洞窟を進むのは難しい。

　それでも無理をする可能性があるために、１人と一いつ匹ぴきを見張るためにヒビキがジニーたちとレスカの牧場で留守番として残ることになった。

「あ、あたしもレスカ姉ちゃんを迎えに行きたい」

「ジニーちゃん。不ふ可か抗こう力りよくで巻き込まれたんじゃないんだから、危ないことに首を突っ込むのは、ダメよ」

『ヴモォォ～』

　そう言って、窘たしなめるヒビキの声にリスティーブルのルインが抗こう議ぎするように不ふ機き嫌げんそうな鳴き声を上げる。

　きっと戻ってきたらストレス発散のために突とつ撃げきされるだろう。

　そのことを覚かく悟ごしつつ、俺たちはジニーとヒビキたちに見送られて、コマタンゴたちの出入りする洞窟に足を踏ふみ入れる。

　オルトロスのペロは、右の頭でライコウクラゲのランタンを咥くわえて洞窟内を照らし、左の頭でレスカたちの匂いを確かく認にんしながら先行し、その後を俺とバルドルが続いていく。

　謎の洞窟は、白い壁かべに分厚く覆おおわれており、柔やわらかく反発する足元を踏みしめながら進んでいく。

「どうやら、この洞窟は、一本道のようだな」

「そうだな。それにこの方向は、レスカの牧場の真下だ」

　バルドルの言葉に相あい槌づちを打ちながら、洞窟の終着点を予想する。

　きっとこのまま進めば、レスカの牧場の地下にあるコマタンゴの菌きん糸し核かくに辿たどり着くだろう。

　途と中ちゆう、バルドルが立ち止まり、白い壁に触ふれて確かめる。

「それにしてもこの洞窟を覆う白いものはなんなんだ？」

「コマタンゴの菌糸だろうな」

　バルドルは、不思議そうにしながら洞窟の壁を眺ながめ、俺が答える。

　バルドルが試ためしに壁の一部を削そぎ落とせば、白い壁の向こう側には土の壁が露ろ出しゆつする。

『グルルッ！　ワンワン！』

　そんなバルドルの行動に合わせて、ペロの左の頭が警けい戒かいするように吠える。

　その直後、洞窟の内部の微び振しん動どうを感じ取り、俺とバルドルは、自然と戦せん闘とう態勢を取る。

「なんだ……この揺ゆれは」

「地面が揺れてるんじゃない。洞窟全体が揺れてるんだ！」

　俺たちがランタンを掲かかげるとバルドルが削ぎ落とした白い菌糸の壁がジワジワと塞ふさがり始め、足元の菌糸が盛り上がり始める。

　俺たちは、反射的にその場を飛び退のく。

「くっ、白い腕うで!?　レスカたちを攫さらった正体か！」

　レスカたちを攫った巨大な腕と大きさは違ちがうが、白い壁から無数に伸のびる手が俺たちを捕とらえようとする。

「この腕がシャルラたちを攫ったんだな！」

　次々と上下左右の白い壁から伸びる細い腕を俺とバルドルは、長剣とスコップで薙なぎ払はらい、斬きり捨てる。

　オルトロスのペロも体に取り付かれた腕を壁に生える菌糸ごと引き千切り、爪つめで切り裂さき、蹴けりで弾はじき飛ばす。

「限きりがない！　コータス、奥に進むぞ！」

「わかった。ペロは先行してくれ！」

『グルルッ、ワン！』

　バルドルの指示で左右から伸びて捕まえようとする菌糸の腕を斬り払いながら突き進む。

　ランタンを咥えたペロは、そのまま細い腕を搔かい潜くぐり、俺たちを先導する。

「まるで魔ま物ものの体内に入ったみたいだな！」

　俺は、そう愚ぐ痴ちりながら左右から伸びてくる腕を躱かわしながら進み、ふと振り返る。

　背後の洞窟の白い壁から伸びる細い腕が何本も寄り集まり、洞窟を覆い尽つくすような巨大な腕が拳こぶしを向けて迫せまってくる。

「このままだと押しつぶされるぞ！」

『ワンワン！』

「コータス、広場に出るぞ！」

　俺やバルドルが走ると洞窟の出口が見え、その先には洞窟の数倍も広い地下空くう洞どうが見えた。

　だが、地下空洞に辿り着く前に、背後から迫る巨大な白い腕に追いつかれそうになる。

「バルドル、先に行け！　俺が時間稼かせぎする！」

「コータス、任せた！」

「はぁぁぁっっ！──《オーラ》《デミ・マテリアーム》！」

　俺は、全身を身体強化の魔力で覆い、更さらにその上から半物質化した魔力の籠こ手てで両手足を覆い、迫る巨きよ大だいな白い腕と相対する。

「うぉぉぉぉぉっ！」

　俺の意思に呼応するように身体強化と半物質化した魔力の籠手で強化された体が青白く輝かがやき、迫る巨大な腕を受け止める。

　体に走る衝しよう撃げきは、意外と軽く感じた。

　これならリスティーブルの突撃の方が威い力りよくは高い、と思いながらも受け止める。

　迫る勢いは弱まったが、巨大な白い腕の質量の差で洞どう窟くつの奥へと押し込められていく。

「コータス、そのまま耐たえろ！」

　俺が巨大な白い腕を押さえ込み、勢いが弱まったために、安全に地下空洞の広場に飛び込むバルドルとペロ。

　その後、広場からバルドルの声が響ひびき、俺は、そのまま押し込む白い腕と共に広場に入り込む。

　その直後──

「はぁぁっ！──《闘とう気き刃じん》！」

　バルドルが広場の横に待機して、ミスリルのスコップを上段で構えていた。

　そのミスリルのスコップの刃は先さきには、闘気の赤い光が宿り、長大な刃やいばを形作り、そのまま振ふり下ろされる。

　洞窟の通路を埋うめ尽くす巨大な白い腕がバッサリと両断される。

「ふぅ、なんとか動きが止まったな」

「流石さすが、元近衛騎士。凄すごい威力だな」

「まぁな。けど、これがコマタンゴってのが未いまだに信じられねぇ」

　そう呟つぶやくバルドルの言葉に俺も同意するように頷うなずく。

　そして、広場で頻しきりに匂においを嗅かいでいるペロは、広場の一角に向かって歩き出し、吠ほえる。

『ワンワン！』

「ペロ！　そこにレスカたちが居るのか!?」

　俺は、すぐさまペロの元に駆かけ寄るが、この広場は行き止まりのようで周囲は白い菌きん糸しの壁で覆われている。

　だが、自由自在に形を変える菌糸の壁で覆われているなら、その向こう側は土ど壁へきではなく空洞の可能性もある。

「はぁ！　たぁ！」

　ミスリルの長剣を抜ぬいて、ペロの吠えた白い壁の一部を斬っていく。

　柔らかな手て応ごたえと共に、白い壁で隠いん蔽ぺいされていた洞窟の続きを見つけ、その奥に微かすかな光が見えた。

「「レスカ（シャルラ！）」」

　俺とバルドルがほぼ同時にその光の方向に飛び込む。そこで見た光景は──

「ごめんなさい。本当にごめんなさい！」

「もう、泣かないでください。私は、気にしていませんから」

　何な故ぜか、記き憶おくを取り戻したシャルラが目元を泣き腫はらし、そんなシャルラをレスカが慰なぐさめていた。

　その少し予想しなかった光景に面めん喰くらうが、二人の無事を確認できて良かった。

『キュイ！』

「っ!?　チェルナも無事か！」

　続いて、俺の側そばに飛び込んできたのは、暗あん竜りゆうの雛ひなのチェルナだ。

　ジャンプして滑かつ空くうするとそのままの勢いで俺の体に体当たりして、軽く甘あま嚙がみしてくる。

　そして、今度は、ペロの方に向かい、二つの頭に舐なめられて嬉うれしそうな鳴き声を上げる。

「どうなっているんだ？」

「やっと迎えか……長かったな。それに依い頼らい対象が直々に来るとは」

　少しやつれたような声の方向を向くと手足に白い木材のような手て枷かせをはめられた男たちが３人座り込んでいた。

　長くこの場に拘こう留りゆうされ、依頼で俺のことを知っているとなると……

「お前たち……行方ゆくえ不明の密みつ偵ていか？」

「ああ、そうだ。だが、依頼は失敗に終わったようだ。こちらからは何かを起こすことはない」

　ふぅ、と長い溜ため息いきと共に髭ひげを生やしっぱなしになっている男性が答える。

「あんたたちがシャルラの言っていた密偵仲間か。色々と詳くわしい話を聞かせてもらいたい」

　バルドルが一歩進み、密偵の分隊長に尋たずねるが、分隊長は、壁の方に視線を向ける。

「もうじきだ。ここの主が来たら話をしよう」

「ここの主って、コマタンゴのことか？」

　俺の疑問に、無言で頷く密偵の分隊長。

　そして、しばらくして洞窟内部が振しん動どうし、天てん井じようの一部が退くように開け、巨大な腕が伸びてくる。

「さっきの巨大な腕か!?　二本あったがもう一本の腕が追ってきたか！」

　俺とバルドルがすぐさま、武器を構えるが、巨大な腕が俺たちの前でピタリと止まる。

『ゴハン、ゴハン』

「またあの念話……」

　コマタンゴたちから響く念話に警戒を強める俺とバルドルだが、レスカは苦笑いを浮うかべ、巨大な腕の掌てのひらから湧わき出すようにコマタンゴたちが生えてくる。

　それは、レスカたちが攫われる直前に持っていたパンであったり、ランドバードの卵プリン、他ほかにも【魔の森】で採れるフルーツや山菜がコマタンゴたちによって運ばれてきた。

　レスカや囚とらわれの密偵たちは、こんな風にして食事をしていたようだ。

「俺たちは、歓かん迎げいされているのか？」

「食べろってことは分かるが、これじゃ栄養バランスが悪いな。俺たちの持ち込んだ食料も出そう」

「いや、コータス、そういう問題か？」

　俺はバルドルにツッコミを受けながらも、背負い鞄かばんの中から持ち込んだ食べ物や飲み物を取り出し全員に行き渡わたらせた後──

「コータスさんたちにあなたのことをお話したいから姿を現して下さい」

『……ワカッタ』

　レスカの言葉に辿たど々たどしい片言の念話を返すコマタンゴ。

　そして、白い床ゆかの一部が盛り上がり、形作られ始める。

　俺たちを追っていた白い腕が生えるように人を模した体になり、エルフに似た耳の尖とがった人の頭部に相当する部分が出来上がる。

　続いて、人間の衣服を模したのかワンピースのようなヒラヒラが生え、頭部には帽ぼう子しのようにキノコの傘かさが広がる。

　身長30センチくらいの小さな人型がパチリと目を開く。

「これは、妖よう精せい……か？」

　俺の疑問にレスカが答えてくれる。

「菌きん糸し核かくが自我を得て、妖精化した魔物──コマタンゴ・リトルフェアリーです」

　妖精──定義は様々だが、自然界の何かを司つかさどる精せい霊れいの下位存在とされている。

　例えば、木の大精霊が世界中の木々を司るのに対して、下位の精霊もしくは妖精は力のある樹木単体を司ることがある。

『レスカ、スキ』

「はい。私も好きですよ」

　表情は乏とぼしいが、抱だっこをせがむように両りよう腕うでを伸のばすリトルフェアリーをレスカは優やさしく抱きかかえる。

　とりあえず、出された食事を食べつつ、リトルフェアリーの言動を観察する。

「まさか、魔物が妖精化するなんて……あるのか？」

「そもそも魔力のある生物を魔物として定義している部分があるので、広域的に妖精も魔物と言えます」

　バルドルが驚おどろきながらもどうするべきか、頭の後ろを搔かいているとレスカがその疑問に答える。

「それに、清せい浄じような環かん境きようで過ごした魔物が聖せい獣じゆうに進化したり、強力な魔物が死んで魂たましいが精霊に、人を模す能力を得た魔物の中から妖精に進化したりするそうです」

　とは言っても、そうした魔物の特とく殊しゆな進化は完全には解明されていない。

　また司る対象の自然物が強大になるか、その周囲の環境に強い影えい響きよう力を持つことでも妖精は誕生するとのこと。

　だが、仮説ばかりでリトルフェアリーの誕生した正確な理由はわからない。

「誕生した理由はわかりませんが、リトルフェアリーは、自身の領域を守るために、不法侵しん入にゆうしようとした密偵さんたちを捕とらえて、この地下深くに連れてきたみたいです。それと牧場外に逃にげ出せたシャルラさんは、連れ込めなかったので記憶だけを消したみたいです」

「そんなことができるのか？」

「キノコの胞ほう子しや匂いを触しよく媒ばいにしたキノコ系のリトルフェアリーの固有能力でしょうか？　言うなれば、菌糸魔ま法ほう」

　菌糸魔法、と呼んでいるが、花の妖精が花弁や花粉、草花の匂いを操あやつるように、キノコの妖精だから、胞子やキノコの香かおりを操るようだ。

「だから、不自然にシャルラの記憶が途と切ぎれてたのか。それに、薬や魔法を使ったような痕こん跡せきってのは……」

「たぶん、菌糸魔法の影響ですね。キノコの種類には、薬や毒の原料もありますから」

　それは、暗にコマタンゴの妖精の意思一つで、コマタンゴ全すべてを毒化することができる、ということではないだろうか。

　いささか危険であり、今後のコマタンゴの出荷に問題がありそうだが……

「コマタンゴの菌糸魔法は、今のところリトルフェアリーからしか生み出せないようです。それに魔法による疑ぎ似じ毒なので、魔法を解けば即そく座ざに消えるような代しろ物ものらしいです」

　そうだよな。普ふ通つうに考えて、菌糸の巨きよ大だいな腕を現す前に、周囲に菌糸魔法の毒でも撒まけば無力化できたはずだ。

　だが、リトルフェアリー本体からしかできないのなら納なつ得とくだ。

　白い腕で物理的に無力化した後、菌糸魔法を使った、と。

「だけど、なんでリトルフェアリーは、進化した直後、俺たちの前に姿を現さないんだ？　ずっと隠かくれるようにしていたのは……」

『チジョウ、コワイ……』

　プルプルと震ふるえるようにレスカに抱き付くリトルフェアリーからの念話に首を傾かしげる。

「怖こわい？」

「あの……アラドさんが怖いみたいです。炎ほのおは、コマタンゴにとって弱点ですから」

　ああ、あのブレスの熱量では、一いつ瞬しゆんで菌糸が燃え尽つき、水分も奪うばわれてしまう。

　あれでまだ本気ではない炎のブレスを放てるアラドが出現する地上を警けい戒かいして地中の奥深くに来ていたのか、となんとなく納得する。

　コマタンゴが妖精化して自我が芽生え、自分の領域を守るために密偵たちを捕らえたようだが、行方不明の密偵たちを発見し、攫さらわれたレスカとシャルラ、チェルナの無事も確かく認にんできた。

　あとは、地上に戻もどるだけだが……

「バルドルさん……ごめんなさい」

「謝あやまるな。それから無事でよかった。心配掛かけさせないでくれ」

　……まぁ露ろ骨こつに抱き合っている二人だ。

　密偵の分隊長は、顔を顰しかめ、他の二人の密偵の男は、口笛を吹ふいて茶化す。

　それに気づいたバルドルとシャルラは、互たがいに少し距きよ離りを取り、恥はずかしそうにしている。

「……なんというか。こんな場所だが、おめでとうと言うべきか？」

「バルドルさん、シャルラさん。おめでとうございます」

「ば、バカか。そんなんじゃ……いや、まぁ……そんな気持ちはあるけど……」

　チェルナを抱かかえる俺とリトルフェアリーを抱えるレスカがそれぞれ祝いの言葉を送ると照れ隠しをしようと反射的に出た言葉を飲み込み、頭の後ろを搔くバルドル。

　そして、改めてシャルラに向き直る。

「シャルラ。お前を保護した時から惚ほれた。それに、気の強そうな目付きなのに柔やわらかく笑う表情に二度惚れた！　好きだ！」

「っ!?　いきなり言われても困ります！　けど、私も……記憶がなくて心細かった時に、親身になってくれて心こころ惹ひかれました。それに、記憶が戻った時、密偵に戻るために、あなたへの想おもいを一度捨てたつもりですが、好きになっていいんですか？」

「もちろんだ！　むしろ、左さ遷せんされたこんな男を好きになって良いのか心配になるぜ」

　困ったように笑うバルドルと泣きそうなシャルラ。

　外部から見ていれば、なんとなくそうなんだろうな、という接し方だったが、ハッキリと思いを言葉にして本格的に通じ合ったようだ。

「ん、んっ！　それで……話は、地上に戻った後で良いかな？」

　そんな二人のやり取りを止めたのは、密偵の分隊長だ。

　咳せき払ばらいをして、額に青筋を浮かべて、眼光鋭するどくバルドルを睨にらみ付けている。

「そ、そうだな。地下にいつまでも居続けちゃ健康に悪いだろう。早く地上に戻ろう」

「そうだな。けど、密偵の人たちは、少し衰すい弱じやくしているけど大だい丈じよう夫ぶか？　それにコマタンゴは、拘こう束そくを解除してやってくれないか？」

『ヤ』

　俺とバルドルがこの場からの撤てつ収しゆうを決め、レスカに抱き付くリトルフェアリーに密偵たちの拘束を解いてくれるように頼たのみ込むが、返ってきたのは、拒きよ否ひの念話だ。

「なにが嫌いやなのかな？　私は、これから牧場に戻るつもりなんだけど、あなたも一いつ緒しよに行かない？」

『ヤ』

　レスカも窘たしなめるように説得するが、再び返ってくるのは、拒否の念話だ。

　それに困ったような微笑ほほえみを浮かべるレスカだが、直後別の念話が響ひびいてくる。

『チジョウ、コワイ。チジョウ、アブナイ』

「大丈夫ですよ。アラドさんは、もうブレスを吐はいたりしませんから」

『レスカ、ダイジ。チジョウ、アブナイ。レスカ、アブナイ』

　リトルフェアリーにとって契けい約やくした調教師のレスカは大事な存在であり、危ない地上に戻せば、レスカも危ない、ということを伝えたいんだろう。

　片言の念話ながら、そんなニュアンスの内容を読み取ることができた。

　だが、次の念話から不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを感じ取る。

『ココ、アンゼン。ココ、クラス。ミンナ、クラス』

「ダメですよ。牧場でヒビキさんやリスティーブルが待っていますから。ジニーちゃんやリアお祖ば母あさん、それに町の人も心配しています」

『ミンナ、ツレテクル。ミンナ、クラス』

　レスカの腕の中できょとんとした様子のリトルフェアリーのおかしさに俺たちは、少しずつ気づく。

「そんなことできませんよ。みんな迷めい惑わくしちゃいます。だから、私は牧場に戻らないと」

『ヤ、イヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤ！』

「きゃっ!?」

　いやいやと無表情のまま首を振ふるリトルフェアリーの魔力が膨ふくれ上がり、バチンと何かが壊こわれるような音と共にレスカが抱えていたリトルフェアリーを取り落とし、後ろに倒たおれる。

「レスカ!?」

　俺は、空いている腕でレスカを受け止めると、腕の中に収まるレスカは、呆ぼう然ぜんとした様子のまま、小さく呟つぶやく。

「……コマタンゴとの契約が破は棄きされた」

「なんだと!?」

　直後、レスカの《調教魔法》の従属契約によって制限と繫つながりを持っていたリトルフェアリーから魔力が溢あふれ出し、地面や壁かべが泡あわ立だつように膨れ始める。

『カエサナイ！　レスカ、マモル！　カエサナイ！』

　魔力で感じる激情と独善的な考えで振るわれる力。

　俺は、忘れていた。

　妖精は、無む邪じや気きで無む垢く。そして無知である故ゆえに、時に残ざん酷こくな振る舞まいもする存在であると。

『ミンナ、カエサナイ！　ココデ、クラス！』

　今のリトルフェアリーは、善悪の判断がつかない幼児が圧あつ倒とう的な力を持ち、それを振るおうとしているのに等しい。

「コータス、武器を構えろ！　コイツをなんとかして逃げ出すぞ！」

「分かってる！」

　俺とバルドルは、全身を身体強化の魔法で強化し、最初から全力で挑いどむつもりだ。

『『グルルルルッ、ワンワン！』』

　ペロはレスカやチェルナ、未いまだに拘束されている密みつ偵ていたちを守るような立ち位置にいる。

　そして、左右の壁から巨大な腕が姿を現し、真っ先に剣けんを向ける俺とバルドルに向かってくる。
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　壁から生える白い巨大な腕うでの正体。

　今なら、これがリトルフェアリーが操る菌きん糸しの塊かたまりであることを理解する。

　そんな菌糸の塊である巨大な腕をすれ違ちがい様にミスリルの長ちよう剣けんで斬きるが、手首の３分の１ほど斬り裂さかれた後に、周囲の菌糸が細い糸のように伸のびて繫がり、修復される。

「ただ斬っただけだと、すぐに修復される」

「それなら吹き飛ばすだけだ！　はぁぁっ──《闘とう刃じん砲ほう》！」

　バルドルがスコップの先せん端たんに闘気を集中させ、一部に集中させて放つ闘気の塊がもう一本の腕の掌てのひらに当たり爆ばく散さんする。

　それにより掌には、大穴が開き、向こう側の空間が見え、白い菌糸の指が洞どう窟くつの床ゆかに落ちる。

　だが、するすると菌糸が寄り集まり、巨大な腕が修復され、足りない菌糸が壁や天てん井じよう、床から集まり、補う。

「くそっ！　これでもダメか」

「レスカ！　なにか、こいつを止める方法はあるか！」

　俺とバルドルは、振るわれる巨大な腕を搔かい潜くぐり、リトルフェアリーの姿を視界に捕らえたまま、後方のレスカに聞く。

「菌糸核かくを見つけてください！　暴走状態のリトルフェアリーと私がもう一度《調教魔法》の契約を結び直して、その繫がりを利用して止めます！」

「レスカ。それは危ないだろ！　それに菌糸核はどこにある！」

　周囲に目を向けるが、30センチほどの人形のようなリトルフェアリーが腕を振るのに合わせて、数瞬遅おくれで巨大な腕が俺とバルドルに襲おそってくる。

「くっ！　斬るより、吹き飛ばした方が早いか！　──《錬れん魔ま刃じん》！」

　俺は、少ない魔力を補うために体内に蓄たくわえられた養分を魔力に変へん換かんし、体内に魔力を練り上げる。

　それを一気にミスリルの長剣に伝え、迫せまる巨大な腕に突つきを放つ。

　くぐもったような空気音と共に、内側から破は裂れつするように巨大な腕に風穴が開く。

　バルドルの《闘刃砲》に比べれば、威い力りよくは低いが、ただ斬るよりは足止めとしての効果が強そうだ。

　だが──

「くそっ！　いつまで再生するんだ！」

『ムダ。シロイノ、ゼンブ、ワタシ』

　リトルフェアリーが俺の悪態に対して念話を投げかけてくる。

　目の前で再生する巨大な腕を見つつ、その意味を反はん芻すうする。

「痛覚もなく、斬り落としても広がる菌糸が尽きるまでは再生するのか……」

　この洞窟の壁や天井を覆おおう白い菌糸は、膨ぼう大だいであり、それを利用して再生する。

　斬っても、斬っても再生するリトルフェアリーは、自我はあれど、この場に本体はない。

「まさか、高い再生能力という、俺自身の長所をやられるとは思わなかったな」

「吞のん気きなことを言っている場合か！　はぁ！」

　バルドルが闘気で覆ったミスリルのスコップで迫る腕に殴なぐり掛かって、一部を抉えぐり取り、弾はじき返すがそれもすぐに再生する。

　俺も体内で練り上げた魔力の塊を菌糸の腕に打ち込んでいくが、使う度たびに魔力が大おお幅はばに減っていく。

「このままだとジリ貧だ！　バルドル、少しの間持ちこたえてくれ！」

「おい、どうするんだ！」

「直接、リトルフェアリーを叩たたく！」

　俺は、リトルフェアリーに向かって駆かけ出す。

　それに気づいたリトルフェアリーは、腕を振るい、それに合わせて巨きよ大だいな腕で俺の体を横よこ殴なぐりにしようとするが、それをバルドルが割り込むようにして《闘刃砲》で大穴を開ける。

「コータス、援えん護ごは任せろ！」

　俺が、リトルフェアリーに迫ると、近づけさせまいと地面から細い菌糸の腕が何本も伸びて捕とらえようとする。

　だが、俺は、その腕に捕つかまれても身体強化の膂りよ力りよくで強引に引き千切って進み、リトルフェアリーの目の前まで辿たどり着く。

「環かん境きように依い存そんする妖よう精せいは、ほぼ不ふ滅めつ。それにコマタンゴに痛覚はないけど、悪く思うなよ！　──《錬れん魔ま》」

　俺は、至近まで接近したリトルフェアリーに触ふれ、魔力の塊を打ち込む。

　攻こう撃げき力のない魔力の塊は、打ち込まれた対象の魔力を搔き乱し、一時的に動きを封ふうじる。

　流石さすがに幼子にも見えるリトルフェアリーを斬り捨てるのは、良心の呵か責しやくを覚えたので、こうした手段を取った。

　今まで全身から発はつ露ろしていた魔力の波動が乱され、途と切ぎれ、パタリと人形の様に倒れるリトルフェアリー。

　バルドルを襲っていた巨大な腕も痙けい攣れんするように硬こう直ちよくし、そして、地面や壁に飲み込まれるように菌糸の壁に戻もどっていく。

「ふぅ、これでとりあえずは無効化できたな。あとは、菌糸核を探し出すだけだ」

「コータス、お疲つかれさん。それで、肝かん心じんの菌糸核は？」

　俺とバルドルは、警けい戒かいしつつも身体強化の魔ま法ほうを弱め、辺りを見回す。

　だが、菌糸核らしきものは見つからず、白い菌糸の壁が所々剝はげた状態で広がっていた。

「レスカ。何か分からないか？」

「菌糸核は、全すべてのコマタンゴの中心です。細かな菌糸で繫がってコマタンゴたちに命令を出している存在です。だから、菌糸の密度は必然的に多くなるんですけど……」

「まぁ全部が菌糸の壁だよな」

　やはり見分けが付かない。

　生物や魔物の持つ魔力で調べられないか、とも思案した俺の足に強い痛みが走る。

『ワタシハ、ゼンブ。ゼンブガ、ワタシ』

「っ!?」

　突とつ然ぜんの左足の痛みを見下ろせば、白い腕が何本も伸び、足関節を強引に曲がらぬ方向にねじ曲げようとする。

　そして、なおも力を込こめた結果──ブチリッ！

「──ガァァァァァァッ！」

　左足の関節が逆側に曲げられ、足の筋が千切れて、嫌いやな音が響ひびく。

　そのまま横よこ倒だおしに倒れると、次々に湧わき出す白い腕が俺の四し肢しや体を押さえてくる。

「コータスさん!?」

「コータス！　くそっ、俺の方にも！」

　俺を助けようと動くバルドルだが、その周囲にも白い腕が生え、膝ひざを付かすような体勢で拘こう束そくする。

　そして、一いつ瞬しゆんにして俺たちを無力化した白い腕の側そばから現れたのは、新たなリトルフェアリーだ。

「馬ば鹿かな。さっきの《錬魔》で動けないはずだ……」

　ちらりと押さえつけられた体でそちらの方を見ると、確かに倒れたリトルフェアリーの体がある。

『ワタシハ、ゼンブ。ゼンブガ、ワタシ。ワタシハ、ウツワ。ウツワハ、ステル』

「ああ、そういうことか」

　リトルフェアリーにとって、意志は、菌糸全域に広がっており、それを表面化するための器うつわが菌糸の体だ。

　その体も異常があれば、すぐに捨てて新たな体を作れる、ってことか。

『ココデ、ミンナ、クラス。ジャマ、シナイデ』

「仮にここでレスカや牧場町の人間を連れてきて、幸せになれるとでも思うのか？」

　俺の問い掛けにリトルフェアリーは、小首を傾かしげる。

『シアワセ……ワカラナイ』

　幸せや幸福という概がい念ねんがまだ理解できないのか。もしかしたら、そこにリトルフェアリーを止める鍵かぎがあるのかも知れないと俺は感じる。

　だが、生まれたての妖精とは、突とつ拍ぴよう子しもない存在である。

『ワカラナイ。ワカラナイ。イマハ、ジャマ、ソレ、ジャマ』

「待て、何をっ!?」

　俺の持っていたミスリルの長剣が白い腕によって、するりと奪うばい取られる。

『コレ、ジャマ、アブナイ。コワス』

　リトルフェアリーの白い手先が、ミスリルの長剣の根元に触れる。すると、そこに白い菌糸が蔓延はびこり、長剣の刃はの根元が菌糸に覆われる。

　そして、ミスリルの銀の刃が黒ずみ、軽く地面に落とすと、根元からビスケットのように砕くだけて、折れる。

「ミスリルの長剣が……」

　耐たい久きゆう性、耐たい腐ふ食しよく性に優すぐれているはずのミスリルすら、ボロボロにしてしまうリトルフェアリーの能力。

（これがコマタンゴの妖精の菌糸魔法……）

　捻ひねられて、筋の切れた足に意識を集中し、【頑がん健けん】の加護の治ち癒ゆ力を高めながら、冷静にリトルフェアリーを見つめていた。

　俺たちを殺しはしない。

　だが、生きていればいいのだから、手足くらい潰つぶしてくる。

　それに、ミスリルの武器は、破は壊かいされた。

　俺に残っている対たい抗こう手段は、【グラド重鉱石】の合金を芯しんにした圧縮木刀くらいだ。

　そして、俺の捻られた足を見て、真っ青に震ふるえるレスカが横目で見えた。

　ああ、レスカに嫌な光景を見せてしまったな、と思う。

　その一瞬でリトルフェアリーの操あやつる腕うでは、俺の首に巻き付き、締しめ上げてくる。

「あ、がっ……」

　締め上げ、吊つるされ、視界の端はしが白く霞かすむ。

　段々と眠ねむくなり、音が遠くに感じる中──

「コータスさん！　ダ、ダメェェェェェッ！」

　レスカの叫さけびが耳を突き、視界の端が明るさを増す。

『『グルルルルッ、ワォォォォォォォン──！』』

　レスカを守るように位置していたオルトロスのペロから炎ほのおが吹ふき上がり、その体を覆う。

『ヒッ、ヒッ、ヤァ！』

　洞どう窟くつに突然の炎が吹き上がり、強い拒きよ否ひ感と共に俺を締め上げていた腕が離はなれ、俺とバルドルの拘束を解いて、炎から距きよ離りを取ろうと後ずさるリトルフェアリー。

　赤黒い炎は、菌きん糸しの壁かべを舐なめるように広がり、剝むき出しの洞窟の地面が現れる。

『『グルルルルルルッ──』』

　そして、炎の中から現れたのは、成体のオルトロスだ。

　体長は、５メートルを超こえる巨大で強きよう靭じんな肉体を持つ地じ獄ごくの魔犬だった。

「まさか……ペロ？」

『『ワフッ』』

　巨大に成長し、凜り々りしく変化したオルトロスのペロは、甘えるようにその二つの頭をレスカに押し付け、レスカもそれを受け止める。

　そんなやや場ば違ちがい的な雰ふん囲い気きの中、【頑健】の加護で、なんとか歩けるまで回復した足で立ち上がり、レスカと巨大化したペロを見上げる。

「ペロは、幼体だったはずだろ。なんで……」

「急速成長でしょうか？　体格変へん更こうでしょうか？」

　レスカの牧場の魔物で進化や異変は、リスティーブルのルインの身体強化魔法とコマタンゴの妖精化だけかと思っていた。

　成体ならＢ[image: マイナス]マイナスのオルトロスは、成長さえすれば、ある程度完成された強さが約束されている。
















　だが、成体では、牧場町での生活には不便であり、なにより成長するとその分、場所や食事などでレスカに負担を掛ける。

　そのためにペロは、成長をある一定に留とどめ、必要に応じて体格や成長度合いを変化させる術を身に付けていたようだ。

「ヤ、コナイデ！」

　炎を嫌きらったリトルフェアリーが残った菌糸の壁を動員して巨きよ大だいな腕をペロに差し向ける。

　そんな迫せまる巨大な腕を回かい避ひするでもなく悠ゆう然ぜんとするペロは、二つの頭で肺一いつ杯ぱいに空気を吸い込み──

『『ワォォォォォォォォォォォン──！』』

　二つの頭から同時に咆ほう哮こうを上げる。

　その咆哮には、魔力の波動が込こめられており、洞窟全体に叩たたき付けられ、コマタンゴの妖精が伸のばす魔力の繫つながりだけではなく、洞窟全体の菌糸同士の繫がりを破壊していく。

『ヒィッ！』

「リトルフェアリーが怯おびえている」

　ペロの咆哮で菌糸の壁はひび割れるようにボロボロになって崩くずれる。

「これは……《錬魔》の応用……だけど、それだけじゃない」

　レスカは、チェルナを側に居た密みつ偵ていのシャルラに預け、左足を引き摺ずる俺に駆かけ寄り、支えてくれる。

　そして、レスカが俺の疑問に答えてくれる。

「──《テラー・ボイス》です」

「《テラー・ボイス》？」

「高位の魔ま物ものの中には、魔力の籠こもった声で相手に恐きよう怖ふ心を植え付けることができる魔物もいるんです」

　強大な魔物は、咆哮一つで軍隊を瓦が解かいさせる、という話の咆哮とは、この《テラー・ボイス》のことだ。

　それを使うことで、相手の戦意を喪そう失しつさせ、逃とう走そうを促うながす。

　成体に変化したペロも高位の魔物に分類され、二つの頭が放った咆哮が洞窟内で反はん響きようし、共鳴し、その威い力りよくを増ぞう幅ふくさせていた。

「コータスさん、あれが菌きん糸し核かくです！」

　ペロの咆哮により、壁の一部が崩れ、その奥にうっすらと輝かがやく菌糸核が現れる。

「だが、足が……」

　ねじ曲がった足は、【頑健】の加護で少し回復したが、全力疾しつ走そうには耐たえられない。

　そんな俺とレスカに近づいてきたペロがしゃがみ込み、背中を向けてくる。

「まさか、乗れってことか？」

『『ワフッ！』』

　頷うなずくペロは、その背に俺とレスカを乗せる。

　菌糸核の元に俺とレスカを運ぶためにペロが駆け出す。

《テラー・ボイス》で剝はがれ落ちた菌糸が、再び繫がりを得て、次々と菌糸核を中心に集まり、菌糸の塊かたまりが分厚く大きくなる。

『コッチ、コナイデ！』

　強い拒きよ絶ぜつ感と共に寄り集まった菌糸の塊から無数の白い腕が伸び、ペロの猛もう進しんを止めようとするが、吹き上がる炎に焼かれる。

　数少ない腕が俺やレスカの元に迫ろうとするが、俺が腰こしからもう一本の武器である圧縮木刀を引き抜ぬいて迫る腕を打ち払はらい進む。

『イヤ、イヤイヤイヤ、ヤ──！』

　迫るペロが前足を掲かかげ、鋭するどい爪つめで菌糸の塊を引き裂さく。

「レスカ、行くぞ！」

「はい！　コータスさん！」

　俺は、レスカを片腕で抱かかえて、菌糸の塊の裂け目から覗のぞく菌糸核に向けて飛び込む。

　そこには菌糸核と一体化するようにして上半身だけ顕けん現げんして蹲うずくまるリトルフェアリーがおり、レスカはリトルフェアリーを優やさしく抱だきしめる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。もう、怖こわいことはないですよ。だから、こんな悪い遊びはもうお終しまいです」

『オシマイ？』

「はい。だから、今は力を押さえましょうね」

　レスカがリトルフェアリーに語りかけるようにし、そして調教魔ま法ほうを使う。

「さぁ、受け入れてください──《眷けん属ぞく契けい約やく》」

「レスカ、それは……」

　今までのコマタンゴは、自我がない存在であるために《従属契約》を結んでいた。

　だが、今回レスカは、より強い結び付きを持ち、オルトロスのペロやリスティーブルのルインと同じ《眷属契約》で契約を結び直した。

　そして、《眷属契約》を結ばれたコマタンゴ・リトルフェアリーは、暴走が止まり、同じ《眷属契約》を結んでいるペロに怯えることはなくなった。

「ふぅ、とりあえず……これで一件落着か？」

　俺は小さく呟つぶやき、チェルナやシャルラ、密偵たちを守るバルドルたちを振ふり返り、落ち着いたリトル・フェアリーを連れて合流する。
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　オルトロスのペロもやるべきことを終えた、とばかりに全身から炎ほのおを吹ふき上げ、体は元の中型犬ほどの大きさの幼体状態に戻もどった。

「ええ、終わりました。また私の魔物が暴走してご迷めい惑わくをおかけしました」

「構わん。それよりも……」

　俺たちのいる洞どう窟くつ全体が揺ゆれ始め、天てん井じようからパラパラと細かな土が落ちてくる。

「おい、まずいぞ。洞窟が崩くずれる」

　白い菌きん糸しの壁かべで支えられていた洞窟がペロの吹き上げる炎と《テラー・ボイス》により菌糸同士の繫つながりが弱まり、崩れ始めた。

　またレスカは、暴走したコマタンゴ・リトルフェアリーの能力を制限しているために、菌糸の壁を再構築することもできない。
















「俺たち、このまま生き埋うめになるぞ！」

　焦あせるバルドルの声に全員が一いつ箇か所しよに集まり、頭上からの落下物に注意する。

　俺の痛む足では全力で走れず、長期の拘こう束そくで衰すい弱じやくした密みつ偵ていたちでは、洞窟の入り口まで走れない。

　なんとかリトルフェアリーの暴走を止めることができたが、このままでは、本当に生き埋めになる。

　そんな中、レスカの腕うでの中に抱かれるリトルフェアリーは──

『レスカ、マモル。ミンナ、マモル』

「えっ、なにを……」

　レスカの腕から抜け出し、菌糸核へと駆かけ出すリトルフェアリー。

　残った菌糸同士の繫がりと制限された能力の中で菌糸を操あやつり始める。

『コンドハ、マチガエナイ』

「待ってください！　何をするんですか！」

「レスカ！　危ない！」

　リトルフェアリーを捕つかまえようと手を伸のばすレスカだが、頭上からの落下物から守るために俺は引き留める。

　そして、足元の菌糸が寄り集まり、俺たちを包み始める。

『アソビニ、イクヨ』

　リトルフェアリーの念話の直後、リトルフェアリーと菌糸核が崩ほう落らくする土ど砂しやに巻き込まれ、視界から消える。

　そして、俺たちは、足元から伸びる菌糸の球体に包まれ、崩ほう壊かいから守られる。

　地中を潜せん行こうするような振しん動どうと共に、俺たちを守る菌糸が地上を目指して移動し始める。

「レスカ……」

「大丈夫です。コマタンゴの菌糸核は、地中にあるものです。それにまだリトルフェアリーとの魔力の繫がりは切れてません」

　妖よう精せいは、司つかさどる環かん境きようや対象が滅ほろびない限り、何度でも蘇よみがえる。

　自己犠ぎ牲せいのような行動に見えたが、あれはリトルフェアリーにとってレスカを助ける最も確実な方法だったようだ。

「またすぐに会えますよ」

「ああ、そうだな」

　寂さびしそうな微笑ほほえみを浮うかべるレスカの頭を撫なでると、今回の功労者であるペロとチェルナも撫でて、と言わんばかりに俺とレスカに体を擦こすり付けて甘えてくる。

　なので、地上に出るまでの僅わずかな時間にレスカと共に撫でる。

　そして──

「止まった……」

　俺たちを包んでいた菌糸の揺れが止まり、その一部が縦に裂け、外の光景が見える。

　目の前には、レスカの牧場が広がっており、様子を見にジニーとヒビキが出てきていた。

「ビックリしたわ！　真下から大きな揺れがあって飛び出したら外に巨きよ大だいなキノコが生えているんだから！」

　俺やレスカ、バルドルにシャルラ。ペロは背中にチェルナを乗せ、密偵の三人もゆっくりと出てくる。

「帰ってきたんだな。ここに……」

　振り返ると俺たちが包まれた菌糸の正体が巨大なキノコであると気づく。

　軽く二階建ての建物ほどの大きさのキノコは、俺たちが地上に戻ると役目を終えたとばかりに胞ほう子しをその周囲に振りまき、カラカラに萎しぼんでいく。

　そして、カラカラの巨大キノコを苗なえ床どこに新たなコマタンゴたちが生まれ、レスカの牧場の各所に散り始めた。

「とりあえず、レスカたちを連れ戻せたが、この後どうする？」

「話し合いじゃないですかね」

　俺の言葉に困ったように微び苦く笑しようを浮かべるレスカは、密偵たちを連れて牧場の母おも屋やに案内し、話し合いをすることにした。

　衰弱していた彼らに、栄養のあるものを即そく席せきで用意するレスカと料理を手伝うジニー。

　それを食べながら俺とヒビキが密偵たちと対面し、バルドルとシャルラが並んで座る。

　そして、密偵の依い頼らい主ぬしが判明する。

「はぁ？　シャルラたち密偵の依頼主ってのは、第二王子なのか!?　第二王子は何を考えてるんだ？」

　バルドルの率直な疑問だ。

　王族派は閥ばつは、貴族派閥がチェルナを政治利用しないように押さえている中で、第二王子が密偵を派は遣けんしたのだ。

　チェルナを手中に収めれば、王位簒さん奪だつだって狙ねらうことも可能なために、王族の決定に逆らった謀む反ほん行こう為い、と思われかねない。

「下手すれば、反逆を疑われるぞ」

　バルドルの言葉の通り、その危険性はある。

　だが、それを真っ向から密偵の分隊長は否定する。

「今回の件は、表向きは第二王子の独断ということで依頼されたが、裏では王宮からの正式な依頼だ。そもそも殿でん下かは、自らの立場を弁わきまえている」

「なに？」

　密偵の分隊長の話によれば、正せい妃ひの子である第一王子と側そく妃ひの子である第二王子は、一見して国を二分しそうな状じよう況きようである。

　だが、側妃は、立場や役目を弁えており、その子である第二王子自身も公人としての役割を熟知している。

「王家では、意志の統一はできている。だが、王族派閥も一枚岩じゃない。王家が交こう渉しようすらしようとしないことを不満に思う王族派閥の貴族もいる」

「そのために、王族派閥へのアピールと貴族派閥への牽けん制せいのために第二王子が独断で密偵を派遣したのか」

　俺の言葉に、密偵たちが頷うなずく。

「そうだ。だが、派遣だけして実際には、我々を接せつ触しよくさせないために、わざと第二王女経由でエルフの里への交易の参加を勧すすめ、その情報を我々に開示せずに送り出した」

　コマタンゴの妖精に攫さらわれたレスカやシャルラの話と彼らの話を総そう括かつすると、そのような意図があって送り出されたと結論付ける。

　万が一、密偵が俺と接触してしまえば、それを命令した第二王子を罰ばつしなければいけないので意図的に未み遂すいで済むようにしていた。

「まったく、とんでもない主あるじだな。自分のところの密偵を欺だますなんて」

「敵を欺あざむくにはまず、味方から……まぁ、成功しようが失敗しようがどうでもいいのだろう」

　成功したら、密約として処理し、失敗しても未遂のためにもみ消しが容易たやすい、どっちに転んでもいいわけだ。

「ちなみに聞くが、第二王子から受けた任務ってのは、どんな内容だったんだ？」

　失敗前提の依頼の内容に興味があり尋たずねた俺に、密偵の分隊長が答えてくれる。

「我々が、受けた任務は、三つ。一つは、竜りゆう騎き士しコータス・リバティンに接触しようとする様々な勢力の密偵を排はい除じよすること」

　密偵の分隊長は、一つずつ丁てい寧ねいに俺たちに第二王子から受けた依頼を説明する。

「二つ目に、コータス・リバティンが王家と敵対しないようにする交渉と貴族の一員に迎むかえ入れ、王族派閥に所属するように懐かい柔じゆうすること。これは、本交渉のための打だ診しん程度だ」

「とは言っても、貴族になる気はないんだが……」

　困こん惑わくする俺だが、構わず、分隊長は話を続ける。

「三つ目に、様々な争いの種になりかねない真しん竜りゆうに関連するものなどを秘密裏りに回収することだ。真竜の角や卵の殻からなどは、真竜の雛ひなよりも狙いやすい。それに同じ場所にあるより分けて管理した方がいい」

　分隊長の説明に、確かにレスカの牧場に真竜関連の物があると分かれば、有う象ぞう無む象ぞうが集まり、日常を脅おびやかされかねない。

「期間的に、王族派閥が貴族派閥を押さえ込むことができただろう。そして、我々は、この牧場の防犯能力の高さを身を以もつて証明したわけだ」

　何も言えん、と隠おん行ぎようの達人である分隊長は、疲つかれたように長い息を吐はき出す。

「他ほかにもまだまだ守りの術はありそうだ。流石さすが、真竜様が預ける場所と言うべきか……」

　牧場の母屋を見回す密偵の分隊長。

　彼には、ヒビキが幾いく重えにも張り巡めぐらせた防犯用の魔ま法ほうが見えているのかもしれない。

「そして、次にシャルラについてだが……」

「シャルラと出会えてよかった」

「バルドルさん」

　互たがいに見つめ合う二人に、密偵の分隊長の額に青筋が浮かぶ。

　地上に戻ってきてから人目を憚はばからずに触ふれ合う二人に俺は、苦い表情をしている。

　恋こいが人をここまで変えるものか……と俺が首を振ふり、呆あきれる。

　とりあえず、真竜関連の話し合いは終わり、後はバルドルとシャルラと密偵の分隊長の話になる。

「シャルラは、そこの密偵二人と同じように私が孤こ児じから育てた。無論、人間としても、密偵としてもだ」

「それじゃあ、お義と父うさん、お義に兄いさん！　俺にシャルラをください」

「お義父さんと呼ぶな！」

　再び、青筋を浮かべて激高する密偵の分隊長と義あ兄にと呼ばれた二人の密偵が笑う。

　茶番でも見せられている気分に俺は黙だまっているが、レスカやジニー、ヒビキはその様子をわくわくしながら見ていた。

「シャルラは、密偵としての技能や【加護】による危機判断能力は、優ゆう秀しゆうだ。だが、冷静さを失いやすい。聞けば、無む鉄てつ砲ぽうに未知の相手に挑いどんだとか」

「ううっ……分隊長」

　痛いところを指し摘てきされて身を縮ませるシャルラに慈いつくしむような目を向ける分隊長。

「この先、密偵を続けていくのも難しいだろうし、それに密偵としての潜せん入にゆう技能があれば、どのような仕事にも入り込めるだろう」

「分隊長……それじゃあ」

「私からの密みつ偵ていとしての最後の仕事は、この牧場町に潜入して、真竜様の雛を監かん視しする事だ。その方法は問わん」

「……ありがとうございます。幸せになります」

「俺も、シャルラを幸せにする」

　ふん、と鼻を鳴らす密偵の分隊長は、立ち上がり、もう話すことはないと立ち去る。

　こうして記き憶おく喪そう失しつの密偵であるシャルラは、レスカやジニー、ヒビキたち乙女おとめの前で一つの恋を叶かなえたのだった。

　長期間、地下に拘こう束そくされていたとは思えない身軽さの密偵三人は、すぐさまレスカの牧場から離はなれて、姿を消す。

　牧場町の住人の多くが気付かない間に行われたコマタンゴの妖精化に纏まつわる騒そう動どうは、こうして沈ちん静せい化する。

　そしてまた、牧場町に日常が戻もどってくるのだった。










　　　終章　左さ遷せん騎き士しと【育成】の加護







　牧場町では、記憶喪失だった密偵のシャルラが記憶を取り戻もどし、比ひ較かく的てき当たり障さわりのない経歴を捏ねつ造ぞうして、この牧場町の正式な住人となった。

　その際、バルドルとの電でん撃げき婚こん約やく発表と同どう棲せいという話題が牧場町で持ちきりとなる。

　その一方、俺は──

「結局、俺のミスリルの長ちよう剣けんは土の下か」

　長い溜ため息いきと共に、失ったものを思いつつ、いつものようにチェルナを後頭部に張り付かせてレスカの牧場の牧草地の牧草を刈かり取る。

　そんな俺の元にレスカが小走りでやってきた。

「コータスさーん！　ちょっと来てください！」

「レスカ、どうした？」

「今、地上に出てきたコマタンゴたちが！」

　そう言って、俺の方にやってくるのは、密集したコマタンゴたちの傘かさの上にちょこんと座り、こちらを見上げるリトルフェアリーだ。

「復活できたのか？」

『アソビニキタ。ソレト、ワスレモノ』

　片言の念話と共に俺に差し出すのは、土に塗まみれているが俺の落とした折れたミスリルの長剣だ。

　刃はは、リトルフェアリーの菌きん糸し魔ま法ほうで侵しん食しよくされ、根元から折れてしまっているので、武器としては使えないだろう。

　折角、貰もらったばかりだが、鍛か治じ師のロシューに預けて作り替かえてもらうしかないようだ。

「ありがとう。届けてくれたんだな」

　俺がリトルフェアリーの帽ぼう子しのような傘を撫なでると、大人しく頭を傾かたむける。

　表情は乏とぼしいが、なんとなく嬉うれしそうにしている。

「私、リトルフェアリーが来るのを待ってたんですよ。名前で呼びたくて」

『ナマエ？』

　そう言って、コマタンゴたちの傘の上に乗るリトルフェアリーと視線を合わせるようにしゃがみ込むレスカは、真っ直すぐに見つめ、名前を告げる。

「あなたは、マーゴですよ。コマタンゴ・リトルフェアリーのマーゴです」

『マーゴ、マーゴ、マーゴ』

　何度も反はん芻すうするように念話を広げるマーゴにレスカは、微び苦く笑しようを浮うかべる。

「それじゃあ、町の皆みなさんに紹しよう介かいしてきますね」

「もう少しでこの仕事が終わる。俺も一いつ緒しよに行こう」

「はい。わかりました」

　レスカとマーゴは、他のコマタンゴたちに指示し、俺の牧草の刈り取りを手伝わせる。

　マーゴという司し令れい塔とうが生まれたために、コマタンゴたちの動きが以前より格段に良くなった気がする。

「さぁ、コータスさん。行きましょうか」

「そうだな」

　俺たちはオルトロスのペロや暗竜の雛のチェルナを連れて、牧場町にマーゴの存在を紹介して回った。

　牧場町で発生していた魔物の集団進化──その全すべてがそれぞれの牧場に利益を与あたえていたために、魔物の進化に当初困惑していた牧場町の住人も喜ぶべきことと受け入れ始めた。

　特に、妖よう精せい化という進化は珍めずらしく、また人形のような外見のマーゴは、多くの牧場町の住人に受け入れられた。

　なによりコマタンゴたちに担かつがれるように移動するマーゴのコミカルな姿や愛らしい真竜の雛・チェルナとじゃれ合う姿に多くの住人たちが笑え顔がおになる。

　そして、そんなマーゴのお披ひ露ろ目めの途と中ちゆう、牧場町の住宅地の一角でバルドルとシャルラ、そしてこの付近の牧場主を見つけた。

「どうしたんだ？　何かあった？」

「お、コータスにレスカの嬢じようちゃんか」

　幸せそうに腕うでを組んでいるバルドルとシャルラ。

　突とつ然ぜんの婚約発表で牧場町の、特に独身男性たちが悔くやしがる中、幸せな空気を放っていた二人は、今は少し困った様子を見せている。

「いや、実は、シャルラと同棲するための借家を借りたんだが……」

「すまんな。手て違ちがいがあって、うちの牧場を拡張するために取り壊こわしの予定だったんだが、重なっちまったみたいでどうするか悩なやんでいるんだ」

　バルドルとシャルラ、牧場主は、どうするべきか悩んでいる。

　そんな三人を見ていたマーゴがレスカの服を引っ張り、レスカに内ない緒しよ話ばなしをするように念話の対象が絞しぼられる。

　そして、話の終わったレスカは、バルドルたちに話しかける。

「あの、バルドルさんたちの新しい住居って絶対にここじゃなきゃダメですか？」

「ダメってことはないな。この物件がちょうど空いていただけで駄だ目めそうならしばらく宿屋暮らしも考えていたところだが……」

「借家を取り壊す予定なら移動させても良いですか？」

「はぁ？」

　流石にレスカのその発言には、バルドルだけでなく俺も驚おどろく。

「そんなことができるのか？」

「はい。とは言っても私じゃなくてマーゴですけど」

　無表情ながら自信満々のように見えるマーゴ。

「とりあえず、地図を持ってくるから地図を見ながら移動させようか！」

　慌あわてた牧場主は、すぐさま町の地図を持ち出す。

　また建物の移動などは、牧場町の運営にも関かかわるので、町の代官であるパリトット子し爵しやくとも相談する。

　そうこうするうちに牧場町の至る所で建物の移動、なんて噂うわさが流れ、ジニーやヒビキも見物に来た。

「キノコの妖精だから、薬に関して関わりがあるかもしれないから見てくるように、ってお祖ば母あちゃんに言われてきた」

「なになに？　面おも白しろそうなことを始めるならお義ね姉えさんにも教えてよ！」

　ちょっとマーゴに興味があるっぽい視線を送るジニーとお姉さん風を吹ふかせるヒビキ。

　そして移動先や移動経路が決定し、いざ実行に移す時となる。

「マーゴ、お願いできますか」

『ヤル。ウゴイテ』

　ただ短い念話と共に、ズズズッと建物の土台から数十センチという厚さの地面が浮き上がる。

　そして、その浮き上がった地面の底は、白い菌きん糸しの塊かたまりで覆おおわれており、その菌糸の塊からは菌糸の白い足が生えていた。

　無数の菌糸の足が建物ごと持ち上げて移動しているのに、人間を模した構造の菌糸の足は、衝しよう撃げきを吸収し、柔やわらかな菌糸の足裏が細かく運ぶ建物を水平に保つ。

　そうして、予定された移動経路を見事に進んでいく。

「わぁ、マーゴ。凄すごいですね」

　褒ほめるレスカと歓かん声せいが沸わき立つ牧場町の住人たち。

　そして、移動した建物の跡あと地ちにはぽっかりと穴が空いているのを見た俺とヒビキは、こっそりと話をする。

「ヒビキ。お前の魔法で同じことができるか？」

「できる……けど、土木魔法に破損防止の状態保存の魔法、それから移動させるための重力軽減の魔法とかが必要よ。私の魔力制せい御ぎよは、高くないからあんなスムーズになんて無理よ」

　そう言って、あー、私ってただ力を与えられただけね。もっと精しよう進じんしないと、と呟つぶやくヒビキ。

　そして、移動する建物に釣つられて歩き出す住人たちの流れに逆らわず、俺たちも進む。

　移設先に借家が到とう着ちやくすると、移設範はん囲いの地面も同じように菌糸の足が生えて土が持ち上げられる。

　だが、建物丸ごとではなくただの土の移動であるために、分割されたブロック状の土が少しずつ退き、空いた場所に移設する建物が土台ごと見事に収まる。

　そして、退いたブロック状の土は、借家のあった場所まで移動し、次々と収まり、空き地に変わる。

　この場所は、隣となりにあった牧場の拡張の際に、牧場の一部として取り込まれる予定である。

「凄いですよ！　レスカさん！　コマタンゴ・リトルフェアリーの能力を使えば、牧場町で問題になっていた区画整理が楽になります！　今後も牧場町の発展のために手伝ってください！」

「えっと……マーゴが手伝ってくれましたら」

　興奮気味に褒め称たたえるパリトット子爵にレスカが苦笑いを浮かべる。

　たった一つの出来事で微笑ほほえましい存在から頼たよれる存在に昇しよう格かくしたマーゴ。

　そんな存在と契けい約やくできるレスカは、実は規格外な存在ではないのだろうか。

　その思いに至った時、俺の中にあるアラドとの魔力的な繫つながりを介かいして声を受け取る。

『魔物牧場での集団進化、コマタンゴの妖精化、小こ娘むすめ自身すら知らぬ【加護】のことを知りたいならば、教えてやろう。今晩、そこの小娘も呼べ』

　何かを知っているアラドの言葉に、俺は静かに頷うなずくのだった。
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　アラドの念話の通り、夜を待ち、再び念話を繫げる。

「アラド、教えてくれ」

『それは、小娘を呼んでからだ』

　そう言われ、はぐらかされた俺は、夜──レスカの部屋に向かう。

　正直、夜間に女性の部屋に向かうのは、マナー違い反はんであるが、俺はレスカと共にアラドからレスカの【加護】のことを聞かねばならない。

「レスカ、起きているか？」

　俺がドアを軽くノックすると部屋の中から静かな足音と共にドアに気配が近づいてくる。

「あっ、コータスさん、どうしました？」

「いや、ちょっと話したいことがあるんだ」

「それなら、私も用があるんです」

　夜なので小さく扉とびらを開き、小声で話すレスカは、少しだけ扉を開いて姿を見せてくる。

　レスカの部屋の中では、ペロとチェルナが寄り添そうように眠ねむっているのが見えた。

「ペロとチェルナは今、眠っているので、起こさないためにコータスさんのお部屋で話しましょう」

「……わかった」

　その提案は、レスカと二人っきりで事実を知るのに都合が良いが、年とし頃ごろの少女としては、少し警けい戒かい心しんが足りないのではないかと思ってしまう。

　そして、準備に一度部屋に戻もどったレスカは、黄色い寝ね間ま着きの上にカーディガンを羽織った姿を現す。

「さぁ、コータスさんのお部屋に行きましょう」

「あ、ああ……」

　寝間着姿の少し無防備なレスカに、少々ぎこちない返事をして、俺の部屋に入る。

　数ヶ月使っている部屋だが、今だけはいつもの部屋とは違ちがうように感じる。

　そして、部屋の扉が閉まり、俺から話を切り出そうとする。

　だが、先にレスカが振ふり返り、その手の中にある物を俺に差し出してくる。

「私の用ってのは、コータスさんにこれを渡わたすことなんです」

「……これは、ハンカチ？」

　レスカから受け取ったのは、綺き麗れいに折りたたまれた薄うす緑みどり色のハンカチだ。

　細かな刺し繡しゆうが施ほどこされた品の良いハンカチの表面を撫なでれば、それがあのエルフ絹でできたものだと思い至る。

「今日、簡単に作れる小物が届いたんです。だから、コータスさんに一番に渡そうと思ったんです」

　そう言って、気き恥はずかしそうにはにかむレスカを見て、俺は、愛いとおしいなぁ、と思う。

「ありがとう、レスカ。大事に使わせてもらう」

「そんな、コータスさんには、守ってもらってばかりですし、私なんて、育てることしか出来ませんから」

　そんな俺の様子を覗のぞき見していたのか、愉ゆ快かいそうな声こわ色いろのアラドが念話を繫げてくる。

『クククッ、貴様も上う手まく小娘と二人っきりになれたな』

「……アラド」

「あれ？　コータスさん、今アラドさんと念話が繫がっているんですか？」

　俺の小さな呟きに、アラドが念話を繫げたことを感じ取るレスカ。

「ああ、アラドの話をレスカと一いつ緒しよに聞くために来てもらったんだ」

「だから、夜分遅おそくに来たんですか。でも、どうやってアラドさんと念話でお話するんですか？」

　俺が話をしたいと言った理由に納なつ得とくするレスカだが、今のレスカにはアラドの念話は聞こえない。

　念話は、近きん距きよ離りならば不特定多数の相手に伝えることができる。

　だが、遠距離となると魔力的な繫がり──この場合だと俺とアラドとの間に結ばれたチェルナの保護者としての親と子の契約を介して念話をすることができる。

　そのため、レスカには聞こえないが──

『我が念話を感じるために貴様と密着すれば、小娘にも念話が繫がるだろう』

「なっ!?　その方法って！」

『一番は、胸部。特に心臓付近に頭部を近づければ、より繫がりやすいぞ』

　まるで悪あく魔まの囁ささやきのような言葉に俺は、躊躇ためらう。

　そんな俺とアラドのやり取りを目の前にするレスカが小首を傾かしげて俺を待つ。

　多分、何かをして念話を通じさせることだろう、と思い大人しく待っているようだ。

「レスカ、アラドとの念話を通じさせるために俺と密着しなきゃいけないみたいだ。特にレスカの頭部を俺の心臓付近に近づける必要がある」

「えっと……密着、それで頭部を心臓付近というと……ハグっ!?」

　俺の話に裏返った声を上げて驚くレスカ。

「無理、無理です！」

『ちなみに言うと、それ以外の方法はないぞ』

「レスカ……」

「ダメ！　無理！　恥はずかしくて死ぬ！」

　いつもの丁てい寧ねい口調が抜ぬけ落ち、混乱した時のレスカの口調になる。

　両手を前に突つき出して、俺から少しでも距離を取ろうとするレスカ。

　もう少し時間を掛かけて落ち着いたところで覚かく悟ごを決めてもらおうと思う俺だが──

『まだ覚悟が決まらんか？　なら、この話は未み来らい永えい劫ごうなしとするか。我も眠い』

「アラド、待て……くそっ！」

　俺は、混乱して両手を突き出すレスカの腕うでを優やさしく取り、引き寄せる。

「コ、コ、コータスさん!?」

「レスカ、少しだけこのままで居てくれ」

　俺は、女の子のレスカを強引に抱だき締しめた緊きん張ちようから心臓が早はや鐘がねを打つように鳴り始める。

「コータスさん!?　ちょっと、苦しい！　強引！　離はなせ～」

　レスカは、より砕くだけた口調に変わりあたふたするが、段々と俺の腕の中で勢いが弱まり、見下ろすレスカは俯うつむき、耳は真っ赤だ。

　対する俺は、レスカの甘い匂においと柔らかな抱き心ごこ地ち、俺の体に押し付けられる寝間着越ごしの大きな胸に、顔が赤くなるのを感じる。

「コータスさん……こうしたいためにアラドさんの念話なんて噓うそ吐ついて、ズルいです」

「いや……」

　誤解だ、と思う俺だが、客観的に見ればそう思われても不思議じゃない。

　そして、だからと言って、このままレスカを離すという気はない。

　そんな俺たちを冷やかすかのように、アラドが念話で声を掛けてくる。

『くくくっ、いい加減に観念したようだな』

「ア、アラドさん!?」

「お前……性格悪いな」

　俺は、このタイミングで念話で語りかけてくるアラドに苛いら立だちを覚え、赤くなった顔がすっと冷静になるのを感じる。

　レスカも同じで、俺の胸に耳を押し当てたまま、目を瞑つぶりアラドの念話を聞こうとしている。

「それで、コータスさんが私と一緒にアラドさんに聞きたいことってなんですか？」

「ああ、この魔ま物もの牧場の集団進化やコマタンゴの妖よう精せい化。それとレスカの知らないレスカ自身の【加護】のことを教えてくれる、と言われた」
















「私自身のこと？」

　不思議そうにするレスカにアラドは、肯こう定ていする。

『その通りだ。小こ娘むすめの加護は、【育成】だったな』

「はい、そうです。ですけど、それと何か関係があるんですか？」

　レスカの【育成】の加護は、割と探せば世に溢あふれている加護のはずだ。

　精々、動物や農作物を育てるのに有利な加護程度だと思っていた。

　そこに大きな秘密などないと思っていたが、アラドがそれを否定する。

『【育成】の加護持ちの中には、ごく稀まれに【願望反映】という内包加護が存在する』

「「【願望反映】？」」

『加護持ちと対象が双そう方ほうにそうあって欲しい、そう育って欲しい、と願えば、そのように育ちやすくなる。単純にして強大な内包加護だ』

　願望、強い願いやそうあって欲しい、という願いを反映するのか。

『この内包加護は、加護持ち自身には、影えい響きようしない。だが、逆にその周囲には多大な影響を及およぼす』

「じゃあ、魔物の集団進化や異変ってのは……」

「私と関かかわった魔物の願いが反映して育った結果──魔物の進化や特性の一部を変質させる変化に繫つながった、そういうことですか」

　俺には、レスカの持つ【願望反映】の内包加護の凄すごさがまだいまいち理解できていない。

　だが、牧場町で起きた魔物たちの集団進化などは、レスカとの距離が近いほど影響力が大きいのはわかる。

　訪問した魔物牧場は、レスカが手伝いに入ることが多い牧場であり、魔物との接せつ触しよく回数が多かった気がする。

『さぁ、問おう。小娘は、魔物たちが進化する直前に何を願った？』

　アラドの声色は、最初の冷やかすような声ではなく、淡たん々たんとレスカの内心を問う。

　そして、レスカの答えは──

「コータスさんたちを助けられる唯ゆい一いつのものが欲ほしいって願ってたんです。それに、言葉にはしませんでしたが、コータスさんと並んでも見み劣おとりしないものが、欲しかったです」

　エルフの里で最後に過ごした夜に聞いたレスカの願い。

　ほんのちょっとなどと誤ご魔ま化かすように言っていたが、言葉にする以前から無意識だろうが、レスカはそう思っていたのかもしれない。

　レスカの思いが魔物に影響を与あたえるほどの願いであり、その対象に俺がいることに驚おどろきと嬉うれしさとを覚える。

「も、もちろん。畜ちく産さん魔物たちには、健康に育って欲しいって願いましたし、美お味いしい畜産物が採れることも願いましたよ！　あとは、あとは……」

　自身の言ったことに恥ずかしさを覚え、被かぶせるように言うレスカにアラドが再び念話で語りかけてくる。

『お前たちの周りで起きた魔物の集団進化は全すべて、【願望反映】の内包加護によって引き起こされた現象の結果だ』

「リスティーブルのルインが身体強化の魔法を使ったり、オルトロスのペロが体格変化することができたり、コマタンゴが妖精化してマーゴが誕生したのは──」

『それぞれの願いだろうな』

　三体とも、具体的に何時から変化したのかは分からない。だが、確実にレスカとの付き合いは長く、またレスカの【願望反映】によって進化が促うながされたのだろう。

『かつて、同じような内包加護を持つ者が引き起こした現象には、お前たちが訪おとずれたエルフの里の願がん掛かけとして残っているそうだな』

　エルフの里では、願掛けとして【育成】の加護持ちに世界樹を管理してもらった、と言うのは、遠い昔の【願望反映】の内包加護持ちの話だろう。

「ですけど、いい話ばかりじゃありませんよね」

『無論だ。強い願いが破は滅めつを引き起こし、悲劇を生み出したこともある』

【願望反映】──強い願いが必ずしも善なる願いとは限らない。

　そして、自身の加護の正体を知ったレスカは、静かに俺の腕の中に収まっている。

「レスカ……怖こわいか？」

　もしかしたら、自身の願いが破滅を引き起こす、そんな内包加護を持っていることを知ったのだ。知らなければ良かったと思うかも知れない。

　そして、レスカの答えは──

「アラドさん、一つ答えてくれますか？」

『なんだ？』

「【願望反映】の内包加護は、願いがすぐに叶かなうというものではありませんよね。【育成】の加護によって育つ方向を大まかに決定し、そこに到とう達たつするまでには時間が掛かりますよね」

『無論だ。一いつ瞬しゆんにして過程を飛ばす奇き跡せきの代しろ物ものではない。生物が想像しうる可能性の一つを手た繰ぐり寄せやすくするだけだ』

　そう言い切るアラドに、俺の腕の中で身を強こわばらせていたレスカの緊張が緩ゆるむ。

「なら、安心です。もし、私の加護で悪い方向に進みそうになったら、きっとコータスさんが止めてくれますよ。今回のマーゴの暴走の時みたいに」

　マーゴの暴走を止められなかったら、牧場町の人や魔物、建物が地下に沈しずみ、菌きん糸しに覆おおわれ、町一つが滅ほろんでいた可能性に今いま更さらながらに背筋が冷える。

　だから、俺はレスカからの全ぜん幅ぷくの信しん頼らいに応こたえるために──

「もちろんだ。王国民の人命や生活を守るのが騎き士しとしての役割だからな」

　俺に抱き締められたレスカの表情は、穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべる。

『話も終わったことだ。貴様らが善なる意志を貫つらぬき通すなら、チェルナも真しん竜りゆうの偉い大だいな指導者──竜りゆう王おう、それも地上を去り、月で暮らす暗竜族で初めての竜王が誕生するかもしれんな』

「おい、アラド。なにか聞き捨てならないことを言わなかったか！」

『くくくっ、今から楽しみだな。未来の竜王の誕生を』

　そして、ぷつりとアラドとの念話が途と切ぎれた。

　最後にアラドは念話でとんでもない置き土産みやげを残していったか、と荒すさんだ気持ちを腕の中に収まるレスカに少しだけ癒いやしてもらう。

　だが、いつまでもレスカを抱だき締しめているわけにもいかず、離はなせば、名残なごり惜おしさを覚える。

　対するレスカは、俺に抱き締められていた事実を思い出し改めて、顔を真っ赤にして俯うつむいている。

「……その、すまない」

「い、いえ！　ふ、不ふ可か抗こう力りよくです！　大だい丈じよう夫ぶです！　明日には平気です！」

　と、言うことは、一晩は引き摺ずるのだろうか、と思ってしまうが、突つっ込めば藪やぶ蛇へびになりそうで黙だまる。

「…………」

「…………」

　そして、互たがいに長い沈ちん黙もくが訪れる中、レスカが先に口を開く。

「その、ごめんなさい！」

「レスカが謝あやまることはないと思うが……」

「いえ、謝ることはあるんです！」

　そう言って、顔を赤くしつつ真しん剣けんな表情のレスカが俺を見つめる。

「私に【願望反映】の内包加護があって、大きな願いなんて望んじゃいけない、と思いました。でも、やっぱり世界一の魔物牧場の夢は諦あきらめられないんです。だから、コータスさんには、今まで以上に迷めい惑わくを掛かけると思うんです！」

　だから、ごめんなさい。とレスカは、頭を下げるが、俺は小さく吹ふき出してしまう。

「レスカは、世界一の魔物牧場に何を望むんだ？」

「えっと……それは、美味しい畜産物が採れる幸せな牧場ですか？」

「なら、問題ない。俺にその夢を見せてくれればいい」

　もしもレスカが世界一の魔物牧場の種類に拘こだわらないなら、軍事活用できる魔物牧場で世界一を目指すことができる。

　軍用犬や軍馬、偵てい察さつのための魔物など、【願望反映】で望むままに既き存そんのものを超こえる存在に進化させる可能性がある。

　だが、そうした争い事を真に望まないレスカだからこそ、止める必要もない。

「レスカは、魔物牧場をやりたいようにやればいい。俺の【頑がん健けん】の加護は、そこで起こるトラブル解決に向いているんだ」

「コータスさん……」

「悪かった。夜分遅おそくに呼び出して」

　俺は、そう言ってレスカも晴れやかな笑顔を浮かべて自身の部屋に戻もどっていく。

　俺も色々な事実を知り疲つかれた。とベッドに横になるが、直前にレスカを抱き締めた柔やわらかさや熱、匂においを思い出し、悶もん々もんとし出す。

「……精しよう進じんが足りない」

　俺は、この煩ぼん悩のうを振ふり払はらうために、圧縮木刀を片手に外に出て、疲れて余計な考えをしなくなるまで素す振ぶりを続けるのだった。




　そして翌日──

　完全に寝ね不足な中、レスカは昨日届いたエルフ絹のスカーフや手て拭ぬぐいをジニーやヒビキ、魔ま物ものたちの身に着けられるか、色々と試ためしていた。

　リスティーブルのルインは、体格が大きいので難しく、オルトロスのペロはレスカから貰もらった首輪があるので拒きよ否ひした。

　コマタンゴの妖よう精せいのマーゴは、菌糸による仮かり初そめの体であるために不要である。

　その代わり、暗竜のチェルナは、エルフ絹の肌はだ触ざわりが気に入ったのか寝ね床どこに持ち込んでシーツ代わりに敷しき詰つめて、頰ほお擦ずりしている。

　そんな個性溢れる様子を眺ながめる俺にヒビキがそっと近づいてくる。

「ねぇ、コータス。あんた、昨日レスカちゃんを部屋に呼んだけど、何したの？」

「……気づいていたか」

「ええ、それはもう夜分遅くに男女が同じ部屋って、あれでしょ？　むしろ、今まで良く手を出さなかったと思うわよ。むしろ、私がレスカちゃんと同じ部屋で寝たい！　むしろ同じベッドで寝てパジャマ姿を堪たん能のうしたい！　とさえ思ったのよ！」

　相変わらず、煩悩が溢あふれすぎではないだろうか、この賢けん者じや、と胡う乱ろんげな視線を送る。

「ヒビキが想像するような事実はない。俺は、少しアラド……真竜の知識をレスカと共に教えて貰っただけだ」

「あら、そうなの？」

　そこから、ヒビキにもレスカの【育成】の内包加護について説明する。

　朝の段階でレスカから確かく認にんを取り、最低限ジニーとヒビキには伝えることにしたのだ。

　それを聞いたヒビキは、興味なさそうにしている。

「まぁ、結局は、どんな加護も使いようね。第一、人を傷つけるだけなら【剣けん術じゆつ】の加護持ちが剣で斬きる方が手っ取り早いわよ。レスカちゃんが悩なやむ必要なんて無いわよ」

「……身も蓋ふたもない」

　溜ため息いきを吐はき出すが、ヒビキの言葉は、真理を突いていると思う。

「まぁ、レスカちゃんの内包加護についてはわかったわ。ところで……本当に、なにもなかったの？」

　そんなレスカの加護よりもヒビキは、二人っきりで部屋に入ったことを更さらに追つい及きゆうしてくる。

「……何もなかった」

「本当に？　下心とかはなかったわけ？」

「…………」

　追及され続け、言葉に窮きゆうする俺は、黙ってしまう。

　そして、それを聞いていたレスカが近づき──

「もう、ヒビキさん。私とコータスさんの間には何もなかったですよ。あったとしてもこのエルフ絹のハンカチを先に渡わたしただけです。はい、ヒビキさんの分です」

「まぁ!?　レスカちゃんが私にプレゼント！　お義ね姉えさん、嬉しいわ！」

　鬱うつ陶とうしいほどにレスカから受け取ったハンカチや手拭いを喜ぶヒビキ。

　それによって、追及を逃のがれ、恥はずかしいことを掘ほり返されずに済んで安あん堵どし、視線を合わせる俺とレスカだが、その様子をヒビキは見み逃のがさない。

「で、やっぱり、本当に何もなかったの？」

「「…………」」

　不意打ちのように尋たずねられて、俺もレスカも黙る。

　そして、抱き締め、抱き締められたことを思い出し、顔が赤くなるのを感じる中、救いはあるようだ。

「コータス兄ちゃん、レスカ姉ちゃん、ヒビキ姉ちゃん。今日も鍛たん錬れんにきた！」

「ジニーが来たか。冒ぼう険けん者の鍛錬を付けてやらないと」

「わ、私も朝食の準備をしないと……」

「あっ、逃にげたわね！　まぁいいわ。私もジニーちゃんとの魔法談義の準備を整えないとね」

　新たな仲間と新たな事実を得ても、俺たちの牧場町の日常は流れていく。

　そして、季節は、春を終え、雨季が近づいてくる。



















　　　あとがき







　初めましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さった夜やノのみつき様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　また、弊へい著ちよに『オンリーセンス・オンライン』シリーズもございますので、そちらの方も手に取っていただけますと幸いです。




　１巻に引き続き、２巻も多くの方に手にとっていただいたことで、左さ遷せん騎き士しと牧場娘むすめの話を更さらに広げた３巻を出すことができました。

　今回は、エルフの里との交易が前半にあり、牧場町の畜ちく産さん魔ま物ものにあまり焦しよう点てんを当てることはできませんでしたが、エルフの里の雰ふん囲い気きを楽しんでいただけましたでしょうか。

　エルフの生活を支える巨きよ大だいな世界樹、樹木と一体化した住居、森の中に築いたエルフの里の狭せまい土地を利用したライフスタイル、森の恵めぐみやその土地特有の魔ま物ものを活用した食生活、そしてエルフらしい特産品などは、いかがだったでしょうか？

　辺境の牧場町とは違ちがった形のスローライフ空間に、一度は訪れてみたい、こんな場所で過ごしてみたいと思っていただけたら幸いです。

　そして、エルフの特産品として作中に登場したエルフ絹とシルキーワームの存在。これは、１巻の冒ぼう頭とうの部分に軽く触ふれられております。

　是ぜ非ひ、お時間がある方は１巻の冒頭だけでも見ていただけたら、当時は『うわっ、魔物って巨きよ大だい芋いも虫むしもいるのかぁ』と思えたシーンがまた別の見え方になるかもしれません。

　また、後半からは牧場町に場面が移り変わりましたが、Ｗｅｂ版の３巻相当分の牧場町での部分を執しつ筆ぴつ中に思ったことが一つありました。

『あれ？　レスカの牧場ってどこだ？』

　作中では町の外れとあるために、外がい縁えん部。ではその他の牧場や畑、町の主要施し設せつなどの位置関係はどうだろう？　と考えて作者の参考資料として手て描がきの牧場町の地図を作りました。

　出来上がった地図を見て、やっぱり一度、設定を地図にして可視化することで想像力を膨ふくらませやすいな、と思いました。

　オンリーセンス・オンラインの打ち合わせの時も、地図に描かき起こしたことで気付いたことがあるので、そうした気づきと共に生まれるアイディアを元に更なる牧場ファンタジーを作り上げることができれば、と思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。





二〇一七年十二月　アロハ座長










アロハ座長

●あろはざちょう



生態：去年はスクワットブームでしたが、今年は腕立て伏せがマイブームになっており、特定部位の筋肉に負荷を掛けています。心なしか力こぶが大きくなった気がします。

雑談：庭の高所で母親がカマキリの卵を見つけました。私の目線ほどの高さの卵を見て、今年は大雪が降ると言っておりましたが、調べたところカマキリの卵による降雪予想は嘘らしいです。


















カバー・口絵・本文イラスト／夜ノみつき

カバーデザイン／アフターグロウ










モンスター・ファクトリー３




─左さ遷せん騎き士しと交こう易えきのエルフ姉妹しまい─








アロハ座ざ長ちよう
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